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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　皆みなさんは、こんなことを思ったことはないだろうか。

　ボスの部屋を抜ぬけると、上へ行く階段がある。そしてそれ以外に、上に行く手段がない宮きゆう殿でんや城。

　ってことは、ボスにはプライベートはないのかっ！

　ボスの部屋広いくせになんもねえじゃねえか！　生活感なさすぎっ！

　それもそのはず。ダンジョンは仕事場であり、セット。

　そして、ボスたちは皆、『ゲームの世界の住人』が演じているのだから。

　そう──俺たちは、ゲームの世界に住んでいる。

　そして、プレイヤー様にお喜び頂けるよう、イベントを提供するのが仕事なんだ。

「次っ！　すぐ出るよっ！」

　ルピアの怒ど号ごうが飛ぶ。

　薄うす紅べに色いろの髪かみをアップに纏まとめて、フルフェイスのヘルメットを被かぶっていた。

　服装はまるで宇宙戦せん艦かんヤマトの諸君のような白いパイロットスーツ。体の線がこれでもかってぐらいに浮うき出ている。

　胸の辺りがＤカップぐらいに見えるのは、胸が平家である彼女がめいっぱい重ねて盛っているせいだろう。本当は、Ａカップで下乳がギリギリ丸い程度なのに。

「はいっ！　了りよう解かいです！」

　我が妹のまどかは慌あわててヘルメットを被り、戦せん闘とう機きに乗り込んだ。

「マルクっ！　もう出られるのっ？」

　ルピアは振ふり返りながら、次の怒号を吐はき出す。

『全機整ってますっ！』

　インカムに、まるで女性声優が声を当てたような可愛かわいいマルクくんの声が響ひびいた。

「よし、じゃあ次はスラントのルートで行こう」

「あんたは黙だまってろっ！　この薄ら変態がっ！」

　俺の提案は耳がきーんと来るような声で却きやつ下かされた。

「ちょっとぐらいなら良くないっ！　うぐぅ」

「お、お兄ちゃん大だい丈じよう夫ぶっ！」

　まどかが叫さけぶ。兄が少女に腹パンされたのを見て、心配だったのだろう。俺はぐっと親指を立てて、まどかに「心配するな」とアピールした。

「先頭はあたし！　ルートはアドリブで行くから、みんなちゃんとついてきなさいよね！」

　ルピアが俺に『デュクシ（強）』の攻こう撃げきを食くらわせて、ひょいっと戦闘機に乗り込むと、我われ先さきにと出撃する。

「了解です！」

　妹のまどかはその後を追って、出撃した。

『マナトさんもすぐ出撃して下さいっ！』

「あいよ」

　マルクくんに言われ、急いでヘルメットを被ると、戦闘機に乗り込む。

　ボタンをぽちぽちと押してエンジンやら羽やらを動かすと、操そう縦じゆう桿かんをぐっと引き寄せる。

　それだけで、戦闘機は格納庫を飛び出した。

　戦闘機と言っても、速度は遅おそい。

　あまり速すぎると、プレイヤー様がお怒いかりになるからだ。

　俺たちは、ゲームの中に住む、電子の妖よう精せい。

　そして今、俺たちはシューティングゲームの収録中だった。

　シューティングゲームってのは、簡単に言うと、戦闘機同士による一撃必殺の撃うち合い。

　プレイヤー様はたった一人で無限に湧わいて出てくる敵を倒たおしていく。

　そう、俺たちは、まるで無限に出てくるかのように振る舞まわなければならないのだ。

　何度撃げき墜ついされようが、すぐに再出撃してプレイヤー様に襲おそいかかり、そしてやられなければならない。

　だが、ただやられるだけではいけない。

　シューティングゲームには、ある一つの信念を持って挑いどむ。




『初見のプレイヤー様には、死を』




　シューティングゲームは、『難易度』が全すべてだ。

『頑がん張ばればクリア出来る』程度。かつ、『頑張らなければクリア出来ない』程度。

　で、俺たちの役目だが──

　簡単に言うと、雑魚ざこだ。

　五機並んでプレイヤー様の前にふらふらと現れ、そして撃ち合うだけ。

　プレイヤー様が狙ねらってきたと分かっていても、回かい避ひ行動を取ってはならない。

　決められたルートを進むだけだ。

　そのルート決めを、さっきルピアに却下された。

　格納庫を出ると、宇宙が広がっている。

　真っ黒な、とてつもなく広い空間。

　遠くにぽつぽつと白い光の点が見えるが、それは星ではなく、ライトの光。

　星雲のように青白く光るのも、ライトの光。

　なんならこの宇宙は『平面』である。

　透とう明めいな地面の上を、俺たちは進む。

　そう、見た目は戦闘機だが、その実、ただの『車』なのだ。いや、なんならエアホッケーのパックのような気持ちだな。

　カメラは固定。プレイヤー様が操縦くださる『主人公機』はカメラのフレーム内から出られない。

　そして我々は、カメラにフレームインして、フレームアウトしていくのだ。

　と言ってる内に、ルピア機を先頭に、俺たちはフレームインする。

　ルピア、俺、フィルス、マルクくん、まどか。

　五人を乗せた小さな戦闘機が、すいーっと進むのだが──

　速いっ！　ルピア機の速度が速すぎるっ！

　フィルスは真っ直すぐ進むし、マルクくんはまどかの側そばを離はなれないし、ルピアは速すぎるし。

　シューティングゲームの仕事で最も重要なのは、『編隊』である。

　美しい編隊を組んでこそ、良い仕事をしたと言える。

　だが、全員バラバラ。他ほかの村の人たちにも迷めい惑わくが掛かかる動き。

　俺だけでもルピアについて行こうとしたが──パカッと床ゆかが開いて、落とし穴に落とされた。

　そのままホースのような丸いトンネルを通ると、格納庫へと帰ってくる。

　プレイヤー様に、撃ち落とされたのだ。

　プレイヤー様の画面からは、弾たまが飛び交かっているように見えるだろうが、実は撃ち合っていない。

　床が光っているだけで、その光っている床に触さわると、アウト。

　本当に弾を撃つと、味方の弾が当たってしまうし、本当に機体が壊こわれて次の出撃が出来なくなる。

　プレイヤー様の目的は我々の殲せん滅めつだが、本当に殲滅させられて敵が一いつ切さい出てこないシューティングゲームなんか、あってはならないのだ。

「ちょっと困るよー。バラバラに動かれたらー」

　ツナギ姿のお兄さんが、格納庫へ戻もどってきた俺に言う。

「すいません。次は頑張ります」

　コックピットを開けて顔を出し、ぺこぺこと謝るしかなかった。

「ちょっと！　なんで誰だれもついてこないのよっ！　死ねっ！」

　ルピアが戻ってくるなり、コックピットを開けて顔を出す。

　ルピアは速すぎて、結局プレイヤー様に撃墜されなかったため、最後に格納庫へ帰ってきた。

「お前こそちゃんと死ねっ！　速すぎるんだよっ！　今度はスクエアインで──」

　時代劇で斬きられ役として来たのに、斬られずにフレームアウトなんて、なんのために来たんだって話だ。

「あんたのルートは分かんない！」

　むきーっ。とサルが鳴いているような音域でルピアが言う。

　スクエアインもスラントも、誰もが知ってるルート取りだろ？　違ちがうの？

「普ふ通つうに、蛇だ行こうしていけばいいんじゃないかな？」

　とフィルスが宥なだめる口調で言う。

「そんなヘビみたいなのイヤっ！」

　ルピアは妙みような拘こだわりがあるようだ。

「あのー。全員横一列に並んで真っ直ぐ行くってのはどうですかね？」

　まどかの言葉に、皆沈ちん黙もくした。が──

「それですよ！　それで行きましょうっ！」

　と、マルクくんが何故なぜか絶賛。

「……じゃあ、そうするか」

　俺はイマイチ乗り気じゃないまま、頷うなずいた。

　真っ直ぐ進むだけ。なんて、プレイヤー様にお喜び頂ける気がしない。

「『普通の血』は、争えないわね」

　ぼそりとルピアが呟つぶやいたが、イヤとは言わなかった。
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　妹のまどかがエンドール村で働き始めて、一週間が過ぎた。

　まだ義務教育の終わっていないまどかは、金曜、土曜、日曜の三日間だけ。金曜日は夜からだし、日曜日は夜までだ。

　つい先ほどまで行っていた初仕事は、怒ど号ごうと忙せわしなさのダブルパンチを叩たたき込まれる現場でのエキストラだったが、まどかは臆おくすることなく見事にこなしたと思う。

　一列に並んで、真っ直ぐ進むルート。

　最初はそんな簡単なルートはダメだろうなんて思ったが、やってみると、俺たちにはそれがベストなチョイスだった。

　ルピアがどれだけ速くても、真っ直ぐならプレイヤー様も撃ち落とせる。

　フィルスは機械を扱あつかうのが苦手らしく、真っ直ぐにしか進めない。

　マルクくんは何故かまどかと一いつ緒しよに並びたい。

　まどかはなんでもいい。俺は決まったルートに従う。

　その全てが、見事にハマった素す晴ばらしいアイディアだったと思う。

　我が妹ながら、出来た娘むすめだよ。まどかは。

　日曜日の夜だった。

　シューティングゲームの『撃たれ役』をなんとかこなし、我らがエンドール村へ帰ってきて、俺は村長として事後処理をするため、会議室でノートパソコンを開いていたら──マルクくんが溜ため息いきを吐つきながら机に突つっ伏ぷした。

「はあ……憂ゆう鬱うつだぁ……」

　白い学ランのような格好で、メガネがよく似合っている。

　ぱっと見、少女のようにも思える中性的な顔立ちの少年だ。

「何が？」

　構って欲しそうな独り言だったので、カフェオレを飲みながら声を掛けた。

「あともう少しで──まどかさんに、五日も会えないんですよぉ」

「それで？」

「………………」

「………………終わりっ！」

　俺は驚おどろいた。『五日も会えないから』で話が終わるとは思っていなかったからだ。

「今、まどかさん何してるのかなぁ」

　溜息交じりに、マルクくんが言う。

　仕事終わりの事務処理をするために、マルクくんもノートパソコンを開いていたが、どうも仕事が進まない様子だった。

「いや、普通にシャワー浴びてるけど」

　シューティングゲームの収録は、主人公に選ばれた村へ出張して行われる。

　俺たちは、出張を終えて、このエンドール村へ帰ってきたところだった。

　フィルス、ルピア、まどかの三人は今、とりあえずさっぱりしたいとシャワールームにいる。

　俺たちが何故ノートパソコンを持ち込んで、『会議室』で仕事をしているのかというと、女性陣じんのシャワーが終わり次し第だい、次の仕事の会議を行うためだった。

「しゃ、シャワーを……」

　マルクくんの喉のどがごくりと鳴る。

「……まさか、覗のぞきに行こうなんて思ってないよね？」

　欲望の塊かたまりを胃に落とす姿を見て、俺は引きつった笑えみで言った。

「問題ありませんっ！　脳内で補完出来る範はん囲いですっ！」

　マルクくんは焦あせりながら、顔を真っ赤に染めて咄とつ嗟さの否定をする。

「君は凄すごいな」

　覗く必要はない。裸はだかなど、想像に足ることだというその『スケベ魂だましい』を、俺は高く評価していた。

　俺には到とう底てい、出来ることではない。

「ちなみに、ですが」

「ん？」

　マルクくんが、照れ臭くさそうな表情を浮うかべたので、聞き返してみると──

「まどかさんの乳ち首くびはどういった感じでしょうか？」

　想像以上に赤せき裸ら々ら中の赤裸々なことを聞いてきた。正に赤裸々。丸裸の話だ。

「……んー、一緒に風ふ呂ろに入ってたのも大分前の話だからなー」

「まあそうでしょうね」

「三年ぐらい前になるよ」

「…………え？」

「…………え？」

「三年前……って、まどかさん、ほぼ中学生ですよね？」

「ああ、『中学に入ったら、自分一人で風呂に入れるようになれ』って説得してなんとかな。あいつ、今でも一緒に入りたいーとか言ってくるんだぞ？　狭せまい風呂に入っても気持ち良くねえだろーってなー」

　はっはっはっは。俺はちゃんちゃらおかしいガキの話を笑い飛ばしながら言う。

「……マナトさんは卑ひ怯きようですっ！」

　だんっ！　とマルクくんは強く机を叩いて、怒ど髪はつが天を衝ついちゃうかってぐらいの形相を見せた。

「何がっ！」

「すでにアレですやんっ！　たっぷたぷですやん！　それはもうアレですやん！　ぽよんぽよんですやんっ！」

「ま、マルクくん？　何がっ！」

　普段見せない口調に、俺は狼ろう狽ばいした。

「で、どういった乳首なんでしょうかっ！」

　顔が近い。なんで俺はこれほど詰つめ寄られているんだろうか。

「んー、そんなにじっと見た覚えもないしなー。これと言って特とく徴ちようもなかったような」

「つまり、乳輪がデカかったり、真っ黒だったり、インディカ米のようだったり、陥かん没ぼつではないと言う事ですね！」

「今日のマルクくん、なんか怖こわい」

「はっ」マルクくんが、急に何かを閃ひらめいたかのような声を出す。

「どうかした？」

「………………確かく認にん、してもいいですか？」

　彼は、こう言っているのだ。

『覗きを、行おう』と。

　脳内に、フィルスの女性らしい肉体が『魔法マジツク騎士ナイトレイアースのオープニング』ばりに思い浮かぶ。

　そして、フィルスのドスケベボディが『四月は君の噓うそのオープニング』ばりに通り過ぎて、気付く。

　俺も、フィルスの乳首を知らない。

　ごくりと喉が鳴った。

　先ほどマルクくんは、脳内で補完出来ると言っていたが──補完することが出来ない事態に、我が慢まん出来なくなったのだろう。

　俺は、唯ゆい一いつの特徴である三白眼をギロリとマルクくんに向けた。

「マルクくん。『覗き』という行こう為いは、とても卑ひ劣れつで、絶対にやってはいけないこと。許されない行為なんだ」

「……そう、ですね。マナトさんの言うとおりです。ボク、なんてことを……」

　マルクくんは少しがっかりしたような表情を見せた。

「……今、物音が聞こえなかったか？」

「え？」

「覗きという行為は、許されざる悪行。今──もしかしたら、誰だれかがシャワールームへ覗きに行こうとしたのではなかろうか？」

「……この村にはボクたちしか……はっ！　ま、マナトさんっ！」

「誰かが侵しん入にゆうした可能性は否定出来ない。そして、その目的が覗きだとすれば──我われ々われが捕つかまえなければならないとは思わないかね！」

「覗きだけならまだしも、もしかしたら襲おそわれる可能性もありますもんね！　あの、推理漫まん画がに出てくる黒い人みたいなのにっ！」

「確認だっ！　可愛かわいい妹たちの安否を確認するんだっ！」

「はいっ！」

　マルクくんはノーパソを操作して、カメラを作動させる。

　マルクくんはこの村の全すべてをコンピューター管理する技術を持っている。

　シャワールームにカメラを出現させることなど、造作もなかった。

　俺はすかさず、キャスター付きの椅い子すに座ったまま、虫のような足運びでマルクくんの隣となりへと移動した。

　サアアアアア……

　シャワーの音が、まず耳に入ってきた。その音だけで、なんだかむずむずしてくる。

　シャワールームは電話ボックスほどの大きさで、四方が磨すりガラスによって仕切られている。

　その磨りガラスの向こうに、肌はだ色いろが見える。

　髪かみの色と長さで、どれが誰なのかは、一いつ瞬しゆんで把は握あく出来た。

　俺とマルクくんは、画面に釘くぎ付づけになりながらも、固く握あく手しゆを交かわす。

「順番に見ていこうか」

「いえ、ここはもうカメラ三台付けて全員同時に撮とりましょう」

「さすがだな」

　こういうときのマルクくんは、ホント頼たよりになる。

　一人目は、薄うす紅べに色いろの髪をした、幼児体型。

　シャワーに向かっていて後ろ姿しか見えないが、一向に構わない。

　小ぶりなお尻しりの谷間に、泡あわ立だった白い液体が流れ落ちていく。

「…………ルピアって、ケツは結構綺き麗れいだな」

「マナトさんって、お尻好きですよね」

「え！　そう？」

「女性の後ろ姿見るとき、いっつも目線が下がってますよ？」

「……次から気を付けるわ。まあでも……こうして見ると……ルピアも結構いいよな」

「確かに。意外な発見でしたね」

　俺とマルクくんは、シャワーを浴びるルピアの姿に、しばし見とれてしまっていた。

「はっ！　こんなモノよりも！」

　俺は本ほん懐かいを思い出した。

　俺が見たかったのは、ルピアの小さなお尻じゃない。

　フィルスの素敵な素敵な──おっぱいなんだっ！

　ルピアの隣には、黒髪の女性。

　シャワーに向かっていて後ろ姿しか見えない。さらに、長い黒髪が腰こしまで伸のびているから、全然肌が分からない。が、その肢し体たいの素す晴ばらしさは十分伝わってくる。

　足の長さが、ルピアとは雲うん泥でいの差だ。

（来いっ！　来いっ！　……来いっっっ！）

　念を送ると──フィルスがボディーソープを手に取ろうと、しゃがみ込む。

「来た──────っ！」

　俺は大興奮していた。俺の両の拳こぶしは、この瞬間にガッツポーズを取る為ために生まれてきたのだとすら思った。

　それは、ほんのちらっとだけだった。

　ほんのちらっとだけだったが、絶対に見えていたはずだ。

　この映像は、家に持って帰って精査しよう。じっくりとコマ送りにして、解像度を上げれば必ず全ぜん貌ぼうは明らかになる。

　一方──マルクくんは──

「……ボクは今日……命を落としても悔くいはありません」

　泣いていた。

　まどかはルピアやフィルスとは違ちがい、椅子に座って後ろからシャワーを浴びるタイプだったため、ド正面から上半身が丸見えだったのだ。
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　足の角度で、一番大事なところは見えなかったが、マルクくんは静かに涙なみだを流していた。『ショーシャンクの空に』を一本見終わったかのような、静かな感動。

　声も出ず、ただ一筋の涙が零こぼれる。

　そんな、淡あわく深い感動に、マルクくんは包まれていた。

　分かるよ。その気持ち。

　俺とマルクくんは、握手を交わす。

　先ほどとは違い、そっと手を添そえる程度の、握手。

　これは、二人だけの秘密。

　誰にも語ることが出来ない、誰にも知られる訳にもいかない、男の絆きずな。

　撮さつ影えいに成功すると、マルクくんはカメラを撤てつ収しゆうさせた。

　ずっと見ていたかったが、それはリスクが高すぎる。

　引き際ぎわが肝かん心じんだ。

「素晴らしき、新世界だったな」

「ええ、このことは、心と目に銘めいじます」

　俺は澄すんだ目で頷うなずくと、業務に戻もどった。

　俺とマルクくんは、いつもの三倍の速度で仕事を捌さばいていた。早く家に帰って、動画を精査したいからだ。

　我々は、彼女たちの乳ち首くびを見た。

　確かに見たが、それは遠く、泡や水すい滴てきや湯気に邪じや魔まされていた。

　解像度を上げる作業は、帰宅してからやるべきだ。

　きっと、時間を忘れて没ぼつ頭とうしてしまうだろう。

　いつ妹たちが戻ってくるかは分からない。

　編集中を見られれば、即そくアウト。

　今は、堪たえ忍しのぶときなのだ。

　二〇分ほど経たった頃ころ──

「マーナト。子作り、しよ？」

　と、フィルスが後ろから抱だきついてきて、俺はリンゴぐらい顔を赤く染め、どきっと心臓が跳はねた。

「なっ！　バカっ！　ビビったわ」

「あっはははは……ごめんごめん」

　笑え顔がおを見せて、フィルスは俺と対面するように、机を挟はさんだ先の椅子に座る。そして、俺たちと同じようにノートパソコンを開いた。

「がるるるるる……」

　俺の隣の席に、まどかが座った。が、何故なぜか唸うなっている。

「妹ちゃん？　どうしたの？」

　まどかの急な威い嚇かく行こう為いに、フィルスは困った様子を見せた。

「私、狂きよう犬けん病になりやすいんです」

　ぷいっとそっぽ向いて、まどかが言う。

「狂犬病……」

　マルクくんが、その恐おそろしい病名を復唱した。

「狂暴な犬のようになるんですっ！　がるるるる……」

　まどかはクマのように両手を上げて、また唸った。

「じゃあもう、なってんじゃねえかっ！」

「か、可愛いっ！」

　マルクくん。さすがに今のまどかは可愛くないぞ。マッドドッグなのだぞ。

「って！　狂犬病ってそういう病気じゃねえよっ！」

　マッドドッグという言葉にしてから気がついた。

「そうなの？」

　きょとんとした表情で俺を見るまどか。やっぱりこいつ、分かってなかったな？

「でもまあ確かに、お前はよく霊れい的てきなモノに取り憑つかれる節があるな」

「霊にも愛されるキャラなんですねぇ。素敵ですねぇ」

　マルクくん、何がどう素敵なのか、俺に懇こん々こんと教えて頂きたい。

「前に、お母さんの霊が取り憑いたこともあったよね」

　と、まどかがクスクス笑いながら言う。

「……え……そうなんですか……まあ、うんまだ素敵ですね」

　あ、ちょっと引いた。寂さびしそうな表情で、続く言葉が出ない様子だ。

「いや、親は両方とも生きてるよ。そんな悲しい顔しないで大だい丈じよう夫ぶ」

「お母さん、仕事行く前に洗せん濯たく物ものを干すの忘れてたみたいで、幽ゆう体たい離り脱だつして私に乗り移ったんだよー」

「……それは……少し素敵ですね。はい」

　素敵かっ！　それは素敵なのかおい！

「その時のまどかは、鬼おにの形相でテキパキと家事をしていたな。結局家の掃そう除じから何から全部やっちまった」

「懐なつかしいねー」

「まあ、お前がまだ五歳の頃だしな。きええええーっ！　って奇き声せい発して何事かと思ったさ」

「それは……ギリ素敵ですね」

　くっ、マルクくんの素敵ゾーンは結構広いんだな。今のでアウトだと思ったのに。

「どんだけ器用な家族なのよ」

　呆あきれたような声が聞こえてきて、目を向けると、そこにはルピアの姿があった。

「おう、遅おそかったな。遅ち刻こくだ遅刻」

　と冷やかしの言葉を掛かけると──

「あはは、遅刻遅刻ー」

　フィルスが楽しそうに追従した。

「トイレタイム分ぐらい遅刻させなさいよ。鬼かあんたら」

　ごもっともな意見に、俺とフィルスは大きく笑う。

　席に着いたルピアは、いつものようにオレンジジュースを錬れん成せいしてちゅーっと一口飲んだあと──

「で、男共。覗のぞいたりしてないでしょーね？」

　俺の顔から、笑みが消えた。

「………………」言葉が、出なかった。

　胸がばくばくと激しく動く。

　動脈と静脈を、ものすごい速度で血液が循じゆん環かんしているように思える。

　だが、頭は回らない。

　やましいことがあり、それを指し摘てきされ、バレないだろうと思いつつも、何か言えばバレそうな気がしてならない。

「……お前、いつもそれ聞くよな」

　と溜ため息いき交じりに言う。

　その溜息は、止まってしまった呼吸を吐はき出したモノだったが、ちゃんと『呆れた演技』は出来ていただろうか？

「……あたしさ」

「ん？」

　ルピアがじとっとした目で俺を見ていたので、ドキドキは最高潮だった。

　バレる訳がない。バレるはずがない。

「確かに、同じ質問をしてきたわ。シャワーに行く度たびに『覗いたりしてないよね』って」

「ああ、もう何度も聞いた。一〇回以上な」

「その度に、あんたはこう答えた。『ば、バカか！　しゅるわけねえでろっ！』って」

　アゴをしゃくれさせて、肩かたをきゅっと竦すくめながら、ぷるぷると小刻みに震ふるえるルピア。

「モノマネに悪意がある」

　一つとして特とく徴ちようを捉とらえられていないモノマネに怒いかりを覚えるより、俺は恐きよう怖ふを覚えていた。

　いつもと違ちがう言葉と態度に、引っかかるんじゃねえよ。疑わないでくれ。

「ルピアさん。つまりこういうこと？　お兄ちゃんが否定しなかったから、覗きをしたんじゃないかって。それはないと思うな」

　いいぞ妹！　もっと言ってやれ！

「どうして？　こんなにゲスな顔をしてるのに」

「お兄ちゃんは、ずっと勘かん違ちがいされて色んな仕事を辞やめさせられてきた。でも、自分から悪いことをしたことなんて、一度だってないもの」

　………………耳が痛い。

　そうだ。俺は、セクハラをし、そのせいで村を追い出されてきたが、自分から進んで、欲に負けてセクハラをしたことは、一度もない。

　その一度目を……つい先ほどやってしまったんだ。

「そうだねぇ。ルピア、さすがに考えすぎじゃないかな？」

　フィルスも優やさしく諭さとす。

「まあいいわ。動画で確かく認にんすればいいし」

　………………動画？　………………動画っ！

　背筋を、ぞわっと冷たい何かが撫なでる。

　俺の後方に、カメラがある。

　今振ふり向く訳にはいかないが、確かに、この会議室にはカメラが設置されているのだ。

　だが、マルクくんはまだ凜りんとした表情で、真っ直すぐルピアを見つめていた。

　大丈夫なのか？

　そんな視線を感じ取ったのか、マルクくんはこちらをちらりと見て、小さくほくそ笑んだ。

「あー、ここの会議室のカメラ見れば、それで分かるってことね」

　と、フィルスが言う。

　俺はハラハラドキドキが止まらず、鼻息も荒あらくなっていた。

「あー、それは無理ね」

　さらっとルピアがフィルスの言葉を流し、俺は面めん食くらった。

　動画で確認すればいいと言い出したのはルピアなのに、無理とはどういう了りよう見けんだ？

「でも、さっき動画で確認って、言ってませんでした？」

　ごく普ふ通つうの質問をまどかがする。

「あたし、以前にカメラで確認してみたのよ。でも、あのカメラからじゃパソコンとかの画面まではよく見えないし、音声も拾えないのよね。──犯罪を立証する決定打には、なり得ない」

　なるほど、だからマルクくんは毅き然ぜんとしていたのか。さすがＩＴ坊ぼうやだぜ。

　と、マルクくんの方を見てみると──

　あれれぇ？　おかしぃぞぉ？

　マルクくんは、ガタガタと震えていた。

　まるで、極ごつ寒かんの地にタンクトップ一枚で放ほうり出されたように、全身くまなく震えていた。

　さっきまで大丈夫な顔をしていたのに、何故だ？

「だからね。あたし──自分でカメラを付けたのよ」

　その言葉に、俺も体が震えた。

　この会議室のカメラのことを言っていない。という時点で、マルクくんは予想していたのだ。

　もし、別のカメラが存在していたとしたら。

　そりゃあ震える。

「え！　どこに？」

　フィルスがキョロキョロと辺りを見回す。

「これ」ルピアが手にしたのは、誰だれもが持っているケータイ。

「椅い子すの上に置いておいたから、映像は椅子しか映ってないだろうけど、音声とかは録とれてると思うわ」

　ケータイ……動画……足りない音声……新たなカメラ……証しよう拠こ……決定打……

　俺の頭の中で、パズルのピースが一つ一つ順番にハマっていく。

「ルピア、その……」

　俺は、何も言葉が出なかった。

　ちょっと待ってくれとも、すまなかったとも、勘かん弁べんしてくれとも言えなかった。

　ぴっ──ルピアが、再生ボタンを押す。

「…………っ…………っ……」

「よく聞こえないね」

　フィルスがケータイに耳を当てる。

　何かを言っているが、言葉として認識出来ないようだ。

　そのまま、疑ぎ惑わくは疑惑のままで終わってくれないだろうかとハラハラしながら、みんなで寄り添そって、ケータイに耳を傾かたむける。

　聞き取れない。もぞもぞと何かを言っているが、聞き取れない。

　良い傾けい向こうだ。

　そのまま──

『で、どういった乳ち首くびなんでしょうかっ！』

　きゃー。俺の心が悲鳴を上げた。

　はっきりと、一番聞いてはいけない言葉が聞こえてしまった。

　あのとき、マルクくん妙みようにテンション高かったからな。

「お兄ちゃん、何の話してたの？」

　妹の三白眼が、ギロリと睨にらむように俺を見る。

　言える訳がない。お前の乳首の話だよとは──

『………………確認、してもいいですか？』

『マルクくん。『覗き』という行こう為いは、とても卑ひ劣れつで、絶対にやってはいけないこと。許されない行為なんだ』

「あら、覗きを否定した証拠出てきたわね」

　フィルスが嬉うれしそうに言う。

　このまま、あとは全部上手うまく録れていなければいいのだが──

『……今、物音が聞こえなかったか？　覗きという行為は、許されざる悪行。今──もしかしたら、誰かがシャワールームへ覗きに行こうとしたのではなかろうか？』

『……この村にはボクたちしか……はっ！　ま、マナトさんっ！』

『誰かが侵しん入にゆうした可能性は否定出来ない。そして、その目的が覗きだとすれば──我われ々われが捕つかまえなければならないとは思わないかね！』

『覗きだけならまだしも、もしかしたら襲おそわれる可能性もありますもんね！　あの、推理漫まん画がに出てくる黒い人みたいなのにっ！』

『確認だっ！　可愛かわいい妹たちの安否を確認するんだっ！』

『はいっ！』

　……あいたたたたたぁ。

　俺とマルクくんはぺしっとおでこを叩たたいた。

　いっちゃん大事なところは、完かん璧ぺきに録れていた。

　テンション上がっちゃってたからなー。

「……ほーう」

　ルピアの顔が、満面の笑えみを浮うかべる。

　こいつは、人を殺したいと思ったとき、笑顔になるんだよな。

「こ、これはお兄ちゃんたちが不ふ審しん者しやを捜そう索さくしていただけで！」

　まどかが尚なおも必死の擁よう護ごをしようとした瞬しゆん間かん──

『…………ルピアって、ケツは結構綺き麗れいだな』

「完全に、やってるね」

　あちゃー。とフィルスが哀あわれみの目で俺を見た。

「覗いてんじゃないの……ゴミ共が……」

　ルピアがぽきぽきと指の関節を鳴らし始めた。

『まあでも……こうして見ると……ルピアも結構いいよな』

『確かに。意外な発見でしたね』

　ぴっ──そこでルピアは再生を止める。

　もう、有罪が確定しているからだ。

「で、でも！　これは不審者を捜さがす途と中ちゆうなだけで！」

　それでもまどかは庇かばってくれようとしている。
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「……すみませんでした」

　俺は、その場に膝ひざを突つき、額を床ゆかに叩きつけた。

「す、すみませんでした」

　続けて、マルクくんも土下座をする。

「お兄ちゃん……本当に、セクハラをしたの？　あんなに、いつもヒドい目に遭あってきたのにっ！」

　まどかの悲痛な叫さけびが、心を締しめ付ける。

「……ああ、俺は、俺たちは──やりましたっ！」

「そんな……」

　顔を上げると、まどかは絶望に染まった目で俺を見下ろしていた。

「あんたら最低だわ」

　ルピアは勝ち誇ほこったようにふんぞり返っていた。

「あははは。──へえ、マナトってほんとエッチだよねぇ。マルク、お父さんに言うからね」

　フィルスは軽快に笑い飛ばした。俺は苦笑いですむような言葉を投げかけられたが、マルクくんは死し刑けい宣告を受けたかのように顔面蒼そう白はくだった。

　フィルスは、マルクくんの姉だからな。

「本当に、申し訳ないっ」

　再度、頭を下げる。

「何度謝っても、無む駄だ無駄。さーて、どういう罰ばつにしてやろうかしらねぇ」

　ルピアは楽しそうに舌なめずりをする。

　俺は目を丸くして、顔を上げた。

「……罰？」

　追放……じゃ、ないのか？

　俺は、何度も何度もセクハラが原因で解かい雇こされてきた。

　だが、どうやら罰を受けるだけで済ましてくれるようだ。

　どこかで、追放だけはしないだろうと信しん頼らいしていたから、俺はこんなことをしてしまったのだろう。

　俺は、まだまだここで仕事をしたい。

　それ以外なら、どんな罰でも甘んじて受け入れる覚かく悟ごがある！

　助かった……罰で済むなら──

「体中のほくろを顔面に全部集合させてやろうかしらね」

「えげつない罰っ！」

　ルピアの言葉に、マルクくんが怯おびえに怯え、俺と手を取って寄り添うように震ふるえた。

「それだけはっ！　それだけはご勘弁をっ！」

　どんな罰でも受け入れる覚悟は、俺にはなかったようだ。

「じゃあ目薬の刑ね」

「目薬の刑……」

　目に何かをされるというのはとんでもない恐きよう怖ふだ。

「目んたまかっぽじって、目薬をぶっ差す」

「怖こわいっ！　使い方は正しいのになんだか怖いっ！」

「それか、体中のほくろとニキビを顔面に集合」

　増えたっ！　ほくろ以外にも増えた！

「目薬の刑でお願いします」

「ボクも、それを甘んじて受けます」

　俺とマルクくんは、再三にわたり土下座した。

　ここで決定しなければ、オプションが増えていくだけ。

　今後に支障を来きたす『ほくろ全員集合』より『恐怖の目薬』の方が、幾いく分ぶんかマシに思えた。

「んじゃ、この一いつ滴てきでフリスク六〇〇粒つぶ分の爽そう快かい感かんを持つ目薬を──」

　俺は嫌いやな予感がした。

　一滴で──なんて言い方から始まったら、確実に一滴では済まない。

　一リットルとか言い出すんじゃないかとドキドキしていたら──

　ずずずずず……ルピアが錬れん成せいして、目薬の容器が現れる。

「テンガロンいっとこっか」

　ルピアはそう言って、にっこりと笑った。

　俺は顔が引きつるのを止められなかった。

　テンガロン──錬成された容器は、どう見ても一リットルでは済まない量だった。

　二リットルのペットボトルが──何個分だろう。二〇個分ぐらいはあるんじゃないだろうかってぐらいの量が入った透とう明めいの容器──が、二つ。

　あの容器がテンガロンとして、俺とマルクくん、テンガロンずつ罰を受けろ、と。

　受けたくない。受けたくない。受けたくない。

　だが、ほくろとニキビを全すべて顔に集められるのは、もっとイヤだ。

　そもそも、これは俺自身が招いたモノ。

　ここで、ここで根こん性じようを見せなくてどうするっ！

　男だろっ！　俺に出来ることはなんだ！　根性を取ったら何が残るっ！

　やるんだっ！　やるしかない！

　今、俺は先日死にかけた『負けイベント』のときと同じぐらいの気持ちで臨のぞんでいた。

「んじゃ、いっくよー」

　とても楽しそうに、掃そう除じ機きのホースみたいなのを俺の目に当てる。

　あまりの恐怖に、ぎゅっと目を閉じると──

「目、閉じてんじゃないわよ」

　セロハンテープで瞼まぶたを固定し、怒ど濤とうの勢いで目薬が投入される。

　どどどどどどど……

「あっはははははは！　なーっはっはっはっは！」

　氾はん濫らんした川の如ごとき音と、天下を取った武将が如き高笑い。

「くうううううううううううっ！」

　清せい涼りよう感かん！　極ごつ寒かんの如き清涼感っ！

　隣となりでは、同じくマルクくんが両目をやられていた。

「お兄ちゃん……」

　まどかは呆ぼう然ぜんと罰を受ける俺を見つめながら、まだ信じられないという顔で、動画の続きを再生する。

　きっとどこか、無実の証しよう拠ことまでは言わないが、減げん刑けいに当たる何かを探そうとしてくれているのだろう。

　だが、な。

『来た──────っ！』

『……ボクは今日……命を落としても悔くいはありません』

『素す晴ばらしき、新世界だったな』

『ええ、このことは、心と目に銘めいじます』

　………………うん、正に、だね。

　あのときの感動と、現在の苦痛が──がっちりとリンクした。







　ルピアの罰も終わり、二度とこのような事がないよう固くお約束した上で、床に正座した状態での会議参加を許された。

「さて、みんな。昨日仕事の依い頼らいがあったんだけど……どうする？」

　元村長であるフィルスが話を切り出した。

　床に座っていると、女子三人の足しか見えない。

　…………素敵じゃあ、ないか。

「どうするって、今はちょうど仕事終わって次空いてるだろ？」

　と言ったのは俺だ。

「普ふ段だん、そんな相談もせず受けるじゃない」

　ルピアがオレンジジュースを飲みながら首を傾かしげた。

　うちは仕事を選べるほど沢たく山さんの仕事が来る村じゃない。

　来た仕事は、来た順に受けるのがうちのスタイルだ。

　どうするもクソもない。

「それが、ジャンルが『ロボットモノ』なんです」

　俺の隣で猫ねこ背ぜになりながら床に置いたノーパソを弄いじっているマルクくんが、困った表情で言った。

「「ああー」」

　俺とルピアの声が重なった。

「お兄ちゃん、どういうことなの？」

　新人中の新人である我が妹に、俺は眉み間けんをぽりぽりと搔かきながら言う。

「ロボットモノってのは……あー、簡単に言うとだ。『時間とお金と命が掛かかる仕事』なんだ」

「そのくせ、エキストラ程度しか給料貰もらえないのよね」

　ルピアもうんうんと頷うなずいていた。

「やっぱりやめとく？」

　こうなるだろうと分かっていたフィルスが苦笑いを浮うかべる。

「でも、ロボットに乗る男の人って、格好良く見えるよね。お兄ちゃん」

　とまどかが笑え顔がおを見せたときだった。

　マルクくんがきりっとした表情で立ち上がり、机をばんと叩たたく。

「受けましょうっ！　どんな仕事でも受ける姿勢が、次の仕事を生むのです！」

「何？　こんなにやる気満々なマルク……初めて見たんだけど……引くわー」

　ルピアがえげつないモノを見るような目で言う。

「うちでロボットモノやるとなると──マルクの仕事配分がかなり多いけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　フィルスが心配そうに言う。

「それに、ロボットモノの撮さつ影えいは危険だ。緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ出来るとは言え、事故で命を落とすことも少なくはない」

　ロボットゲームの収録は、当然ロボットに乗って戦うことになる。

　そして、その際には、実じつ弾だんでガンガン撃うち合うことになるんだ。

　シューティングゲームのときみたいに、実弾を使わなければいいんじゃないか？　という議論は、数十年前からずっと続けられているが、ロボット自体すぐ作り直せるし、リアリティは少しでも上げるべきだという声の方が強い。

　まあ、実弾をゴム弾にしたところで、レーザーとかビームとか、剣けんとかパンチとか、色々な武装を楽しんで頂くのがロボットゲームの良さだから、命の危険が無くなるわけじゃないってのもあるな。

「やりましょうっ！　頑がん張ばりますから！　ボクが全てを取り仕切りますっ！」

　やる気が溢あふれんばかりのマルクくん。

「んー」あまり乗り気ではない俺。

「あたしはどっちでもいいわー」

　面めん倒どう臭くさそうに言うルピア。

　そんな中──

「妹ちゃんが決めなよ」

　とフィルスが言った。

「乗ってみたい……かな？」

　我が妹は、好こう奇き心しんが旺おう盛せいだな。

「はい決定ですっ！　次の仕事はロボットアクションゲームですっ！」

　ぱちぱちと一人スタンディングオベーションをするマルクくん。

　こうして、次の仕事は『ロボットモノ』に決まった。

「今日のマルク……どうしたの？」

　ルピアはただ啞あ然ぜんとマルクくんを見上げていた。

　俺も、ルピアに同感だった。

　どうも、今日のマルクくんは変なキノコでも食べたのかってぐらい情じよう緒ちよ不安定だ。

　ロボットに乗って戦うのは、危険が伴ともなう。

　村長として、兄として、ハイリスクな仕事を選ぶのは気が引ける。

　会議も終わり、解散の運びとなった頃ころ、マルクくんに聞いてみた。

「どうして、そんなにロボットモノに食いついたんだ？」

「まどかさんに『なんだこいつは！　なんて強さなのだっ！』って言わせたいんです」

　と、マルクくんは照れ臭そうに言った。

　俺はぽかーんと口を開けてから、ふむふむと頷いた。

　つまりはこういうことだ。

　まどかに、カッコイイところを見せたい。

　俺は、キラキラと輝かがやく夢を内包した瞳ひとみを、メガネの向こうに見ていた。

　胸の中に、忘れていた『何か』が、今の言葉で、蘇よみがえる。

　ずっと視線を逸そらしていた、『何か』。

　ぎゅっと胸に手をやり、握にぎり締しめる。

　そして、マルクくんの瞳を見つめて──思い出す。

　男の夢。女の子にモテたくて、強い男に憧あこがれて、必死に追いかける夢。

　少年のような心。

「まどかはそんな口調じゃないし、絶対言わないと思うけど、わかるよそれ」

「名付けて、『こいつ、何者っ？　大作戦』ですっ！」

「よし、やろう」

　俺はマルクくんと固く握あく手しゆを交かわす。

　覗のぞきを決意したときと同じく、熱く滾たぎった手で。

　俺の瞳の中にも、少年の心は宿っていたかな？
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　そうして、一週間ほど過ぎた金曜日。

　専属召しよう喚かん獣じゆうの皆みなさんにも手伝って貰い、マルクくん主導で、ロボット製作に勤いそしんだ。

　ＲＰＧの仕事は今ないので、村の外にあるフィールドに巨きよ大だいな格納庫を作り、そこでちまちまと資材から作っていた。

　ロボットの製作は、フィールドの山や建物を作るより、圧あつ倒とう的てきに難しい。

　俺が三級すら取れなかった『人型兵器活用能力検定』の一級を持っているマルクくんが主導になるのは、当然と言えよう。

　戦せん闘とう力りよくでは他の追つい随ずいを許さないフィルスも、メカ関係にはてんで弱いらしい。

　そう言えば、シューティングゲームのときも、真っ直すぐ進むことぐらいしか出来なかった。

　俺に出来ることは、専属召喚獣の皆さんを喚よび出し、パーツや素材を錬れん成せいして、マルクくんに渡わたしたり、専属召喚獣の皆さんと一いつ緒しよに、一いつ生しよう懸けん命めいパーツを繫つなぎ合わせたりすること。

　骨組みという名の骨格を基準に、ＡＩという名の脳を搭とう載さい。導線という名の神経を足元まで巡めぐらせて、動力部という名の心臓を搭載。配線という名の血管で繫ぎ合わせ、マニピュレーターという名の筋肉を付けて、それらを装そう甲こうという名の皮ひ膚ふで覆おおう。

　人一人を作る──ほどではないが、それに近い作業。

　人間の血管──ほどではないが、頭から足元まで絡からまないよう配線を繫ぐ作業は相当ストレスが溜たまる。

　神様は人間を作るのにどれだけ大変だったのかと尊敬の念を抱いだくね。

　その中でも、『脳』を作る作業は一番大変だ。

　マルクくんは一人で黙もく々もくとキーボードを叩き、プログラムを打ち込んでいる。

　指の一本一本がジョージ・コリアスのブラストビートのようなリズムで、休むことなく動いている。

　カタカタとキーボードを叩く音を聞きながら、ふうと溜ため息いきを一つ。

　頑張れマルクくん。君がナンバーワンだ。

　邪じや魔まをしないよう、俺は声を掛けずにぐっとガッツポーズを向けた。

　脳作りは、ウチだとマルクくんにしか出来ないからな。

「これで、終わりですね」

　と笑顔を見せたのは、ウンディーネ。名前で呼んだら怒おこられるので、種族名で呼んでいる。

　専属召喚獣の一人で、いつもは浴衣ゆかたのようなコスチュームだが、今はツナギだ。

　薄うす汚よごれたツナギが、苦労をよく表している。

　長い青色の髪かみは、ポニーテールに結ゆっていた。可愛かわいい。

「ん？　まだ装甲貼はり付けてないぞ」

　まだまだ完成にはほど遠い。ウンディーネの言葉がよく分からず、聞き返した。

『ひとまず』と付けずに、『終わり』と言ったからだ。

　今は、人間で言うと、皮膚がない状態。全すべて剝むき出しの状態だ。

　今動かそうもんなら、配線がどっかに引っかかったり絡まったりして絶対誤作動を起こすはず。

「あれ？　作業工程に書いてませんでした？」

　きょとんと丸い目を向けてくるので、俺はバインダーを取り出し、資料を確かく認にんする。

　……えーっと。

　何をどう書いてあるのか見つけられずにいると──

「連れてきた」

　そこへ、包帯女のマミさんがやってきた。

　全身包帯でぐるぐる巻きにした、グラマラスな女性型モンスター。

　衣服が包帯のみなので、体のラインがとても──エロい。

　連れてきた──というのは、ルピアのことだった。

「そろそろ出来そうって聞いたけど、どう？」

　スナック菓が子しの袋ふくろを持って、手が汚れるのを嫌きらってか、箸はしでポテチを摘つまんで食べながらやってきた。

「何やってたんだよ。お前は」

　こいつ、専属召喚獣の皆さんに任せっきりで、ほとんど仕事していなかったからな。

　フィルスは非番で、まどかは夜からやってくる。

　にも拘かかわらず、ルピアは全くと言っていいほど、手伝おうとはしなかった。

「何って、待ってたんだけど？」

「いやいや、手伝えよ。ほとんど何にもしてないだろお前」

「資材出してんじゃん」

「錬成は俺もやってるし、ウンディーネもマミさんもやってるだろ」

「はあ？」

　ルピアは何言ってんだこいつとばかりに口角を上げた。

「収録はもう来週なんだぞ？　少なくとも一体は作らないとならんってのに」

　ロボットモノの収録には、ロボットが必要だ。

　今の調子では、一体仕上げるので精せい一いつ杯ぱい。

　本当は人数分欲しいところだが、うちはマンパワーが足りないからな。

「あの、そんちょーさん」

　恐おそる恐る、申し訳なさそうにウンディーネが手を挙げる。

「ん？」

「マスターの出番は、今からで間ま違ちがいないんですよねぇ」

　申し訳なさそうに、ウンディーネが言う。

「……どういうこと？」

「あんたみたいなバカに説明するのは面めん倒どうだから別にいいってあたしが言ったんだし、気にしてないわよ。──ウン子こ」

　ルピアは持っていたスナック菓子の袋をマミさんに渡し、ウン子──こほん。ウンディーネに手を差し出した。

「名前で呼ばないでっ！　はい、これ設計図です」

　ウンディーネはバインダーをルピアに手渡す。

「この通りにちゃんと作れた？」

　パラパラと設計図を確認しながら、先ほどまで俺たちが組み立てていたロボットを見上げるルピア。

「問題ないと思います」

「おっけー」

　俺は二人が何を言っているのか、さっぱり分からなかった。

「ちょっと端はじっこ行ってなさいよね。クソのように邪魔だから」

　殴なぐりたい衝しよう動どうを抑おさえながら、俺はウンディーネと共に組み上げ途と中ちゆうのロボットから離はなれた。

　その大きさは、全長八メートルを超こえる。

　コンテナのように大きな腕うでを見つめながら、俺はウンディーネに聞いてみた。

「つまり、どういうことなのか説明してくれないか？」

「見た方が早いっていう、マスターの意見に私も賛成なので、とりあえず見ていて下さい」

「もう少し、下がった方がいい」

　マミさんに肩かたを押され、格納庫の端の端まで追いやられる。

　何を見ろって言うんだろう。

　そう思ったのも束つかの間──俺は驚きよう愕がくに口をあんぐりと開ける。

　ルピアは、錬成を始めていた。

　設計図と組み上がったロボットを交こう互ごに見ながら、手を翳かざす。

　徐じよ々じよに、じわじわと。

　ダイアルアップ接続の頃ころに、ウェブページの画像を表示させるような速度で、頭の先からロボットが現れる。

　そう、ルピアは、組み上げられたロボットを見ながら、全く同じモノを作ろうとしているのだ。

　俺たちはパーツを作り、それを一週間ほど時間を掛かけて一生懸命組み上げていった。

　ルピアは、そのパーツ生成と組み上げ作業を、同時に行っているのだ。

　コピー機かこいつ。３Ｄプリンターかこいつ！

　装甲で覆ってしまえば、中が見えなくなる。

　だから、今の丸見えな状態でコピーしなければならないということなのだろう。

「無む茶ちや苦く茶ちやだ。こんな──こんなことを出来る奴やつがいるのか……」

　戦せん慄りつを覚えていた。

　俺たちの一週間の苦労が、たった一人の、たった一〇分足らずで──

　同じ規模のモノを、組み上げてしまった。

「ねえマルクー。何体作ればいいのー？」

「四体ですね」

　マルクくんはカタカタとキーボードを打ちながら、目も向けずに機械的に答えた。

「りょーかい。じゃああと二つ作るねー」

　俺は頭痛に苛さいなまれていた。

　ウサギとカメの話を引用しても納なつ得とく出来ない。

　アリとキリギリスの話を引用しても、納得出来ない。

　これが、凡ぼん人じんと天才の差。

　ルピアは、一週間、ほぼ何もしなかった。

　だが、今、誰だれよりも成果を挙げている。

　召喚獣の皆さんと、一生懸命汗あせ水みず垂らして働き、一体のロボットを組み上げた俺。

　たった一人で、あっさりと汗一つかかずに三体のロボットを作るルピア。

　さて、どっちが偉えらいだろうか？

　ルピアの方が偉い。ああ、ルピアの方が偉いさ。落ち込むほどにな。

「落ち込む必要はない」

　ぼそりと呟つぶやくように、マミさんが言う。

「そうですよ。お手本となる一体をそんちょーさんが組み立てないと、マスターでもイメージだけじゃあちゃんと作れないですもの」

「慰なぐさめてくれるのか。ホント、いいモンスターたちだよ。お前たちは」

「あはは。じゃあそんちょーさんも契けい約やくして下さいよぉ」

「……俺のＭＰではウン子を召しよう喚かんし続けられないさ」

「名前で呼ばないで！　もうっ！」

「すまん……ついうっかり。でも、ウンディーネもマミさんもかなり優ゆう秀しゆうなモンスターなのに、どうしてこんな小さな村の──生意気な少女の専属なんてやってるんだ？　もっとドデカい村の専属にもなれるだろうに」

「マスターのＭＰって、すんごい良質なんですよ。そんちょーさんの一万倍ぐらい」

「……」

「あっ、すいません」

「いや、気にしてない。なるほど、良質なＭＰなんて発想はなかったよ。でもまあ、納得出来るかな。俺だって、安くてマズイ肉より高くて美味うまい肉を食べるために仕事を頑がん張ばってる」

　俺の言葉に、ウンディーネは「あはは」と笑った。

　笑って頂けると、わざわざ喩たとえを考えた甲か斐いがあるってもんだ。

『良い娘むすめたち』それが、この専属召しよう喚かん獣じゆうの印象だった。

「彼女の専属になりたいモンスターは多い」

　ぼそりとマミさんが呟いた。

「むしろ、なんでマスターが私たちを選んでくれたのか、そっちの方が不思議です」

「聞いてみればどうだ？」

「ぜ、ぜぜぜぜ絶対ダメですっ！　怒おこられますって！」

　狼狽うろたえるウンディーネは、可愛かった。

　これからも、ちょくちょく弄いじっていこうと思うぐらいの可愛らしさだ。

　そんな話をしている内に、ルピアは一仕事を終えたようで、四体のロボットを見上げてぼーっとしていた。
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「おいルピア。ちょっとこっち」

　仕事終わりのヒーローにインタビューがてら聞いてみることにした。

「何よ。気安く呼んでんじゃないわよ。恋こい人びとじゃないんだから」

　むっとした表情のルピアがやってくる。

「さっきは悪かった。お前の仕事、理解してなかったんだ」

「な、何よその素す直なおな感じ。気色が悪い。──で、何？」

「なあ、どうして数多あまたの召喚獣から、マミさんやウンディーネを選んだんだ？」

　俺がそう聞くと、ウンディーネに背中を叩たたかれた。

　ちょっと、何聞いてるんですか！　と言いたげな叩き方だ。

「んー」ルピアはこの問いかけに、腕を組んで悩なやんだ。

「いやいや、こうＭＰ消費量に対してもコストパフォーマンスがいいとかだな」

「コスパはそれほど良くはないわねー」

「理由ぐらいあんだろー」

「んー。ある……んだろうけど、なんでだったかな」

「理由もなしで選ぶなよ」

「うっさいわね！　じゃああんたはなんでこの村選んだってのよ！」

「…………御おん社しやの経営理念に深く共感を覚えまして」

「噓うそ吐つけっ！　死ねっ！」

　……なんだろう、上手うまく誤ご魔ま化かされた気分だ。

　きっと、照れ臭くさい理由があるのだろうね。

　それか、本当に理由が思いつかず、ばつが悪くなったのか。

「あとは、装そう甲こうの貼はり付けだな」

「あ、それはもう任せるわ。あたしの仕事は終わり」

　手伝えよ……なんて言えなかった。

　仕事の時間内はずっと何かしらの仕事をしろなんて言えば、一〇分で終わる仕事を時間ギリギリまでだらだら引き延ばすに違ちがいない。

　本来なら、数週間かかる仕事を、一〇分で終わらせたんだ。

　それ以上に、何を望むことがある。

「わかった。あとは、俺と召喚獣の皆みなさんに任せてくれ」

「ん」一文字分だけ返事をして、マミさんからスナック菓が子しを回収したルピアは格納庫から去って行く。

「やっぱり、怒ってましたね」

「そうか？　いつも通りだと思うけど」

「だって、本当はあとの作業、全部マスターがやる予定だったので……」

　困こん惑わくした表情で、ウンディーネがバインダーに挟はさまれた工程表を俺に渡わたす。

「………………え？　あっ」

　ウンディーネはルピアが来る前に言っていた。

『これで、終わりですね』と。

　あれは、俺たちの仕事が終わりであるという意味だった。

　その工程表には、『装甲貼り付け作業』と書いてある上から、でかでかと『あたしがやるっ！』と赤字で書かれていた。

　……俺の持っている工程表には、こんなのなかったぞ。

「つまり、こういうことか。俺たちの作業は、あそこで終わっていた。あいつは一段落しただけで、本当はあの後も作業を続けるはずだった。──が、俺が声を掛けたもんだから、仕事を押し付けて帰った」

　ウンディーネは、一言一言に対して丁てい寧ねいに頷うなずいた。

「すまん。俺のせいで」

「気にしてないです。仕上げましょう」

　ウンディーネは優やさしく微笑ほほえんだ。

「……やろう」

　慰めるように、マミさんがぽんと肩かたを叩く。

「ああ」

　俺は溜ため息いきを吐いて、召喚獣の皆さんと装甲貼り付け作業に──

「あ、マナトさん」

　──入ろうとしたところを、マルクくんが呼び止めた。

「ん？　どうした？」

「この中の一体だけ、ボク一人で組み上げたいんです」

「組み上げって、装甲を貼るんじゃなくて、バラして一から？　間に合うのなら、構わないけど」

「連日徹てつ夜やでやりますから！」

　その言葉に、俺はニカッと笑った。

「よし！　やっちまえ！」

　熱い男の魂たましいってのは、いつ触ふれても気持ちいいモノだ。







　そして収録の前日、俺は完成したロボットを見上げながら、啞あ然ぜんとしていた。

　ロボットモノに出る。

　と言っても、『ボクの考えた最強のロボット』は作ってはいけない。

　俺たちは、ただの雑魚ざこ。

　カッコイイ主人公機も、カッコイイライバル機も、カッコイイボス機も、全すべて主人公役を勝ち取った村が担当する。

　我われ々われ弱小村は、数多く存在するミッションの一つを担当するだけなのだ。

　つまり、用意するべきロボットは、『普ふ通つう』でなければならない。

　俺が召喚獣の皆さんと作り上げたのは三体。

　丸い肩。太い足。単眼カメラ。それは、とても『量産機的』で、ザク──ごほんごほん、言葉を間違えた。『雑魚的』な雰ふん囲い気きに充みち満ちている。

　素晴らしい出来。これなら、先方も文句なしだろう。

　ただ、一体だけ──

　マルクくんが、自分の乗る機体だけは、一人で組み上げたいと熱い思いで仕上げた一体だけは──

「マルクくん。なんでこうしちゃったの？」

　肩はゴツいが、腹部はスマート。まるで、ホワイトグリントのような白くてカッコイイ機体に仕上がっていた。これお前──主人公機でもおかしくねえぞ。

「高機動型で、武装は両手のマシンガンだけ。それが美学ってもんなんですよぉ」

「いや、そうじゃなくて──格好良すぎやしないかね」

「あたしにぴったりの機体よね」

　ルピアは満足そうに言う。

「いえ、これはボクと……まどかさんのです」

　ちらりとまどかを見ながら、マルクくんが呟つぶやく。

「私？」

「はあっ！　なんであたしのじゃないのよっ！」

「まどかさんは初めてだし、ロボットの仕事は危険なので、複座式にしたんです！　まどかさんはボクが守るっ！」

「なるほど、じゃあ仕方ないな」

　そういうことか。

　格好つけたいマルクくんの気持ちを汲くんで、俺は二つ返事で納なつ得とくした。

　何故なぜ作るのが『四体』だったのか。

　何故危険な仕事を受けると言ったのか。

　それは、マルクくんにまどかを守る自信と覚かく悟ごがあったから。

「あっさり風味だね。もっと怒おこるかと思ったわ」

　フィルスが俺をじっと見つめていた。

　ロボットモノは、そのビジュアルがとても大事だ。

　機能性を重視するにしても、機能性を無視するにしても、大事。

　そして、我々が担当する『雑魚』枠わくでは、『あまり派手すぎないこと』が最も大事。

　あくまで、『一番格好良い』のはプレイヤー様が操あやつる機体。あるいは、『ボスキャラ』でなくてはならない。

　まどか一人で乗らせるのは危険だと判断したのか、二人乗りの複座式。

　チャイルドロックまで付いている。

　まあ、何故かチャイルドロックは全機に付いているんだけどな。

「食い下がっても、もう作っちまったんだし──決めるのは、俺じゃない。先方さんに確かく認にん取ってみようか」

「あ、もう聞いておきました。問題ないようです」

「マジでっ！」

「部隊長として、一体毛色の違う機体があってもおかしくはないと」

「……毛色ってレベルじゃないような」

　フィルスが苦笑いを浮うかべる。

「骨格は同じですし、ＡＩも同じですから」

　マルクくんが今回の仕事に懸かける情熱は、相当なモノのようだ。

　とすれば、村長である俺としては、それを尊重してやりたいと思う。

「名前はあるのか？」

「右から順番に、マナト機、ルピア機、フィルス機、まどか機です」

「なんてシンプルな！」

「へえー。自分の名前が付いてると、なんだか嬉うれしいな」

　というまどかの言葉に、マルクくんはぎゅっと胸を押さえた。

「まどかはロボットに乗ったことないっけ」

「うん。楽しみだなぁ」

「では、今ちょっと試乗しませんかっ！」

　マルクくんが、待ってましたと言いたげに声を荒あららげた。

「いいの？」

　とまどかは小首を傾かしげて俺を見る。

　そこは、マルクくんに聞きたまえと、手で視線を誘ゆう導どうする。

「いいも何もっ！」

　マルクくんの瞳ひとみは輝かがやいていた。

　期待に満ちた目だ。

「そうだな。俺もロボットに乗るのは久しぶりだし、ちょっとみんなで試乗してみるか」

「しゃんがないなー。二人乗りなんて邪じや魔まなだけだし、あたしこっちでいいわ」

「しゃんがないってなんだよ」

「しょうがないの最上級」

「聞いたことねえよっ！　聞いたときねえよ！」

「では皆さん。着き替がえて下さい」

「……着替え？　あーパイロットスーツね」

「はい！　これにっ！」

　マルクくんがそう言いながら、アタッシュケースを開ける。

「スーツぐらい、自分で錬れん成せいす……る……け……ど……」

　ルピアの声は、だんだん消えていく線せん香こう花火のようだった。

　マルクくんが取り出した『パイロットスーツ』は、スーツと呼べるモノではなかった。

　くどくどと表現する必要もないだろう。一言で、ここは述べたいと思う。

　それは──マイクロビキニだった。

「あわわわ……」

　まどかは顔を真っ赤に染めて、泡あわを食った。

「これは……さすがにちょっち恥はずかしいかなー。これしかないの？」

　さすがのフィルスも、困惑していた。

「今回は、高機動型の機体を設計しました。その衝しよう撃げきや揺ゆれに耐たえられるよう、コックピットを水で満たすんです。操縦のときも少し負ふ荷かが掛かかってしまうので、極力服は着ない方がいいんですっ！」

「……マルクくん……まさか……」

　俺はその続きを言わなかった。

　水着を着せるのを前提に、ロボットを設計したのではないか？　と。

「あ、ヘルメットはしてくださいね。まあ、万が一ヘルメットが割れて水が入ってきても呼吸が出来る魔法の水をウン子さんに作って貰もらいましたけど」

「呼吸が出来るならヘルメットいらないんじゃないの？」

「水の中では喋しやべれないですし、気持ち悪くなって吐はいたり失禁してしまったとき──その水飲みたいですか？」

「……絶対壊こわれないヘルメット錬成するわ。っていうか絶対そんなの着ないから。自分でスーツも作るわ」

「あ、じゃあ私のもお願い」

「……では、私のもー」

「ええ！　せっかく用意したのにっ！」

　マルクくんの誤算。

　それは、操作がしづらいことより、恥ずかしい水着を着ることの方がイヤだという女心だった。







　そんなこんなで、当日。

　今回の作品名は『レッド・クロウ』。赤い爪つめという傭よう兵へい団に入った主人公が戦場を駆かける物語だ。

　クロウというところがダブルミーニングになっていて、カラスがどうのこうの言うライバルがいるそうだ。

　まあ、俺たちには一いつ切さい関係のない、『メインの話』。

　俺たちはただ、『ミッション16』の、『雑魚キャラ』に過ぎないんだ。

　ミッション16は、『敵全ぜん滅めつ』というシンプルな内容。

　三つのエリアを東地区、北地区、西地区という順番でプレイヤー様が潰つぶしていくだけ。

　俺たちは最後のエリアである西地区を守る、このミッションでのボス的な立ち位置だった。

　理由は簡単。まどか機が格好良すぎたからだ。

　まあ、東地区だろうが西地区だろうが、報ほう酬しゆうは同じだが。

　今、俺たちは、市街地にいる。

　といっても、建物は全て中は空っぽの張りぼて。

　ここでドンパチをするのだから、中まで作り込む必要はない。むしろ、簡単に吹ふっ飛ばせるぐらいがちょうどいい。

「プレイヤー様は？」

　六階建てのビルの屋上で待機しながら、マルクくんに確認する。

　俺の武装は右にアサルトライフル、左に盾たてのみ。

　ルピアは左手側にある丘きゆう陵りようで一丁のドデカいスナイパーライフルを構えている。

　右手側にはフィルス。俺と同じ武装でビルの陰かげに隠かくれている。

　背後にはマルクくんとまどか。両手にマシンガンを持っている。

『現在、北地区で戦せん闘とう中です』

　画面に、小さくマルクくんの顔が浮かぶ。そして、喋りが終わると顔の画面は消える。

「そうか。だったら次はここに来るな」

　ロボットモノの仕事現場では、シューティングゲームのときのように、集まった村の面々が一いつ緒しよに戦うパターンと、そうじゃないパターンがある。

　今回は後者で、それぞれ村ごとにテリトリーを与あたえられ、それより外には出ないようになっている。

　これは、プレイヤー様にもバレていて、あと少しでプレイヤー様を討うち取れるっ！　ってときに、他ほかの村のテリトリーへ逃にげられることは多々ある。

　他の村との兼かね合いもあってか、テリトリー内でしかドンパチしてはいけないという暗あん黙もくのルールがあるため、テリトリー外に逃げられると、元の場所に戻もどるしかない。

『早く来ないかしらねー。早くこのイライラをぶち込みたい』

　ルピアの顔が画面に現れて呟いた。

　全機との通信は開きっぱなし。ちょっとした独り言も丸聞こえな状態だ。

　ルピアが何故イライラしているのかというと──

　それは、『結局マイクロビキニを着ているから』だ。

　試乗したとき、ルピアはライダースーツぐらいぴっちりとしたパイロットスーツを錬成して搭とう乗じようしたのだが、手足が上手うまく動かなかった。

　そこでマルクくんが「これを着るしかないんですよ！」と力説して押し通したのだ。

　マルクくんは誤算をしたと言ったが、結局計算通りだったってことだな。

　俺は、『袖そでとかがない競泳水着とかにすればいいのに』と思ったが、そう言えば彼女たちには『普ふ通つう』の発想は難しいんだったなと思い返し、まあ着用している姿を見たいのもあって、そのまま放ほうっておいた。

『緊きん張ちようするなぁ……』

　続いて、フィルスの顔がぱっと浮かぶ。

　ゲームの世界の仕事は多々あるが、ロボットモノはかなり緊張する。

　ちょっとした事故で、命の危険があるからだ。

「緊張感は、ないよりはあった方がいいさ」

『あはは、じゃあ緊張しとく』

　コックピットの中は水で満たされているから分かりにくいが、手に汗あせを握にぎっている。

　そのまま、五分ほど待機していると──

『そろそろ来ると思います。皆みなさん準備をお願いします』

　マルクくんが、一段と緊張した声で言う。

「了りよう解かい」『りょーかい』『わかった。了解』

　みんなの簡潔な返事を聞きながら、牛の乳ちち搾しぼりのように指の一本一本順番に折るようにして操そう縦じゆう桿かんを握り直し、ペダルに足を乗せる。

　いよいよ、だな。

『プレイヤー様、来ますっ！』

　マルクくんの声がヘルメットの中で響ひびく。

　プレイヤー様のデータを表示させる。

　弾だん薬やくの数。ＨＰ。ブースト残量。

　さーて。どこからどう来るかね。

　レーダーではテリトリーに入っているが、まだ目視出来な──

　ズドン。と大きな音がした。

「なんだ今の音はっ！」

　ズドン。ズドン。ズドン……

　音がする度たびに、プレイヤー様の駆る『主人公機』のＨＰが減っていく。

　そしてそのまま──ＨＰはゼロに。

『ルピア機、プレイヤー様を撃げき墜つい』

　マルクくんの声に、俺は啞あ然ぜんとした。

『さっすがー』

　フィルスが楽しそうに言う。

「ルピアっ！　え！　何をしたんだっ！」

　俺は一人、訳が分からなかった。

『撃うった』

「撃ったって……プレイヤー様は一切見えなかったぞ！」

　驚おどろきのあまり、声がデカくなっていた。

『遠～くにちょこ～っと見えてたじゃない』

　当たり前のように言うルピア。

「……フィルス、見えたか？」

『え？　あーうん。私は見えてたけど』

　まあ、こいつは超ちよう人じんだから仕方が無い。

「マルクくんは？」

『全く見えてません』

「だよなっ！　だよなっ！」

　俺が無能ではなく凡ぼん人じんで、ルピアとフィルスが異常だという確証を、改めて得たかった。

『私も米こめ粒つぶぐらいの黒い点しか見えなかったよー』

「え！」

　画面に映った顔は、マルクくんと同じ機体に乗っているまどか。

　まどかは、見えていたのか。

　っておい！

「ルピア！　お前米粒に当てたってのか？」

　俺は、改めて驚いた。

『あんたバカじゃないの？　遠いから米粒に見えてただけで、実際はデカイんだからそっちに撃てば当たるに決まってるじゃん』

「当たるに決まってるじゃんって言われてもな」

　仮に俺が米粒程度のプレイヤー様を発見したとして、それに照準を合わせられる自信がない。

　照準を合わせたとしても、重力だってあるし空気抵てい抗こうもある。一直線に弾たまが飛んでいく訳じゃないんだ。

　ロックオンするなら、マルクくんお手製のＡＩが補正して当ててくれるが、ロックオンするまでには、もっと近づかなければならない。

　つまりロックオンなしで当てた。

　純じゆん粋すいな、銃じゆうの腕うでだ。ゴルゴかあいつは。

　全く、ゲームやアニメじゃあるまいに。

　おっと、俺たちがこの台詞せりふを言うのはおかしな話だな。

『ルピアは剣けん術じゆつとかはあんまり得意じゃないけど、こういう狙そ撃げきとかは得意なのよ』

「俺はてっきり、フィルスがやったのかと思ったよ」

　フィルスが超人的なのは身を以もつて体験しているからまだ納なつ得とく出来るが、ルピアがそこまでとんでもないなんて。

『……ぶっちゃけ、なんだけどさ』

「うん」

『どうやったら撃てるのか、まだよく分かってないの』

　フィルスは少し恥はずかしそうに言った。

「……取り扱あつかい説明書、置いておくべきだったかな」

『あー。読んだけどやっぱり分かんなかった』

　フィルスはシューティングゲームのときもそうだったが、どうやら機械オンチのようだった。

　ロボットから降りれば、この場にいる全員をロボットごと瞬しゆん殺さつ出来るだろうが。

『プレイヤー様、再出撃されました。ミッションやり直しです』

　おっと、次が来るか。

「総員戦闘配備、緊張感持てよー」

　プレイヤー様が動かすのはロボットではなく、ロボットに乗っている『主人公』だ。

　撃墜されれば、新しい機体に乗り換かえてまた出撃する。

　このミッションが終わるまで。

　つまり、我われ々われを全滅させるまで、乗り換え続けるのだ。

　そのため、主人公機はいくつも用意されており、何度も何度も緊急脱だつ出しゆつを繰くり返すため、よほどの根こん性じようがないとやっていけない。

『早く来なさいよね。あたしのストレス発散装置』

　にやりとしたルピアの表情が画面に映る。

　また画面にプレイヤー様の情報が浮うかび、レーダーに反応が出る。

　再出撃して、テリトリーに入ったんだ。

　ちなみに、再出撃してもミッションの最初からではなく、俺たちの地区からの再スタートだ。

　二つの地区はもう全滅している。つまり──収録が終わっているのだから。

『見えたっ！』

　ズドン、ズドン、ズドン。

　ルピアのスナイパーライフルが火を噴ふく。

　俺には、全く見えないがな。

『ちっ、ビルの陰に隠れたっぽい』

　ルピアは残念そうに舌打ちした。

　プレイヤー様は学習能力がおありだ。

　同じミスは、そうそう繰り返さない。

「フィルス！　そっち向かったぞっ！」

『えっ！　うん！』

　ルピアからの射線を嫌いやがって、フィルスの方へと向かって行ったんだ。

　フィルスがプレイヤー様を迎むかえ撃とうと、ビルの陰かげから飛び出した。

　撃ちながら別の陰に隠れるのかと思いきや──フィルス機はロボットダンスを始める。

　四車線ほどの道路の真ん中で、両手を上下に振ふりながら、上半身だけがういんういん動く。

　ロボットによる、ロボットらしい、ロボットダンス。

「フィルス！　右手だ！　右手の人差し指んところにロックオンボタンがある！　プレイヤー様をロックオンすれば、あとは親指のところにある──」

　俺の言うことが、聞こえているのかいないのかも分からない。

『なんかロックって赤い文字出た！　ロックオン出来たのかな？』

「それはプレイヤー様からごロックオンを賜たまわってるんだよっ！　逃にげろっ！」

　フィルスがプレイヤー様を捉つかまえる前に、捉まってしまった。

　フィルスはロックオンを外すことも射線を外すことも出来ず──

　俺は急いでフィルスの下もとへと向かう。

『ボクが行きますっ！』

　姉であるフィルスの危機に、マルクくんが焦あせったように言うが──

「ダメだっ！　マルクくん！　君が乗っているのは『ボス』だ。プレイヤー様が来るまで、自分から出向いてはいけないんだよっ！　マップの奥で、その時が来るまで待ってろ！」

『……わ、分かりました』

　悔くやしさに満ちた表情を一いち瞥べつし、俺はブーストを噴かせる。

　ホバリングした足が、舗ほ装そうされた道路を滑すべるように進む。

　プレイヤー様の機体を目視し、ロックオン。

　側面からアサルトライフルを撃ちまくる。

　だが──速いっ！

　ＺＯＥのジェフティのように、スリムでカッコイイプレイヤー様の機体が、右に左にと横に振れ、銃口を合わせるのが追いつかない。

「くそっ！　こっちだ！　こっちを狙ねらってこいっ！」

　俺の言葉は、プレイヤー様には届かない。

　だが、焦りのあまり、心の声が口から出てしまっていた。

　フィルスが何も出来ないまま撃墜されるのが、可哀かわい想そうだったから。

　だが、そんな俺の思いも空むなしく──

　ロボットダンスを踊おどることしか出来なかったフィルス機が、地面に倒たおれる。

　ばしゅっと背中から、コックピットが飛び出した。

　緊きん急きゆう脱出だ。

　プレイヤー様に脱出するところを見られると、『中に人が乗っている』、つまり、『人を撃っている』というストレスを感じてしまわれるだろう。

　あくまで、『ロボットと戦っている』と、プレイヤー様には感じて頂きたい。

　でなければ、これからの攻こう撃げきを躊ちゆう躇ちよしてしまう。つまり、楽しくお遊び頂けない。

　だから、プレイヤー様から見えない方向に、脱出するように出来ている。

　正面から攻撃されると、背部から。背後から攻撃をされれば、胸部から脱出する。

　プレイヤー様は、俺の方へと向きを変える。

「フィルスの仇かたきを、取らせて貰もらうっ！」

　右に左に機体を振って、プレイヤー様の銃口から逃げ続ける。

　ロックされたらビルの陰へ。頭上からやってくるミサイルは撃ち落とす。







　俺はアサルトライフルを乱射した。照準を合わせる気はない。

　数を撃うたなきゃ当たらないと考えたんだ。

「当たれええええ！」

　何度も何度も狙い、何度も何度も避さけられる。

　連射精度がもっと高いマシンガンか、もっと攻撃範はん囲いがあるショットガンにすべきだったかもな。

　俺は当てられない腕の未熟さを悔しがっていた。

　だが、負けてはいない。

　プレイヤー様だって、俺には当てられないんだ。

　互たがいに撃ち合って撃ち合って──

　ついにプレイヤー様の機体が黒こく煙えんを上げて倒れる。

　側面から、頭を撃ち抜ぬかれたのだ。

『二匹ひき目ゲットぉっ！』

　ルピアの喜びの声が、コックピットに響ひびく。

　いつの間にか、ルピアの射線にプレイヤー様を引きずり出していたようだ。

　計算してやった訳ではないが、結果オーライだったな。

　ルピアの攻撃を受けて、また主人公機は格納庫へと転送された。

『プレイヤー様、再出撃！』

　そして、次の主人公機が、またやってくる。

　だが、こっちはもうフィルス機は動かない。

　完成して発売されたゲームをプレイヤー様たちがプレイするときは、ミッションをやり直す度たびにデータとなった俺たちも復活するのだが、今はゲーム会社のテストプレイヤー様による収録。

　フィルスの収録は、もう終わったのさ。

　さあ、来い。

　俺はアサルトライフルの弾をリロードしながら、ビルの陰に隠かくれて待ち受ける。

　ルピアの狙撃から逃げてこっちに来れば、また同じように俺とダンスを踊ることになるはずだ。

　そう思っていたが──

　来ない。

　ズドン、ズドン、ズドン。

　ルピアの狙撃の音が聞こえる。

　しかし、今回は──プレイヤー様からも発はつ砲ぽう音が聞こえてきた。

　なるほどな。

　とにかく、潰つぶすべきなのはルピアだってことか。

「ルピアっ！　動けっ！　狙われてるぞっ！」

『今立ち上がったら逆にやられるっ！　このまま──撃ち勝ってみせるっ！』

　ルピアは一いつ切さい動くことなく狙そ撃げきを続ける、通つう称しよう『芋いもスナ』だった。

　狙撃を行うと、自分のいる位置が相手にバレる。

　相手に居場所がバレたら、狙撃手はそこを動くべきだ。

　だが、ルピアはそれをしない。

　プレイヤー様とルピアの間を、銃じゆう弾だんが飛び交かっていた。

　俺は急いでルピア機がいるところまで機体を滑らせる。

　ブースト全開。プレイヤー様は無視だ。

　俺が物陰から出たってのに、プレイヤー様はずっとルピア機を狙い撃ちしていた。

　ルピアは撃ち勝つと言っていたが、プレイヤー様は回かい避ひ行動を取り、ルピアは回避行動を取っていない。

　──どう考えても、勝てるとは思えない。

『三匹目ゲットぉ！』

　だが、ルピアは有言実行。プレイヤー様を撃退した。

　………………あいつ、アニー・オークレイか何かか？　横向きにしたトランプを撃ち抜いたっていうアニー・オークレイか何かか？

　と、伝わらないかと思い、より具体的に喩たとえたところで、すぐさまプレイヤー様が再出撃なさった。

　どうやら、この『ミッション16』は一ひと筋すじ縄なわではいかないと判断したのか、再出撃までの時間はどんどん短くなっている。

　出撃して、すぐ次の機体を用意しているんだ。

　ズドン……ズドン……ズドン……

　何度も聞いた、ルピアのスナイパーライフルによる発射音。

　ズドン……ズドン……ズドン……

　その音は、プレイヤー様の方から聞こえてくる。

　マズイ！　プレイヤー様もスナイパーライフルにご換かん装そうなさった！

　向こうもロックオンする必要がない。

　ルピアは、一歩も動こうとしないんだから。

『あっ』画面にあるルピア機のＨＰがごっそり減った。

　スナイパーライフルの一撃は、威い力りよくが高い。

　とうとう、被ひ弾だんしたのだ。

『くっ！　ここが限界みたいね…………あれ？』

「どうした？」

『う、動かないっ！』

「マシントラブルかっ！　よし、ルピア。もう脱だつ出しゆつしろっ！」

　ロボットは、『どうせ壊こわすために作る』という思いもあってか、マシントラブルに陥おちいりやすい。まあ、作る期間も短いしな。

『動かないのは……脱出装置の方なのよっ！』

「なんだとっ！　じゃあ普ふ通つうにコックピットを開けて降りろ！」

『それも開かないのよっ！』

　射線から外れようとルピア機が立ち上がった瞬しゆん間かん──プレイヤー様のライフルから放たれたビームが、ルピア機の肩かたを貫つらぬき、体勢を崩くずしたルピア機はずしん、と背中から地面に倒れた。

　砂すな埃ぼこりが舞まい上がるところへ、さらに追撃二射。

　その二射は、俺の機体の右みぎ腕うでと右足を貫いた。

　なんとか、間に合った。

　ルピア機とプレイヤー様の射線に、横から入り込めたんだ。

　プレイヤー様をロックオンしてアサルトライフルを撃ち続けるようオート設定しながら、すぐさま背中から緊急脱出して、ルピア機へと駆かけ寄る。

『ちょっとあんた……何やってんのよっ！』

　ルピアの声が、ヘルメットに響く。

「外から、コックピットを開ける」

『外からっ！　無む茶ちやですよっ！　マナトさんっ！』

　マルクくんの心配そうな声が響いたが、無視してルピア機の足元から、胸部を目指す。

　背後では、俺の機体がどんどん蜂はちの巣にされていくのが音で分かった。

　完全に潰されれば、次はルピア機だ。

　つまり──ルピアが殺される危険がある。

　させるかよ。

　見み逃のがせるかよ。

　胸部に辿たどり着いた俺は、コックピットの開閉レバーを引く。

　自分で組み立てておいて良かった。どこがどうなっているのか、見てすぐ分かる。

　が──ルピアの言う通り、開かない。

　ネジから開けるか？　いや、そんな時間はない。

　どうする？　どうすればいい？

「ルピア、背面を見てみるっ！　起き上がってくれ」

『わかったわ』

　ルピアが上体を起こそうとしたそのとき──

　ビームがルピア機の足を貫いて、衝しよう撃げきに俺はゴロゴロと落とされた。

　鉄の上を転がり、全身を強く打つ。

　内臓が潰れそうなぐらいの痛みが全身を襲おそう。

「くっ！　もうこっちかよっ！」

　足止めに置いておいた俺の機体はすでに大破していた。

　だが、今ので原因がはっきりした。

　見たんだ。原因を。

　もう一度胸部を目指して鉄の塊かたまりを登っていく。

『もういいっ！　もういいから逃にげなさいよっ！　バカっ！』

　ビュンビュンと飛んでくるビーム。

　その一発でも直撃すれば、俺は肉体も魂たましいも全すべて蒸発してしまうだろう。

　だが──ここだっ！　俺はスイッチに手を伸のばす。

「今だっ！　脱出しろっ！」

　カチっとスイッチを切り替かえた瞬間、ルピアは緊きん急きゆう脱出に成功した。

　原因は、左ひだり脇わき腹ばらのところに付けられていた機能。

『チャイルドロック』だった。

　子供が誤って外に飛び出さないよう、取り付けられた、外からでなければ扉とびらが開かなくなる機能。

　それが、ＯＮになっていた。

　恐おそらく、プレイヤー様の攻こう撃げきが、運悪くここを掠かすめてしまったのだろう。

　ルピアの命が助かった。

　俺は、命を一つ救うことが出来た。

　それだけでいい。あとは、みんなが美談としてこれから語り継ついでくれるだろう。

　それだけで、いいんだ。

　ゲームの世界の住人は、その『語り継いでくれること』こそが、何よりの誇ほこりであり、喜びなのだから。

　目の前が白くなる。

　ビームは、俺に向かっていた。

　目の前が全てビームに見えるほどの、直撃だ。

　その直撃を、食くらう……訳にはいかねえよな。

　俺は最後の悪あがきで、ルピア機の掌てのひらの中へ隠れた。

　ビームは機体の脇腹を直撃し、破は片へんが飛び散る。

　背中が熱い。破片が体に切り傷を付けていく。

　ぱっくりと背中に傷が出来て、熱い血潮が流れていく。

　ヘルメット、正解だったよマルクくん。

　こつんこつんと後頭部にも破片が当たっているのが分かった。

『マナトっ！　マナトっ！』

　フィルスの声が何度もヘルメットに響ひびく。

『バカっ！　あんた本当にバカよっ！　昨日もバカだったけど、今日は一〇〇倍っ！　……バカよ。……バカ』

　烈はげしいルピアの声が、だんだんと小さくなっていく。

『よくもっ！　よくもお兄ちゃんをっ！』

　まどかの声が、最後に聞こえた声だった。

　でっかい破片がぶつかって、地面をゴロゴロと転がった俺から、ヘルメットが外れてしまった。

　もっとがっちり留めておけば良かったな。

　ヘルメットを拾うより、遠くへ逃げることを選んだ俺は、匍ほ匐ふく前進でそそくさとルピア機から離はなれる。

「ふう……危き機き一いつ髪ぱつって奴やつかな。とりあえず、収録終わるまでじっとしてよう」

　下手へたに動くと、危ない。転送するためには通信しなければならないが、通信するためにはコックピットへ戻もどらないと。

　ヘルメット、拾うべきだったな。いや、結果論だ。あそこに止とどまっていれば死んでいたかもしれない。まず拾うべきは──命だ。

　追撃が止やんだことを確かく認にんして、俺は武たけ富ふ士じのＣＭの決めポーズのような格好でプレイヤー様を見ると──

　まどか機にぼっこぼこにされていた。

　………………え。何あれ。

　と、開いた口が塞ふさがらなかった。

　まどか機は高機動型であるとマルクくんに聞いてはいたが──その動きはとても目で追えるようなモノではなかった。

　右に左に体を振ふり、相手が照準を合わせようとライフルを動かした瞬間、逆方向に動きつつ射撃。

　六連ブースターの向きを少しずつ変えて、ブーストの起動は最小限に抑おさえ、慣性を上手うまく使って移動しているため、ブースト残量がなかなか減らず、ずっと動き続けることが出来る。

　そして、あっさり撃破。

　ほんの少しのダメージも負わないまま、倒たおしてしまった。

　再出撃したプレイヤー様だったが、同じ動きに対応出来ず、撃げき沈ちん。

　何度も何度も、撃げき墜ついされていった。

　二〇分ほど同じことを繰くり返した頃ころ、ついにまどか機の持つマシンガンの弾たまが切れる。

　俺はルピア機に戻り、ヘルメットを回収した。

　もう終わるだろうと思ったからだ。

　ところが、まだまだまどか機は戦い続ける。

「通信機能、死んでるな」

　変形してしまったヘルメットは被かぶることも出来ず、耳を当ててもざーっと砂すな嵐あらしのような音しかしない。やっぱり、ヘルメットより命を拾って良かった。これも、結果論だな。

　まどかの動きは基本同じ。左右に体全体を振って、回かい避ひ行動を取りつつ接近。

　プレイヤー様の銃じゆうがリロードに入った隙すきに、思いっきりブーストを噴ふかして接近。殴なぐる蹴けるの暴行を加え、ヒットアンドアウェイ。

　パンチとキックだけで、倒してしまう。

　そのまま、燃料が切れるまでの一時間で、七七機の主人公機を葬ほうむり去るのだった。

　…………さすがマルクくん。一級だ。

　燃料切れになって動かなくなったまどか機は、倒したことにされてミッションクリア扱あつかいとなった。

　俺はプレイヤー様がいなくなったことを確認してから、機体に備え付けてある発はつ煙えん筒とうを用いてＳＯＳを出した。

　すぐさま気付いた我が村の優ゆう秀しゆうな村人たちは、すぐに俺を発見してくれた。

「お兄ちゃんっ！　うわああんっ！　お兄ちゃあああああん！」

　号ごう泣きゆうしたまどかが抱だきついてくる。

「良かった。ホント……死んじゃったのかと思った」

　同じく、涙なみだを流しながら抱きついてくるフィルス。

「ま、あたしのせいにされなくて良かったわ。枕まくら元もとが気になって仕方ないし」

　と、目も合わさず、腕うで組ぐみをするルピア。

「連れん絡らくがつかなくなったときは、もうダメだと思いましたよ」

　マルクくんはほっとした表情を浮うかべていた。

「生きてたんなら、すぐ連絡しなさいよね。このバカ」

「ああ、ヘルメットが吹ふっ飛んでさ。それより、マミさんを喚よんでくれ。こう見えて、結構重傷なんだよ」

「ええ！　お兄ちゃん大だい丈じよう夫ぶなの！」

「……うん。大丈夫」

「どっちなのよ。バカ」

「とりあえず、エンドール村へ帰ろうか。コボさんとごぶ兵へいさんを召しよう喚かんする。フィルスとまどかはコボさんとごぶ兵さんを連れて大破した機体を回収。マルクくんはまどか機を運転して撤てつ収しゆう。ルピアはマミさんと──俺のお世話をお願いしようかね」

「はい」「わかりました」「うん」

　フィルス、マルクくん、まどかは二つ返事でそれぞれ動き出す。

「……なんで、あんなバカなことをしたのよ」

　一人残ったルピアが、俺を睨にらみ付ける。

「男はいつだって、女の子を守りたいし、女の前で格好つけたいんだよ」

「……ホント、バカ。……………………でも、………………ありがと」

「え！　今……お礼を言ったのか？　お前が、俺に？　ははっ、お前の口から感謝の言葉が出るなんてな」

　ルピアから感謝の言葉が聞けるとは思わなかった。

　それだけでも、頑がん張ばった甲か斐いはあったかな？

「そこは難なん聴ちようになりなさいよ！　どこまでも主人公に向いてない奴ね！　このバカ！」

　ねえな。







　俺たちはエンドール村へと無事に帰き還かんした。

　やっぱり、ロボットモノってのは危険で割に合わない仕事だ。

　マミさんの包帯でぐるぐる巻きにされた俺は、椅い子すに腰こし掛かけるだけでも「いててて」と呟つぶやいた。

　打だ撲ぼくが四カ所。裂れつ傷しようが八カ所。擦すり傷きずに至っては数えるのも面めん倒どうなぐらい。

　分かったことは、パンツ一枚で爆ばく破は現場に近づくのは危ないってことだな。

　まどか機は格納庫に。その他ほかの機体は使えるパーツを今からロボットモノをやるという村へ安値で売りつけた。

　丸々一体コピーするような錬れん成せい術じゆつの使い手はいないのが普ふ通つうだ。

　余ってるパーツがあるなら欲しがる村は多い。

　俺は怪け我がをしたことで、事後処理を全てルピアやフィルス、マルクくんに任せてしまったので、三人はデスクワーク。

　ノートパソコンを開いて、カタカタと頑張っている。

　まどかはまだそういう仕事は出来ないので、ずっとお茶を飲みながら俺を心配そうに見ていた。

　もう業務終しゆう了りよう時間は過ぎているが、どうやら俺と一いつ緒しよに帰るために待っているのだろう。

「それにしてもマルクくん、凄すごかったな」

　会議室で、俺は椅子に腰掛けて天てん井じようを仰あおいでいた。

「え？」

　マルクくんが驚おどろいたような表情で俺を見る。

　仕事の邪じや魔まをしてしまったな。

「さすが、人型兵器活用能力検定一級の腕前だ。あんな動き、主人公級でも出来ないぞ」

「……あの、それなんですけど」

　マルクくんが、少し恥はずかしそうに頰ほおを搔かいた。

「マルクじゃないんだって」

　ぼそりとルピアが呟く。

「どういうこと？」

　俺は怪け訝げんな顔で聞き返す。

　マルクくんは『こいつ、何者っ？　大作戦』をしたいから、自分の得意分野であるロボットモノで格好良いところを見せようとしていた。

　そして、現に圧あつ倒とう的てきな強さを見せつけたじゃないか。

「まどかさんが……動かしてたんです。ボクにはあれほどの動きは……出来ないです」

「……まどかが？　噓うそだろ？」

「ええ。ボクはただ、ブースト残量の管理とか、照準の補正とかをしてただけで、ほぼ全すべて、まどかさんがやりました」

「お兄ちゃんの仇かたきを取らなきゃって必死でよく覚えてなかったんだけど、何かした？」

「って言ってるけど？」

「いやあ、まさかロックオンも無しであれほど正確な射撃が出来るとは思いませんでしたよ。回避の上手さも、マナトさんばりでしたし」

「あー、マナト避さけるの上手かったよね」

　フィルスがパソコンを操作しながら賛同する。

　手を動かしながら会話も出来る、デュアルタスクって奴だな。

「まさか、カエルの子がティラノサウルスだったとはねー」

　意外だと言いたげなルピア。こいつ、さっきっから全然仕事してないけど……まあ夏休みの宿題のように、ギリギリで一気にやるタイプだからな。

「子じゃねえよ。妹だ」

　呆あきれたように言う俺に、まどかはどうすればいいのか分からないような表情で笑っていた。

「ねえ。妹ちゃんは何か検定持ってるの？」

　フィルスが手を止めて、机に頰ほお杖づえをつきながら言った。

「いや、まどかはまだ何も受けてないはずだ」

「うん。まだ将来ゲームのお仕事するか分からないし」

「将来の夢は？」

　何を思い立ったのか、フィルスは立ち上がり、会議室の奥へ。

「弁護士」

　何故なぜ立ち上がったのか、まどかも疑問に思っていたのだろう。

　フィルスを見上げながら、小さく答えた。

「ちょっと妹ちゃん。こっち来て」

「ん？」

　言われるがままに席を立ち、会議室の後ろの方で二人は対たい峙じする。

　すると──

「はっ」フィルスは急に剣けんを錬成して、まどかに斬きりかかった。

　下段から斬り上げる、アッパースイングだ。

　すると、まどかも剣を錬成して、その一撃を受け止める。

　まどかは衝しよう撃げきに、体が吹っ飛び、そのまま絨じゆう毯たんの上に尻しり餅もちをついた。

「きゅ、急に何するんですかっ！　死ぬかと思った……」

　目をぱちくりさせて、ドキドキしている心臓に手を当てながら立ち上がるまどか。

　驚きよう愕がくの面おも持もちを見せていたのは、まどかだけではない。

「……噓でしょ」

　ルピアが、啞あ然ぜんとしていた。

「……ええ。あり得ないです」

　マルクくんも、尻餅をついたまどかのパンツを覗のぞこうともせず、呆ぼう然ぜんとしていた。

「ああ、すげえよ。まどか」

　俺も、引きつった笑えみを浮かべていた。

　何故なら、まどかは今、『フィルスの一撃を受け止めた』のだ。

　フィルスの攻こう撃げき速度は、手加減していなかった。

　さすがに、体を真っ二つにするつもりはないだろうから服を切り裂さくつもりでやったのだろう。ルパンのゴエモンがやる奴やつだ。

　俺だったら、為なす術すべ無くパンツ一丁になっていただろう。

　だが、まどかは、反応した。

「やっぱり。今の受けられるってことは、妹ちゃん、センスあるよ。剣術一級取れると思うなー」

　一級を？　うちの妹がか？　噓だろ？

「今の錬成速度、あたしほどじゃないけど、フィルスより速いかも。錬成でも一級いけんじゃない？」

　一級を？　うちの妹がか？　噓だろ？

「人型兵器活用能力検定も、一級取れそうな気がします」

　一級を？　うちの妹がか？　噓だろ？

「……ちょっと待って。つまりどういうこと？」

　まどかは口々に言う面々に付いていけず、あたふたと首を振ふっていた。

「あんたのクソ兄貴は究極という意味で『極ごく普通』の男だけど、あんたは違ちがう──『普通じゃない』ってことよ」

　ルピアにはっきりと言葉にされて、俺は頭を抱かかえた。

　ああ、つまりはそういうことだ。

　うちの妹は、俺をアップグレードした、超ちようウルトラスーパーデラックスデリシャスワンダフルセッシボンベニッシモブンダバ娘むすめだったということ。

「そうだ。みんなで妹ちゃんの検定試験を手伝うってのはどうかな？」

　フィルスがぱん、と手を叩たたいた。

「……はっ！　それは素す晴ばらしいアイディア！　フィルスナイスっ！」

　名案に、マルクくんのテンションが上がる。

「ええー。弁護士になんの関係もないのに……」

　まどかは困ったように小さな声で反論した。

「なんで弁護士になりたいの？」

　とルピアの素そ朴ぼくな疑問。その答えを俺は知っていて、出来れば言って欲しくはなかったが、さらっとまどかは言う。

「お兄ちゃんが、犯罪に手を染めた時のために」

「だったら諦あきらめなさいよ」

「え！」

「あんたが弁護士検定一級だとしても、こいつの死罪は免まぬがれないわよ」

「死罪になるようなことはしねえよ」

「わらび餅むせてきな粉ぶちまけ罪で死し刑けいになったりとか」

「鬼おにの裁量！」

「確かに……それは弁護出来ないかも」

　まどかがアゴに手をやって考える人のポーズを取った。

「ええー。妹よ。ええー」

　それは弁護しろよ。諦めんじゃねえよ。勝てるって！　無罪に出来るってぇ！

「一級取れば、ここでの仕事もやりやすくなるだろうし──」

　フィルスがさらに焚たき付ける。

「あんたの大好きなお兄様にも貢こう献けん出来るわよ」

「え！　お兄ちゃんのためになるならやる！」

　まどかはとうとう甘かん言げんに乗せられてしまった。

「じゃあ、フィルスは剣術、ルピアは錬成術、ボクは兵器術をマンツーマンレッスンしましょう！　マンツーマン！　マウストゥマウスっ！」

「じゃあ、毎日来なきゃ、だね。お兄ちゃん、私頑がん張ばるっ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎったまどかの向こうで、ゴールを決めたサッカー選手のように膝ひざから滑すべりながらのガッツポーズを取るマルクくんの姿が見えた。

　うちのまどかが誉ほめられるのは、兄として喜ばしいことだった。

　だったのだが──うん。

　俺には、まどかに教えられるモノはなさそうで──

　少し、寂さびしかった。
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　俺たちが頑張って収録に参加したロボットモノ『レッド・クロウ』が発売された。

　その評価は低かったが──ある部分が話題になっていた。

『ＭＡＤ・Ｋ４が強すぎる』

『ミッション16、Ｓランク条件の『五分以内クリア』出来る奴おんのか』

『ＭＡＤ・Ｋ４マジマッド』

『二〇分逃にげ続ければＭＡＤ・Ｋ４の弾だん薬やくが尽つきる。さらに三〇分後にはブースト切れるからそうなったら楽勝』

『でもＳランクは五分以内だよな』

『それは無理。弾薬残ってる状態のＭＡＤ・Ｋ４の撃破報告は未いまだに上がってない』

『弾薬切れたあとでも倒たおしたって人いないんだよなぁ』

『とにかく、これだけは言えるだろう。ＭＡＤ・Ｋ４は歴代最強のボス』

　ＭＡＤ・Ｋ４。

　その単語がいくつも出てくるが、それが何を意味しているのか、イマイチ理解出来なかった。

　ミッション16ってことは、うちの仕事のことを言っているはずなんだが──

『Ｋ２の回かい避ひうざい』

『Ｋ３の狙そ撃げきうざい』

『ＭＡＤ・Ｋ４のフラグはＫ２の破は壊かいだからあえて放ほうっておいてもいい』

『でもＫ３倒しに行くとＫ２来るんだよな』

『Ｋ３の狙撃だけは無視出来ないからなー』

『ホント、ミッション16は設定がおかしい』

　Ｋ２、Ｋ３……ＭＡＤ・Ｋ４……この専門用語が分からないから、何を話し合っているのかがイマイチ伝わらない。

　さて──検定試験に向けて、まどかは毎日出勤していた。

　月水金はマルクくんと人型兵器活用能力検定一級のお勉強。

　火木はルピアと錬れん成せい術じゆつ検定一級のお勉強。

　土日はフィルスと剣術能力検定一級のお勉強。

　俺に出来ることと言えば──

「え！　みんな……こんな錬成したご飯ばっかり食べてるんですかっ！　ダメですよっ！　ちゃんと農家さんたちの作ってくれた食材で料理しないと！」

　とまどかが言い出して始まった、食事当番制。

　今までは、それぞれが適当に錬成したりして食べていたのだが、食材を持ち寄って、まるで家族がダイニングで食事するかのようにその日出勤したみんなで同じ時間に飯を食うようになった。

　で、検定試験に向けてのお勉強が忙いそがしいため、最近は専もつぱら俺が料理担当になったのは、必然と言えるだろう。俺が料理好きな性格で良かったよ。

　ラーメン、オムライス、ミートソーススパゲッティ、豚ぶたと白菜のミルフィーユ鍋なべ。

　様々な料理を振る舞まってきて──今日は全員が集合する土曜日。俺の大好物を振る舞うことにした。

「これ何！　赤っ！　え？　何これ！」

　一番早くダイニングキッチンへとやってきたルピアが、テーブルクロスの上に置かれた赤いスープに、大きな声を出した。

「麻マー婆ボー豆どう腐ふだ。知らないのか？」

「あー、あたしこれ嫌きらいなのよねぇ」

　溜ため息いき交じりに言いながら、席に着く。

「ええ！　麻婆豆腐嫌いな奴なんて存在するのか！」

　俺は驚愕した。

　麻婆豆腐だぞ？　あの！　この！　超絶美味おいしい料理だぞ！

「辛からいのは苦手なのっ！」

「そんなに辛くないって」

「この周辺に分ぶん離りされた油はなんなのよ！」

「ラー油」

「激辛じゃん！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

「じゃあなんで赤いのよ！」

「九種のスパイスを配合しているから？」

「それもう激辛じゃんっ！」

「ちょっと辛いだけだって」

「辛いって認めてんじゃん！　このちょこちょこ浮ういてるこれ何よこれ」

「唐とう辛がら子し」

「完全に激辛の奴やつじゃん！」

「避よけて食えばいいだろ。そうした方が美味うまいしな」

「そもそもスープも辛いんでしょ！」

「魚ぎよ介かいベースに貝柱とか、普ふ通つうのスープが基き礎そだぞ」

「……そうなの？　じゃあなんでこんな色してんのよ」

「まあ豆トウ板バン醬ジヤンとか甜テン麵メン醬ジヤンとか、七種のジャンをブレンドしたからな」

「激辛の奴じゃん！　ジャンがじゃんじゃん入ってんじゃん！」

「ぎゃーぎゃー言う前に食えって」

　むっとした表情のルピアは、やっとレンゲで一口掬すくい、ぱくっと小さな口に流し込む。

「ほわ──────っ！　しーっ！　つーっ！」

　口の形が、鳥が口を開けたように、縦長になった。

　顔を顰しかめ、目を閉じて仰のけ反りながら、ブルース・リーがゴルフボールを隣となりのホールにでも打ち込んだかのような叫さけび声を出したあと、ぐっと歯を食いしばって息を吸っていた。

　歯の隙すき間まからの空気を取り込むことで、冷れい涼りようで鋭するどい風を口内に送り込みたいのだろう。

「怪かい獣じゆうかお前は」

「激辛じゃないのよっ！　一〇〇〇万スコヴィルはあるんじゃないのこれ！　マズい料理作りやがって！」

「そんなにねえよ。一〇〇〇スコヴィルぐらいだろうよ。──おこちゃま」

　ぷっ、と噴ふき出すように笑ってやる。

　がたっ──

　椅い子すから立ち上がり、ルピアがずいっと顔を近づけてくる。

「ああっ？　マズいもんマズいって言って何が悪いんじゃコラー」

「美味いだろコラー。そんなんだから胸が平家なんだろコラー」

　ぐりぐりと額をぶつけ、俺はルピアに対たい抗こうした。

「関っっ係っっねえだろコラー。むしろ甘いモンが脂し肪ぼうの蓄たくわえに有効的だろコラー」

「結果として、甘味だけでその無責任艦かん長ちよう平らーになってんじゃねえかよコラー」

　ルピアは一歩も引かなかったが、俺も引かなかった。

　人の大好物を貶けなしたんだからな。

「だ・か・ら胸はＤカップあるって言ってんだろコラー」

「見み栄えと胸を張るならもっと欲張れコラー。じゃあそれ以上はいらんのかコラー」

「い・る・わコラー。金持ちほど金を欲しがるのと同じ原理じゃコラー。死ねコラー。この極ごく・普通コラー」
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「誰だれが極きわみという意味でごく普通だコラー。お前前もそれ言ってたじゃねえかコラー。ボキャブラリーが貧弱コラー」

「人一倍コラー」

「誰が、人かける一の力だコラー」

　カブトムシぐらい角突つき合わせていると、フィルスがやってきた。

「あら、またケンカしてるの？　ホント、仲良いよね二人は」

「はあっ？　こんな奴大っ嫌いよ！　仲良くなりたいなんて思ったこともないわ！」

　サルぐらい顔を真っ赤にさせたルピアが吼ほえると、椅子に座る。

　俺も椅子に座り、食べかけの麻婆豆腐を切なさと共に眺ながめていた。

「今日もマナトさんが食事当番ですか？」

「お兄ちゃんのご飯、美味しいよねぇー」

　フィルスに続いて、マルクくんもまどかもやってきた。

　飯時だから、俺は麻婆豆腐を用意したわけだしな。

「フィルス。麻婆豆腐好きか？」

「大好き」

「まどかは？」

「お兄ちゃんの作る麻婆豆腐は大好き」

「どうだ。ボインのねーちゃんたちは麻婆豆腐大好きだって言ってんぞ」

「どうだじゃねえわ！　辛さの問題じゃないわ！」

「遺伝の問題？」

　まどかに言われ、ルピアは絶望のあまり突っ伏ぷした。

「おっぱいは、天性の才能であると言われちゃいましたね」

「お前ら！　絶対巨きよ乳にゆうになっても触さわらせてやんないから！」

「なんて哀あわれな捨て台詞ぜりふなんだ……」

　マルクくんはルピアを哀れみの目で見つめながら、麻婆豆腐を一口。

「美味しいっ！」

　と声を上げたのはフィルスの方だった。

　フィルスとは好みが合う。

「辛いけど、それが良いですねー」

　額に汗あせを滲にじませ、マルクくんもはふはふ食べながら頷うなずく。

「相変わらず辛いねぇ……」

　まどかは少し食べるペースが遅おそいが、美味しそうに食べ進めている。

「ちょっと、あたしの分なんか作りなさい」

「これ食えよ。十分だろ。麻婆豆腐で」

「なんでそんなに麻婆豆腐の肩かたを持つのよ！」

「麻婆豆腐が嫌いな奴がいるとは思えん」

「頑かたくな！　嫌いだっつってんでしょーが！　辛いのがっ！」

「カレーだったらいいのんか？」

「辛いのダメだって言ってんでしょ」

「え！　カレーも嫌いなの！　カレーが嫌いな奴なんて、この世にいんのかよ」

「いや、そりゃいるでしょうよ。何さっきっからその自信」

「じゃあお前、カレー屋行ったら何食べんだよ」

「甘口を食べるわよ」

「カレー食うんじゃん！　好きじゃん！」

「辛いのがダメだっつってんでしょ！」

「キムチは？」

「だからダメだって」

「あ、オイキムチだったらいけるんじゃないか？」

「キムチの種類じゃなくて、辛いのがダメなの！　たくあんにして持ってこいっ！」

「いや、たくあんは材料が違ちがうだろ」

「漬つけ物はたくあんしか食べないのっ！」

「じゃあ、明めん太たい子こは？」

「だからダメだって。唐辛子から離はなれろやコラ！」

「あ、麻マー婆ボーナスだったらいけるんじゃ」

「ダメだって！　そこの種類はどうでもいいの！　唐辛子がダメなの！　いつまでやんのよこの話！」

「いや、ずーっとフィルスが笑ってるから、面おも白しろいのかなって思ってね」

「小ボケに利用すんじゃないわよっ！　死ねっ！　唐辛子症しよう候こう群ぐんになって死ね！」

「お前が嫌いなのは、麻婆豆どう腐ふじゃなくて俺なだけかなと思ってな」

「それはさすがにひねくれすぎでは？」

　マルクくんがどうどうと俺を宥なだめる。

「麻婆豆腐嫌いな奴がこの世にいるとは思えん」

「……マナト、それギャグとかじゃなくて、本気で思ってるの？」

　頷く俺を、みんなが固まった笑え顔がおで見つめていた。

「……わかったよ。ルピア、お前には酸スー辣ラー湯タン麵メンでも作ってやるから」

「すーらーたん？　聞いたこともないけど、麵類なのね？　じゃあそれでいいわ」

　こうして俺は、ルピアのために酸辣湯麵を作ってやった。

　それを食べて、ルピアはこう叫んだ。

「すっ……ぱっ！　す────ぱ────酸すっぱ────いっ！　さらに辛からいっ！　結局辛────いっ！」

　まさか、酸辣湯麵嫌ぎらいな奴が、この世にいるとはな……







　食事を終えて、俺は格納庫へと向かった。

　今はこれといった仕事がないから、暇ひまだったんだ。

　ロボットモノの仕事は、当分やりたくはない気持ちで満場一いつ致ちしていたが、まどかの検定試験のためにも、格納庫は残すことになった。

　我われ々われのエンドール村は、ＲＰＧ用の村構成になっている。

　格納庫なんてあったら、プレイヤー様が呆あきれて物も言えなくなるだろう。

　そこで、フィールド上に山を作り、ライディーンの神面岩のような一見するとただの自然の一部のように見えるような格納庫にした。

　格納庫には、まどか機が一つあるだけ。

　マルクくんが格納庫の端はしでカタカタとノートパソコンを打っている。

　広く作った格納庫が、なんだか寂さびしく思える。

　いっそ、暇なときにロボットを作って、いつでも出しゆつ撃げき出来るようにしようかね。

　ちゃんと時間をかけて作れば、緊きん急きゆう脱だつ出しゆつシステムが動かなかったりだとか、無む駄だなチャイルドロック機能だとかをなくすだとか、そういう余よ裕ゆうも出来るだろうし。

　まどか機を見上げながら、マルクくんがいるところへ歩いて行くとき、俺は一つの疑問を解消することが出来た。

　それは、まどか機の腕うでに書かれている文字だ。

　マルクくん、実は名前のロゴを腕に付けていたんだな。

『ＭＡＤＯＫＡ』と、腕には書かれていた。

　ＭＡＤＯＫＡ……ＭＡＤＯＫＡ……ＭＡＤＯＫＡ……ＭＡＤ　Ｋ４……

　ＭＡＤ・Ｋ４ってこれのことじゃね？

　きっと、プレイヤー様の機体を殴なぐりつけたときか、弾だん丸がんが掠かすったりしたときに、このロゴが削けずれたんだ。

　Ｏの部分と、Ａの左部分が。

　ロボットの名前は、主人公に選ばれた村が決める。勝手に決めると世界観が違うとか文句を言われるからだ。

　だが、この表記を見て、『ＭＡＤ・Ｋ４』ってのはいかがなもんだろう。

『Ｋ２の回かい避ひうざい』

『Ｋ３の狙そ撃げきうざい』

　…………恐おそらく、Ｋ２は俺のこと、Ｋ３はルピアのことだな。

　詰つまるところ、ＭＡＤ・Ｋ４ありきで、我々の機体名が決められたのだ。

　一いつ生しよう懸けん命めい回避をしていたが、プレイヤー様からすればうざいとお思いになられることだったのか。

　意見を見て初めて、なるほどと思うことがある。今回も、正にそれだった。

　プレイヤー様は時間を取られることを嫌いやがる。

　せめて、俺が当てられれば評価は違ったかもしれないが──

『ただひたすらちょこまかと回避だけする雑魚ざこ』

　確かに、俺がプレイヤー様でもうざいと感じるだろう。アクションでもＲＰＧでもな。

　俺がＭＡＤＯＫＡを見上げている横を、するするっとルピアが歩いて行く。

　どうやら、俺以外にも暇な人間がいたようだ。

「マルク何してんの？」

　ルピアはポテトチップスをボリボリしながら、マルクくんへ声を掛かけた。

「あ、いえ。まどかさん、とても素す敵てきだったじゃないですか？」

「……あたしの方が圧あつ倒とう的てきに素敵だけど、まあ、悪くは無かったわね」

「で、あのときの動きを必殺技わざとして登録しようとしてまして」

「へえ、そんなの出来るんだ」

　ほー、そんなことが出来るんだな。

「音声入力で起動出来るようにしておこうかと」

「ふーん」

　ほほー。

「何か、良い言葉ありますかね？」

「良い言葉？　『あー』とか『いー』とかでいいんじゃない？」

「ほら、普ふ通つうの通信のときに誤作動しないように、技名で登録するんですよ。武装名とかだと、会話の中で言っちゃう可能性もあるんですよねぇ」

「普段言わない言葉で登録しろってことだな」

「そういうことです」

　俺の言葉に、マルクくんは笑顔で頷く。

「……ぎゃあ！　あんたいつの間に背後にいんのよ！　この腐くされ背はい後ご霊れいっ！」

　ヒドい言い様だな。さっきすれ違ったろが。

「例えばだけど、俺やフィルスなんかが使っても、あのときのまどかの動きが可能になるってことか？」

「ええ。と言っても、全く同じ動きの繰くり返しになりますが」

「あれだったら何度やっても問題なさそうだけどな。現に、プレイヤー様は未いまだに攻こう略りやくなさっていない」

「確かに、ずっとあの動きだけで完かん封ぷう出来てましたよね」

「ちょっと待ちなさいよ！」

　ルピアが急に声を荒あららげた。

「なんだ？」

「何急に入って来てあんたがずっと喋しやべってんのよ！　あたしの方が先だし！」

「ここへ来たのは俺の方が先だ」

「喋りかけたのはあたしが先！」

「べ、別にどっちとも喋りますけど」

「あんたは黙だまってろっ！」

「ええー」

　どっちがマルクくんと喋るのか、という話だったのに、マルクくんに黙ってろと言う。

　理り不ふ尽じんさに言葉を失っていた。

「あたしが先に暇つぶしをしたんだから、あんたは別のところで暇を潰つぶしなさいよ！」

「なんで同じ場所で暇つぶしをしちゃいけないんだよ」

「……あんたが、嫌いだからよっ！」

「それだけ理由がはっきりしているなら仕方ないな」

　嫌いだ──と直接面と向かって言われたのは初めてかもな。

　フィルスとかに「こいつのことが嫌い！」みたいな感じに、間接的な言い回しは何度かあったが。

　やっぱり、覗のぞき行こう為いをしたのが決定打になってしまったのだろうか。

　少しだけ、ほんの少しだけだが、俺は寂しかった。

　……俺は、ルピアのことを好きになりかけていたからだ。

　それも、ほんの少しだけだがな。

「わかったよ。じゃあなマルクくん。まどかの検定試験勉強、頼たのんだぞ」

「はい……」

　格納庫から去って行くとき、俺は見た。

　マイクに向かって何かをぼそりと呟つぶやいたルピアの姿を。

　お前が登録するのかよ。

　あいつ、ま～たなんか嫌味ったらしいことを吹ふき込んでるんだろうな。







　ルピアにマルクくんという暇つぶしに最適な友を奪うばわれ、俺は会議室へと戻もどった。

　食器はまどかとフィルスが片付けてくれている。

　俺がやると言ったのに、「私がやるから休んでて」なんて言って進んでやったんだ。ホント、出来た妹だよ。

　一人で会議室にいると、とても寂しい気持ちになる。

　そんな俺の救世主は、いつだってフィルスだった。

「あれ？　マナト何してるの？」

「特にやることもなくて困ってたところだ」

「じゃあさ、一いつ緒しよに──する？」

「な、何を？」

　フィルスの魅み力りよく的てきな唇くちびるに目が行って、ごくりとツバを飲み込んだ。

　こいつの口から、何度も何度も『子作り』という言葉を聞いてきた。

　その度たびに、俺はどぎまぎする。

　何回聞いても、慣れない言葉だ。

　フィルスの言う『子作り』ってのは、俺が思ってる一〇〇万倍ぐらい、エロくないモノなんだがな。

「お勉強」

　にっ、とフィルスが笑顔を見せた。

「お兄ちゃんも検定試験受けようよ」

　タオルで手を拭ふき拭きしながら、まどかが現れた。

　そう言えば、土曜日は剣けん術じゆつ能力検定のお勉強をしていたんだな。

　このゲームの世界で最も仕事が多くなる検定。

　斧おの使いがいないファンタジーはあっても、剣使いがいないファンタジーはない。

「マナト、最後に検定受けたのいつなの？」

「二年前だ」

「だったら、もしかしたら今取れるかもしれないじゃない」

「……まあ、暇ひまだしな」

　ということで、俺たちは村へと上がった。

　会議室の中でやるには、狭せますぎるからだ。

　村の中心にある円形広場に出ると、早さつ速そくフィルスが剣を錬れん成せいした。

　シンプルな、ブロードソードだ。

「さ、始めよっか。とりあえず──『覇は王おう剣けん』」

「覇王剣なんか出来るかあっ！」

　フィルスは、さらっと一級技をやれと言い出した。

　覇王剣とは──

「どういう奴やつ？」

　まどかが聞いてくれたので、説明はフィルスに任せよう。

「剣に闘とう気きを纏まとわせて、巨きよ大だいな剣にするの。──こんな感じ」

　フィルスが剣を振ふるうと、近くにある民家、その先にある民家、村を囲む壁かべ、草原の先にある山──が真っ二つになり、少しずれた。

「す、すごーい」

　まどかは開いた口が塞ふさがらない様子で、ぱちぱちと手を叩たたく。

　剣術一級ともなれば、巨大な敵と戦うことも多い。

　それらを一メートル足らずの剣で切り裂さくためには、どうしたって刃は渡わたりを大きくする必要がある。

　それがこの──覇王剣だ。

　剣の一振りで都市を一つ斬きることが出来る。

　それ一つで戦争にも勝てる。そんな、覇王の剣。

　俺に出来る訳がない。

「試ためしにやってみようよ。こう、闘気を切っ先に集めてえ──」

「無理無理」

「むー、やらずに無理っていうのはどうかと思うよ。イメージはこう怒いかりとか感情を爆ばく発はつさせる感じかな」

「それでどのくらいの大きさにすればいいの？」

「一級だと──一三キロ」

「じゅっ！　一三キロ先のモノを斬るようなイベントってあるの？」

　まどかがさすがに驚おどろきの声を上げる。

「最終的には星一つ斬れるのが目標ね」

「な、無理だろ？」

　俺は諦あきらめの境地とも言える声で、ぽんとまどかの肩かたを叩くと、まどかは小さく頷うなずいた。

「じゃあ、『時の剣』からにしよっか」

「時の剣？」

　まどかが首を捻ひねる。

「検定二級の課題だ」

「あら、三級なのに知ってるの？　覇王剣ぐらい有名ならまだしも……」

「三級に受かったんだから、二級の勉強をしていてもおかしくはないだろう？」

「確かに、そうよね」

「時の剣ってのは、剣をぷかぷかと念動力で浮うかす技術だ」

「と、いうと？」

「こういうこと」

　言葉で聞いても分からないようなので、フィルスがお手本を見せる。

　フィルスの体の周りに、剣が複数現れ、触さわってもいないのに動き始める。

　空を飛び、くるくるとフィルスを囲むように回転し始めた。

　まるで、糸で吊つっているかのようだ。

「格好良いね。お兄ちゃんも出来るの？」

「……三本が限度だ」

　俺もフィルスと同じようなブロードソードを一二本錬成して操あやつってみるが、そのほとんどは地面に落ちてしまう。

　三本の剣が、体の周りをぷかぷかと浮いていた。

「すごいすごい！　さすがお兄ちゃん！　でも、どうしてこれが『時の剣』なのかな？」

　だが、まどかは手を叩いて喜んだ。

「ほっ」フィルスが飛び上がる。

　屋根より高く跳とんで、空中で剣を展開した。

　自分を中心に、一二本の剣がずらりと円を描えがくように並ぶ。

「一二本の剣を時計の針のように展開することから、時の剣と言われてるんだ」

　と俺が補足する。

「じゃ、やってみて」

　フィルス自身も宙に浮いたまま、笑え顔がおでまどかに言うと──

「……こう、かな」

　まどかはいとも簡単に再現する。

　武術系統の検定試験の実技は、試験官が行う技わざを受検者が再現することになる。

　つまり、今ので二級レベルだってことが分かった。

　まあ、再現しなければならない実技は一つじゃあないからまどかの二級はまだ確実ではないが、俺は一二本動かせないのだから、二級に受からないことは確実だ。

「一級だと、もっと多くの剣を扱あつかえるようにならなきゃだめなんだよね。ちょっとずつ本数増やしていこう」

「はい！」

「ちなみに、フィルスは何本まで同時に扱えるんだ？」

「んー二〇──」

　二〇本っ！　さすが一級だ！　と口を挟はさむ間もなく、俺は絶望する。

「──万本ぐらいだったかな」

　………………二〇万っ！　剣を同時に二〇万本飛ばされたら、どんな奴でも串くし刺ざしだろうよ。
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「はいじゃあ一〇〇本からやってみようか」

　そう言いながら、フィルスは新たに剣を錬成する。

　まるで空から剣の雨が降り注ぐかのように、ずずずず……っと剣が出てくる。

「はいっ！」

　まどかの目は輝かがやいていた。

　そう言えば、フィルスのバケモノじみたところを、まどかは初めて見た訳だ。

　シューティングゲーム、ロボットモノと、フィルスの良いところを全然見せられてなかったからな。

　まどかは一〇〇本の剣を見事に扱いきる。

　そして俺は三本をぷかぷかさせていた。

　…………せっかくだし、カメラに収めておこう。

　俺は剣を扱うのを諦め、三つのカメラを錬成。ぷかぷかと浮かせて録画を開始した。

「さーて、今から剣を飛ばすから、全部叩き落としてね」

「分かりました！　お願いします！」

　身構えるまどかへ向かって、フィルスの剣が襲おそいかかる。

　一〇〇本の剣が、全すべて降り注いだのだ。

「っておい！　フィルスっ！　お前まどかを殺す気かっ！」

　俺なら死んでる一いち撃げき──いや、百撃。

「くんぬーっ！」

　まどかは聞いたこともないような内容の気合いと共に、一〇〇本の剣を飛ばす。

　ガキガキと金属音が響ひびき、それは空気を切り裂いた。

　剣と剣はぶつかり合い、ばらばらと地上に落ちていく。

　……全ての剣が、地面に落ちたのを、俺は啞あ然ぜんと見つめていた。

「マジかよ。おい」

　うちの妹は、一本残らずフィルスの剣を叩き落としたのだ。

　つまり、一〇〇の剣に、一〇〇の剣を全て当てきったということだ。

「やるねぇ……次は、真っ直すぐじゃないから、ちょーっち難しいよー」

　フィルスはさらに一〇〇本の剣を錬成し、まどかへ放った。

　さっきは真っ直ぐ雨のように降り注いだ剣たちだが、今度は意思を持っているかのように蠢うごめき、四方八方から襲いかかる。

「ええっと……あれがここにきてあれがこうで……えーいっ！」

　まどかは少しキョロキョロと視線を踊おどらせ、剣をぶつけていく。

　ガキガキと金属音が響き、ばらばらと落ちていく。

　…………捌さばききりやがった。

「凄すごい凄いっ！　妹ちゃん、優ゆう秀しゆうだねぇ。じゃあ一気に──一万本行っちゃおう！」

「うわあ……」

　思わず俺は、うわあと言ってしまった。

　空一面、剣けんだらけ。

　先せん端たん恐きよう怖ふ症しようでなくても、恐怖を感じるね。

　それらは、一回目と同じように、真っ直ぐ降り注ぐ。

　俺は走った。

　まどかが一万本を錬れん成せいしたが、九八八九本までしか扱えていなかったからだ。

　まあ、この九八八九本ってのは、後で動画で確かく認にんした数で、実際俺はこのとき、数を数える余よ裕ゆうなんてなかった。

　ただ分かったのは、錬成した剣が何本も地面に落ちたこと。

　一二本の剣を錬成して、三本しか扱えなかった俺だから分かる。瞬しゆん時じに、まどかは扱える限界を迎むかえていたと気付くことが出来た。

　だから走った。

　妹が、死ぬかもしれないと思ったからだ。

　だが、俺の考えは浅はか過ぎた。ちょっと考えれば分かることだったんだ。

　フィルスが、まどかを殺す訳がない。

　この剣は、フィルスの意思で動いているんだ。

　間に入る必要なんて、一いつ切さい合切なかったんだ。

　フィルスの剣は、まどかに対して寸止めになるように飛ばされていた。

　その間に、急に俺が飛び出してきたもんだから、ぴたっと止まった剣に俺がぶつかる形になった。

　まるで、止まった車にぶつかってくる当たり屋のように。

　フィルスが咄とつ嗟さに剣を止めてくれたが、ぶつかった剣と、そのあとも降り注ぐ一〇本ほどの剣によって、俺を切り裂さく形となった。

　突つき刺さる程度の勢いではない。

　手足をぴすーっと切った程度だ。

　だが、人は切られると血が出る。

　そして、人は血を見ると、動どう揺ようするもんなんだ。

「マナトっ！　ああ、どうしようっ！」

「お兄ちゃんっ！　お兄ちゃーんっ！」

　妹を守るために飛び込んだ俺は手足と背中に切り傷を浴びながら、地面に倒たおれた。

　その地面にもまた剣が転がってたもんだから、肋ろつ骨こつやら肺やらが圧あつ迫ぱくされてクソ痛い。

　皆みなさんは鉄の上に飛び込むことは絶対にやらないで下さい。ものすごく痛いです。

「うぐっ……」とくぐもった声を出し、スローモーションな動きで悶もだえることしか出来なかった。

　フィルスとまどかが上空から降りて、俺のところへとやってくる。

　フィルスは血で汚よごれることなど気にも留めずに俺の体を抱だきかかえた。

「ごめんなさい！　止めたつもりだったのだけれど、間に合わなかったみたい」

　ぎゅーっと顔を抱きしめられ、おっぱいがおっぱいでおっぱいだった。

　良い匂においがする。石けん？　それともフィルスが持つ元々の匂い？

　なんとも芳かぐわしい。今すぐむしゃぶりつきたくなるのを抑おさえ、俺はフィルスを払はらい除のけて立ち上がる。

「フィルスは悪くないさ。俺の見識が、甘かったんだ」

　いててて……と口には出さず、傷口を手で押さえる。

　……いい加減、マミさんやウンディーネとも契けい約やくすべきかな？　コボさんの定額料だけでも結構キツいんだが……

「私が！　私が悪いのっ！　ちゃんと全部叩たたき落とせていれば」

　ぎゅっとまどかが俺の手を握にぎる。

「いや、叩き落としてなくても、フィルスはちゃんと当たらないようにやってたんだ。それに俺が気付かず、バカなことをしてしまった」

「妹を守ろうとしたんでしょ？　バカなことじゃないよ」

　フィルスはほんと、良い子だなーとしみじみ感じる。

　これがルピアだったら罵ば倒とうと罵声の往復ビンタだ。

「もう、邪じや魔まはしないから、検定試験の勉強、続けてくれ」

「マナトは一いつ緒しよにしないの？」

「ついさっき、病人になったんでね」

「あはは、切り傷でも病人って言うのかな？」

「お兄ちゃんは昔から『上手うまいことを言おうとするけど全然出来てない病』にかかってるよ」

　妹よ。ちょっとルピアに毒されてきたのかな？

　こうして俺は見学がてらカメラを回す役になった。

　フィルスの剣技は見ていて楽しいし、興奮する。

　おっぱいはぶるんぶるん揺ゆれるし、髪かみもふぁっさふぁっさ揺れる。お尻しりも──

　……こほん、こほん。

　剣を扱あつかう姿が、まるで踊ってるようで、軌き跡せきを追うだけでも十分興奮するのさ。

　マルクくんなら、もっと上手く撮とれるだろうが、彼は今ここにはいない。

　カメラマンとしても三流か。

　このビデオ、広報に使おうかな。







　……えー、仕事が来た。

　それも、ＲＰＧのお仕事だ。

　まさか、その日の内にオファーが来るとは。

　広報用として撮った、フィルスとまどかの一級試験勉強。

　それを流した途と端たんに、仕事が入った。

　フィルスを、ヒロインとして扱いたいと。

　まどかじゃないのが残念だが、まあまどかは今資格ゼロ状態だからな。

　正に、ヒロインの資格ゼロなのだ。

「すごいですよ！　オーディションでもなくオファーなんて！」

　とマルクくんが手を叩いて喜んだ。

　そうだ。ヒロインや主人公というのは、この世界の住人がみんな夢見る職業。

　なりたい人は多く、いつもオーディションによって決定する。

　オファーによるキャスティングなんて、滅めつ多たにあるもんじゃない。

「何よマナト。その気色悪い顔」

「血色は良いですけどね」

「ええー？　何がぁ？」

　俺はにやけていた。

　この仕事で一番楽しいのは、やはりＲＰＧの仕事だ。

　俺自身がオーディションで勝ち取れればいいんだが、そこまで贅ぜい沢たくは言うまい。

　フィルスのおかげで、またこの仕事が出来る。

　それだけで、ご機き嫌げんだぜ！

　ってな表情が、ルピアには気持ち悪く感じられたのだろう。

「で、今回はどんなイベントを担当するんだ？」

　ヒロインが選ばれた村では、ヒロイン特有のイベントを行うことが出来る。

「ないよ」

「……え？」

「今回は、固有イベントなしなのよ」

「そんなことってあるのか？」

「今回は参加する村の数が多いみたいで、外されちゃったのよ」

「……まあ、うちは弱小だからな」

　俺は一転して落ち込んだ。一三ラウンド戦ったボクサーぐらい、椅い子すにもたれ掛かかっていた。

「その代わり、裏ボスやって欲しいって言われた」

　にやりと笑って、フィルスが言う。

「裏ボスっ！　ホントかフィルスっ！」

　これほどの朗報があるだろうか。

　一気に俺の顔は華はなやいだ。

　俺の第一志望はプレイヤー様にご操作頂く主人公役。

　第二志望はラスボス。

　だがこの二つは主に顔が理由で無理難題だ。

　そしてその次に夢見るのが──裏ボスである。

　裏ボスとは、メインのストーリーが全すべて終わったあとに戦う相手。

　ただひたすら鍛きたえ上げたプレイヤー様をおもてなしするための、最後の刺し客かく。

　物語を覚えていないプレイヤー様でも、裏ボスを覚えていることは多い。

「また気持ち悪くなった……」

「お前は嬉うれしくないのかよ！　オオトリだぞ！」

「まあ、そりゃあ嬉しいけどさ。あたしらでどうにかなるイベントとは思えないじゃない？」

「……問題はそこですね」

　マルクくんが苦笑いを見せた。

　裏ボスのお仕事というのは、大きく分けて二種類ある。

　ある場所に行けばすぐさま戦えるパターンと、『隠かくしダンジョン』を作るパターンだ。

　隠しダンジョンを作るパターンだと、ボス以外のモンスターも配置しなければならない。

　そして、それらは『ラストダンジョン』に出てくるモンスターより強くなければならないのだ。

　我われ々われに、それほどの人材はいない。

「……隠しダンジョンは、やめておこうか」

　ぼそりと俺は呟つぶやいた。

「ですね」マルクくんが苦笑いを浮うかべる。

　実力不足。

　悔くやしいが、それが現実だ。

　本来ならば、一〇〇階層ぐらいある盛せい大だいなダンジョンを作るのが良いんだろうが、出来ないモノは仕方が無い。

「ルピア、お前神も召しよう喚かん出来るんだよな？」

「んー、まあ出来るけど……オファーしてみないことには来てくれるか分かんないかなー」

「まずはそこからだな。誰だれが裏ボスになるか……」

　フィルスがいれば、フィルスがやればいいのだが、そうもいかない。

　だとすれば、次に戦せん闘とう能力が高いのは──

　そこで俺は、いや俺たちは決して口にはしなかった。

　まどかならどうか？　と──







　俺たちは必死にオファーを掛けた。

　デスピサロさんとかラギュ・オ・ラギュラさんとか有名どころに片かたっ端ぱしから。

　だが、うちはほとんど知られていない弱小中の弱小村。

　提示出来る予算も少なく、売れっ子は時間もない。

　よく、この俳優を使えだのこの声優を使えだの言われることがあるが、予算とスケジュールって壁かべはどうやっても乗り越こえることは出来ないんだな、これが。

　で、マルクくんやルピアが方々に手を回してようやく受けてくれたのが──

「邪神の方がお越しになられるの？」

「ええ。もうどう見ても邪神！　って感じですよ」

　マルクくんは楽しそうな声で言う。

　本番前日。

　俺とマルクくんは二人で村の門の前に立っていた。

　リハーサルのために、裏ボスの方がお越しになるのだ。

　まあ、本当は俺だけでも良いのだが、どうしてもとマルクくんが言うので。

「へえ、マルクくんの知ってる人っていうか知ってる神なんだ」

「そりゃあもう！　ボクが初めてやったゲームの裏ボスが、その方なんですよ」

　なるほど。どうして出で迎むかえたいと言い出したのか、理解出来たわ。

　芸能人が村にやってきたというミーハー根こん性じよう。

「ちなみに、凄すごい人なの？」

「……知名度は、ないでしょうねぇ」

　なんて話していると、『それ』はやってきた。

　遠くに、巨きよ大だいな何かが見える。

　あまりにもデカイお姿。

　その身長は、およそ一〇メートルほど。

　三階建ての家ぐらいだ。

「どうもー。初めましてー。ワタシ、邪神をさせて頂いております『ドラクマ・ゲオルギオス』と申します」

　俺はあんぐりと口を開けたまま、ドラクマさんを見上げた。

　ドラゴンのような口。六本の腕うで。コウモリのような翼つばさ。鎧よろいのような体に、太い足。

　尻尾しつぽはロケット鉛えん筆ぴつみたいにぎざぎざが連なっている。

　こえー。…………でも、喋しやべりは普ふ通つうー。

「どうも。村長のマナトです。ようこそエンドール村へ。今日はわざわざお越し頂き有あり難がとう御ご座ざいます」

「マルクです！　よろしくお願いしますっ！」

　俺たちは深く頭を下げて挨あい拶さつをしたあと、村の中へと案内する。

　こういう巨大なモンスターや邪じや神しんが来るから、門はデカく作られていると言っても過言ではない。

　…………邪神。邪神っ？

「すみませんドラクマさん」

「はい」

「邪神、なんですか？」

　俺は確かく認にんのために聞いた。

　神にも様々あるが、『邪神』はちょっと……怖こわい。

　ボスとしてはまあ正しいかもしれないが、これから一いつ緒しよに仕事をしようという立場からすれば、不安が残る。

　ただの神じゃなく、邪よこしまな神なのだから。

「はい。邪神です」

　ドラクマさんはあっけなく頷うなずいた。

「……どのくらい邪なんですかね」

「あー、酒と女が大好きなぐらい」

「邪ですねぇー」

　これ以上分かりやすい邪なことがあるだろうか。

「縦たて縞じまの縞パンは認めません」

「邪ですねぇ。それに関しては俺も横縞ですねぇー」

「でも、分かる邪でしたね」

「邪なのと邪悪なのは違ちがいますんでね」

「なるほど」

「不安なのも分かりますよ。こんななりですから」

「すみません。偏へん見けんみたいなことではないんです」

「む、むしろボクは！　凄いカッコイイと思いますっ！」

「え？　そうかい？　なんだか照れるなぁ」

　マルクくんを連れてきて正解だったな。

　人を誉ほめるとき、それは社交辞令であったり裏があったりすることが多い。しかも相手は初対面だ。

　だが、マルクくんの表情や声こわ色いろは、そういう裏がない。

　俺が誉めていれば、きっと社交辞令だと思ったろう。

「とりあえず、中へどうぞ」

「お邪じや魔ましますー」

「えっと、今回は隠しダンジョンではなく、村に入ったらすぐ戦うタイプの裏ボスイベントとなります」

「はいはい」

「なので、ドラクマさんには村の中心にある広場にどっしりと構えて頂く形となります」

「はいはい。台詞せりふは？」

「特にありません。あくまでエンドコンテンツとして、戦いだけを楽しんで貰もらう形です」

「プレイヤー様が負けたとき、再戦がしやすいようにかな？」

「その通りです！　さすがです！」

「だから、ドラクマさんには全力でお願いします。みっちり準備してこないと勝てないぐらいに」

「はっはっは。全力を出してしまっても構わないのかな？」

「心強いお言葉です」

「……ところで……フィルスという子はいるのかな？」

「フィルス？　あー、はい。下で仕事してますけど」

「あの子……良いおっぱいをしているよね」

「邪ですねぇー」

「実は、彼女の動画を見て気になってね。この仕事を受けたんだよ」

「正直ですね」

「何故なぜこの仕事を受けたのか。って気にしていると思って」

「あーだからですかー」

「ん？」

「いえ、今回の仕事の報ほう酬しゆうの中に、フィルスの水着ブロマイドを付けて欲しいって言われまして」

「あはは、どこまでも邪ですねぇ」

「邪心ですいません」

「フィルスので良ければ、いくらでも用意しますよ」

　というマルクくんの言葉に、俺は手を合わせて懇こん願がんする。

「マルクくん、俺の分も数枚確保してくれないだろうか？」

「え？　ああ、いいですよ」

「寝ねてるところの隠し撮どりなんかも是ぜ非ひ」

「あはは」

「あ、そうだドラクマさん。ついでにうちの妹の寝てるところなんかも写真に収めようか？」

　なんて冗じよう談だんで言ったら──

「マナトさんっ！　それはボクの分もあるんでしょうねっ！」

　とマルクくんが鼻息荒あらく詰つめ寄ってきた。

「その妹ちゃんは、ボインなのかね」

「ボインですっ！」

　マルクくんがぐっとガッツポーズを取る。

「いや、冗談で言ったんだけどね……」

　思ったより食いついてしまったため、俺は後に引けない空気を感じていた。

　そこへ──

「おにーちゃん。何話してたの？」

　件くだんのまどかがやってきて、俺はびくっと体を硬こう直ちよくさせた。

　恐おそらく、裏ボス役のドラクマさんを一目見ておきたいのだろう。

「ボーイズトークという奴やつだ」

「えー、私も混ぜてよー」

　混ぜられるわけがない。

「ボーイズになってから出直してこい」

「ええー。なれる訳ないじゃなーい」

　ぶー。と頰ほおを膨ふくらませるまどか。

「彼女が、妹ちゃん？」

「ん？　ああ、妹のまどかです。こちらは今回裏ボスを担当して頂くドラクマさん」

「は、初めまして」

　ぺこりと頭を下げるまどか。

　ドラクマさんはじっくりとまどかを見下ろして──

「………………マナトさん。先ほどの件、よろしくお頼たのみ申します」

　参ったね。こりゃ。

　冗談で言ったことだが、妹の隠かくし撮りを商売道具にするのは気が引ける。

　だが、フィルスの隠し撮りは絶対に欲しいと思う気持ちは変わらない。

　俺もまた──邪心だったのだ。

「あ、妹ちゃんここにいたんだー」

　そこへフィルスがやってきた。

　いつもと同じ笑え顔がお。

　いつもと同じへそだしルック。

　いつもと同じ、素す敵てきなおっぱいを揺ゆらして。

「あ、もう休きゆう憩けい終わりですか？」

　二人は、検定試験の勉強中だった。

「ううん。一緒にご飯でも食べようかなーと思って捜さがしてた……ってこの方は？」

「裏ボスを担当して下さるドラクマさんだ」

「フィルスです。初めまして。今回はよろしくお願いします」

　大きな頭が垂れた。

　ドラクマさんのお辞じ儀ぎは、それだけで風が巻き起こる。

「おっきいですねー」

　まどかが感心しきりに呟つぶやいた。

「君たちもね」

　ドラクマさんは六本の腕うで全すべてでぐっと親指を立てた。

「私たち？」

　言っている意味が分からず、まどかは首を傾かしげる。

「着きました。ここが、広場です」

　なんて話しながら、俺たちは広場へとやってきた。

「ふむふむ。そこそこの広さですね。家屋は破は壊かい可能ですか？」

「ええ。うちのスタッフは優ゆう秀しゆうですから、すぐに修復出来ますし、存分に暴れて下さい」

「腕が鳴りますなぁ」

　何本目の腕が？　とは聞かなかった。

「あ、そうだ。せっかくだし……子作りしませんか？」

　フィルスが笑顔で言う。

「こ、こここここっ！」

　ドラゴンのような口から、ニワトリのような声が出ていた。

「あー、ちょうどそのつもりだったんだ」

「え！　いいの？」

「いいのも何も、ねえ？」

「ドラクマさん。フィルスはプレイヤーパーティーに選ばれているんですよ。適任です」

「じゃあ、子作りしましょ！　ドラクマさん」

「じゃあって……ここで？」

「いやあ楽しみだなー。どういう子作りするのか」

「え！　見届けるんですか！」

「そりゃあ見たいですよー」

「邪よこしまな……」

「いっちょ派手なのお願いしますよ。どぴゅっと」

「えげつないこと言うなー君ー」

　俺は、何かを忘れていた。

　何か、重大なことを伝え忘れているような気がしていた。

「行きますよ──ほっ！」

　フィルスが大地を蹴ける。

　俺には一いつ切さい見せない速度。まるで瞬しゆん間かん移動なのかと思うぐらいの速度でドラクマさんの懐ふところへ飛び込み──

　どごぉっ！

　その鎧よろいのような皮ひ膚ふに覆おおわれた腹部に、フィルスの拳こぶしがめり込んだ。

「ぐふうっ！」

　口から泡あわを吹ふいて、ドラクマさんは前のめりに倒たおれた。

　ずずん……と重々しい音がして、砂すな埃ぼこりが舞まい上がる。

「あ」俺はそこでようやく気がついた。

「すいません。フィルスの子作りって、組み手のことなんです」

　これだ！　この前提をドラクマさんは知らないんだ。

「あれ？　ドラクマさん？」

　ドラクマさんは起き上がらない。

「ドラクマさんっ！　ドラクマさーんっ！」

　何度も何度も呼びかけるが、動かない。

　どうやら──失神してしまったようだ。

「えい」フィルスがもう一発お見舞いすると──

「ぶはっ！　な、何が起こったんだ！　ワシは逝いってしまったのか！」

　がばっと立ち上がり、はあはあと息を荒くする。

　まるで、悪夢から覚めたかのように。

「えっと……手て違ちがいがありまして」

　どう説明するかを、俺は考えていた。

「ドラクマさん。全力でお願いします」

「え！　何をっ！」

「子作りっ！」

　どむっ──

「ぐふう」

　フィルスの鉄てつ拳けんが再度ドラクマさんの腹筋を破壊した。

　だが、今度は失神しない。ドラクマさんの六本ある内の腕の一本が、フィルスに振ふり下ろされる。

　ドンっ──と衝しよう撃げき音がして、衝撃波が村中に広がっていく。

　そして次の瞬間──

「へぶんっ！」

　うめき声を出して、ずずん、とドラクマさんが今度は背中から倒れ、仰あお向むけになった。

「……この広さで、十分っぽいな」

　広場の面積は、一〇メートルあるドラクマさんが戦っても問題ない広さであることが、確かく認にん出来た。

　そして、改めて思う。

「……やっぱり、フィルスは強すぎるな」

　ドラクマさんは裏ボスとしてここへ来たんだ。

　その一いち撃げきを食くらって無傷。

　そして、次の一撃で──

「……私が、なのかな？」

「どういうこと？」

「……ドラクマさん、マナトの一〇倍ぐらいの強さしかないよ？」

　フィルスは不安そうに言う。

「マナトさんより一〇倍強いなら、十分裏ボスとして戦えるんじゃないでしょうか？」

「無理無理」

　早めの無理無理っ！

　まあ、確かに俺の一〇倍ぐらいの強さだとすれば、裏ボスとしての仕事は務まらないだろう。

　フィルスだけじゃなく、四人ほどのバケモノをたった一人で倒さなきゃならないんだから。

「お兄ちゃんって、そんなにヘナチョコなの？」

「誰だれがチョコレート並みの耐たい久きゆう力りよくだコラ」

「あはは、ごめんなさーい」

「まあ、リハーサルで全力を出しても村が破壊されるだけだし、ドラクマさんは手加減をしてくれたんじゃないか？」

「あーそっか。そうだよね」

　俺の言葉で、フィルスも納なつ得とくしてくれたようだ。







　そして、運命の収録当日。

　我われ々われの出番は最後の最後。入り時間は深夜で、当日と言っても日を跨またぐ。

　ドラクマさんは広場の真ん中で巨きよ大だいなパイプ椅い子すに座って待機。

　俺たちは広場から少し離はなれたところにある井い戸どの下、司令室で待機だ。

「マルクくん。今どこまで収録進んでる？」

「もうラストダンジョンですね。順調のようです」

「そうか」と一言返して、俺は広場にいるドラクマさんに通信をする。

「ドラクマさん。今ラストダンジョンのようです」

　ラストダンジョンが終われば、いよいよエンドコンテンツ。

　といっても、エンドコンテンツは色々ある。

　最強の武器を手に入れるとか、最強の武器を手に入れるとか、メンバー全員の最強の武器を手に入れるとかだ。

　いつここへ来るかは分からない。

　だが、待ち続けるしかない。

『ふー』ドラクマさんは口から煙けむりを吐はいた。

　六本ある腕の内四本は組んでいて、足は貧びん乏ぼう揺ゆすりが止まらない。

　ペットボトルほどの大きさをした巨大なタバコを片手に、緊きん張ちようしていた。

　緊張は分かる。

　何回やっても何年経たっても、大おお舞ぶ台たいは緊張するもんだ。

『ふー』ドラクマさんはまた息を吐く。

　もくもくと村にタバコの煙が充じゆう満まんする。

「あいつ何やってんの」

　チョコレートを食べながら、ルピアがイライラを前面に出すように言った。

「緊張することもあるさ」

「今プレイヤー様来たらどうすんのよ！　この煙すぐには消せないわよ！」

「煙のおかげで神秘的な空気は作れてると思うけど」

「そもそも、全然強そうに見えないんだけど」

「それはお前の感想だろ？　俺は強そうに見えるけどな」

「けどけどうっせーわっ！　やけに擁よう護ごするわね」

「擁護してる訳じゃない。根こん拠きよなき誹ひ謗ぼう中傷はどうかと思うだけだ」

「そもそもあたしはあんな奴やつに任せること賛成してないんだけど」

『ふー。よし、決めた』

　すっくとドラクマさんは立ち上がる。

「ん？」

「プレイヤー様、まだ来てないよね？」

「ドラクマさん、どうしたんですか？」

『すいませんでした────っ！』

「え！　何がっ！」

『ワシ、ホントは裏ボスの仕事なんてしたことないんですうっ！』

「ええ！　ええええーっ！」

　本番を前にして、突とつ然ぜんのカミングアウトに、俺とマルクくんが驚おどろきの声を上げた。

「どういうことなの？」

　とルピアが聞くと──

『誰か、代わって下さいっ！』

「ちょっと待って！　ドラクマさん！　したことないってどういうことだよ！　マルクくんはあなたがしてるのを見たことがあるんだぞ」

『実は……これ、スーツなんです』

　そう言って、ドラクマさんの体はお腹なかの辺りで真っ二つに割れ、中から一人のおっさんが出てきた。

　頭がバーコードのようになってしまっている、おっさん。

　タンクトップにステテコパンツの、田舎いなかの縁えん側がわにいるようなおっさんだった。

「……ねえマナト。これでもまだ、擁護するわけ？」

「…………参ったね、どうも」

　俺は、顔を引きつらせた。







　とりあえず、話を聞こうということで、ドラクマさんには司令室まで降りてきて貰もらった。

　村では今も、上半身と下半身がぱっくり分かれた状態の邪じや神しんが広場の真ん中に鎮ちん座ざしている。

「──で、どういうことなのよ」

　ルピアが睨にらみ付けながら言う。

「まず──ドラクマさんって名前でいいのか？」

「ああ、ワシの名前はドラクマ。そしてあれは邪神『ゲオルギオス』。ワシはただ、邪神スーツを着ていただけなんだ」

「えっと……モンスターでもないんですか？」

　憧あこがれの邪神が、まさかのおっさんだったことにマルクくんは驚き戸と惑まどいながら震ふるえる声で言う。

「ああ、……これは、邪神スーツと言って、封ふう印いんされた邪神をぬいぐるみのように着ることで邪神のようになる──言わばパワードスーツなんだ」

「元々邪神だったモノってことね」

「邪悪すぎるから、心は封印されているんだ」

「ちょっと待てルピア。お前、もう事態を把は握あくしたのか？」

「モンスターには、神って言われるレベルのモンスターがいるのよ」

「ああ」

「でも、あまりに強い力を持った神クラスのモンスターは、人間を襲おそったりする」

「つまり──邪神になるってことか」

「そう。邪神になってしまったような神は、その魂たましいを封印されて、強い肉体だけを活用することがあるのよ」

「それが、邪神スーツ……」

「どうして、そんなのを着てるんですか？　そして、どうして急に脱ぬいだんですか！　もう本番始まっちゃいますよ！」

　マルクくんが焦あせるように言う。

「……ワシは、弱いんだ」

　ドラクマさんはその場に正座して、か細い声で言った。

「え？」俺は聞き返す。

「ワシは、剣けん術じゆつ三級、炎えん術じゆつ三級、召しよう喚かん術じゆつ三級と、何でも三級まではやれた」

「……どっかで聞いた話よね」

　ルピアが目だけを動かして俺の顔を確認した。

「こっち見んな」

「だが、それより上には行けず、妥だ協きようして、いつしか諦あきらめ癖ぐせがついていった」

「……どっかで聞いた人物設定よね」

「こっちをにやにやしながら見んな」

「村に雇やとって貰っても上手うまく行かず、村々を転々とする日々だった」

「……どっかで「こっちを哀あわれみの目で見んな」」

「それでも、プレイヤー様のためになりたい。この仕事を続けたいと──辿たどり着いたのがこの姿さ」

「……どっかにいそうな凋ちよう落らくっぷりね」

「まだ辿り着いてねえよ。これからだよ！　これからでもないわ！　こっち四度見すんな！」

「だったら、そのままあんたがやりなさいよ！　何、本番直前に挫ざ折せつしてんのよ！」

　そのルピアの意見はもっともだな。

「ワシは邪神スーツを手に入れ、その圧あつ倒とう的てきなパワーアップに浮うかれた。ネイルさんと融ゆう合ごうしたピッコロさんぐらい浮かれた」

「変な喩たとえで言われても分からないから、ちゃんと言いなさいよ！」

「勝てる！　相手がどんな奴であろうと負けるはずがない！　ワシは今、究極のパワーを手に入れたのだーっ！　って思いました。ウキウキに浮いてました」

「おお、思ったよりちゃんと言いやがったなこいつ」

「で？　なんで出てきたのよ」

「昨日、リハーサルで、プレイヤーパーティーのフィルスさんと手合わせをしたんだ」

「あー、うん。軽くね」

「ワシは……怖こわいんだ」

「……ええー」

「圧倒的なパワーを手に入れたはずのワシが、為なす術すべ無く倒たおされた。……メインヒロイン候補ってのは、あそこまで強いのかと現実を思い知らされたんだ」

「それは、昨日分かってたことでしょうが。そんとき言いなさいよ！」

「……実際の収録だったら、本来の力の五割ほどしか使わないかなと思ったんで」

「まだ勝てる見込みはあると考えた訳だ」

「……だが、今ふと考えてしまった。もしあのリハーサルでの一いち撃げきが、その五割以下だったら……」

「…………まあ、実際五割以下の力だったと思う」

「怖いんや！　ワイは怖いんやーっ！」

　ドラクマさんはその場に頽くずおれて、泣き出してしまった。

「おおっと、自分を失うほどの絶望を感じたな」

　俺は掛かける言葉も見つからず、ぼーっと見下ろしていた。

「で、どうして欲しいのよ」

　ルピアは腕うでを組んで、ドラクマさんを足あし蹴げにする。

「……すまない！　誰だれか、この中で一番強い人！　この『ゲオルギオス』を着て、代行してくれんかね！」

　と、ドラクマは土下座した。

「ちっ。ふざけんじゃないわよ。あんたみたいなタイプはいっっっちばん嫌きらいなの！　無責任な仕事しやがって！　あんたがやんなさいよ！　いっそ死ね！」

　げしげしとルピアが頭を踏ふんづける。

　今顔を上げれば、ルピアのパンツが見放題だろうが、そんなことを出来る訳もない。

　今日のルピアはどんなパンツだろうか？

　ゴジラがプリントされているときがあった。

　ピンク一色のときもある。

　コーラみてーな黒のときもある。

　俺は長考し──

「よし。分かった。俺たちでやろう」

　と結論付けた。

「はあっ？　なんでよ！　これ、『裏ボス』の仕事なのよ！　出来る訳ないでしょ！」

　ルピアは肩かたからぶつかるようなタックルを仕掛けてくる。

「……今いま更さら新しい裏ボスの方を呼ぶことなんか出来ない。が、こんな状態のドラクマさんに任せる訳にもいかない。やるしかないんだ。俺たちが」

「マナトさん！　スタッフロールもう終わりますよ！　どうするんですか！」

　マルクくんが叫さけぶ。

「あたしもマルクも、あんたも！　戦せん闘とう技術なんてないでしょ！」

「……まどかなら」

「え……」「あ……」

　俺の言葉に、マルクくんとルピアがまどかの方へと顔を向ける。

「まどかなら、フィルスとも戦えるはずだ」

「わ、私？」

　まどかはきょとんとした顔で、自分を指さした。

「……ルピアが言ったように、俺やマルクくん、ルピアじゃあ戦闘力がなさ過ぎて、ドラクマさんがやるのとなんら変わりはない。だが、お前なら──」

「で、でも！　私フィルスさんにダメージ与あたえられる気がしないよ！」

　まどかは掌てのひらを広げた両手を、ぶんぶんと振ふって否定した。

「邪神スーツを着れば、ステータスは一〇倍になる。そうだな？　ドラクマさん」

　俺は覚えていた。

　フィルスは確かにこう言っていたんだ。

　ドラクマさんは、俺の一〇倍の強さだと。

　ドラクマさんが元々俺の一〇倍強いのであれば、三級以上の資格を取れるはず。

　つまり、邪神スーツには、中にいる人間を強くする力がある。

「あ、ああ……確かにワシの場合は一〇倍の強さにしてくれた」

「……一〇倍」

「た、確かに、それだったらまどかさんなら──」

　ルピアもマルクくんも、納なつ得とくし始めていた。

「で、でもでも！　ほら、マミさんとかウン子こさんの方がいいんじゃないかな！」

　まだ、まどかはぶんぶんと手を振っている。

「あー、ダメ。モンスターの奴やつらは、召喚術使えないから」

　ルピアが手をぶんぶんと振る番だった。

「召喚術？　何か関係あるのか？」

「邪神スーツはね、まだ『生きている』のよ。封印された『邪悪な心』が宿ってるの。それを着るってことは、少しずつ、封印された心も解放することになる」

「もし、解放されたら？」

「意識を、奪うばわれる」

　ぞく──と背筋に何かが疾しつ走そうした。

　それはきっと、虫むし酸ずってやつなのかもしれない。

「それを抑おさえるのが、召喚術三級の技わざだ」

　ドラクマさんの言葉で、俺は思い出した。

　召喚術を行うにあたって、必要なプロセスがいくつかある。

　その中でも最も重要かつ最初に覚えるべきこと。

　それが、『モンスターを服従させる技』だ。

「ま、一級レベルのあんたなら、造作もないことだと思うわ」

　そうだ。まどかは召喚術も一級レベル。何も問題ないだろう。

「……でも」

　マルクくんは迷っているようだった。

　まどかの精神が乗っ取られる可能性があるんだ。

　臆おくする気持ちは分かる。

　だが──

「やろう。──今更後あと戻もどりは出来ない。このイベントは、ちゃんと『成立』させるんだ。まどか──頼たのむ。これは、お前にしか出来ないんだ。俺たちは、最大限お前をフォローする」

　俺は、まどかを信じる。

「…………分かった。分かったよお兄ちゃん。私、頑がん張ばる」

「もうプレイヤー様たち、裏ボス捜さがし始めてますよ！　急いで下さい！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声に、俺たちはドタバタと動き出す。

「ま、なんかあったら主にあんたのお兄ちゃんがなんとかするから、頑張んなさい」

　主に、という言葉で、俺は驚おどろいた。

　全部俺がやる訳ではないのか──と。

　暗に──ルピアも頑張ると言っているようで、驚いた。

「ありがとう。ありがとう！」

　ドラクマさんは俺の手を取り、強く握にぎり締しめる。

「──ドラクマさん、あんたもだ」

　俺は、まるで全すべて終わったかのように安あん堵どするドラクマさんを睨にらみ付けた。

「え？」

「俺は、あんたを否定しないし、文句も言わない。ただ──ルピアの気持ちも分かる。これはあんたの仕事だろ？　能力がないからって諦あきらめてどうする？　考える力はあるだろう？　体はまだ動くだろう？　まだやれることはあるだろう？　それらを全て使うことを、頑張ると言うんだと思う。だから、俺はあえて言う。ドラクマさん。──あんたも頑張れっ！」

「……ワシには、その力も……何もないんだ」

　俺の思いは、彼には届かなかった。

　俺がもし主人公だったら──ちゃんと彼を奮起させられたのだろうか？
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　まどかが村へ上がり、急いで広場へと向かう。

「まどか！　聞こえるかっ？」

『うん。聞こえるよ！』

「もうプレイヤー様はいつお越こしになられるか分からない。椅い子すやタバコとかを全部回収してくれ」

『はーい。緊きん張ちようしてきたなー』

　まどかがそそくさと支し度たくをするのを見ながら、俺は一つ頷うなずいた。

「よし。ドラクマさん、普ふ通つうにあの中へ入ればいいのか？」

「……まず、下着姿にならなければならない」

　きりっとした表情でドラクマさんは言う。

「いや、なんで服のままだとダメなんだ？」

　俺は呆あきれた声で、侮ぶ蔑べつの意を込めて聞き返した。

「……はて？」

　ドラクマさんは首を傾かしげる。

「まさかの理由なしっ！」

「マナトさん！　ここは言う通りにしましょう。少しでも成功率を上げないと。まだ、まどかさんが邪じや神しんスーツを扱あつかえるかどうかすら、未知数なのですから！」

　そう言うマルクくんの口の端はしにきらりと光ったのは、きっと欲望の塊かたまりであるヨダレだろうな。

「まどか。どうやら下着姿でないとダメなようだ」

『え！　そうなの！　なんで？』

「まあ、疑問に思うわな」

『……でも、そうしなきゃいけないなら、そうする』

　うちの妹が聞き分けの良い方でよかった。

　しゅるしゅると衣きぬ擦ずれの音がして、まどかは服を脱ぬいでいく。

　妹の着き替がえシーンなんか見ても、やめとけやめとけとしか思わないのは何故なぜだろうか。

「……あんたら、顔伏ふせてなさいよ」

　まどかの可愛かわいらしいピンクの下着が見えた頃ころ、ルピアが怒いかりの籠こもった声で言う。

「いや、何が起こるかわからないからな。見届けないと」

　ドラクマさんは血ち眼まなこになって画面を眺ながめていた。

「ですね」

　マルクくんはきりっとした表情で眺めていた。

『ここに、入ればいいのかな？』

　と、まどかが体が真っ二つになっている邪神を指さす。

　ちらりと見れば、ドラクマさんがこくりと頷いた。

「入れ。まどか」

　俺の指示で、まどかは邪神の中へ。

　すると、まるでふたを閉めるように上半身が動き、すっぽりとまどかを飲み込んでしまった。

「まどか……大だい丈じよう夫ぶか？」

『うん。暖かくて、柔やわらかい』

　俺は驚いた。

　その声は、邪神の口の中から聞こえたからだ。

「中に入った時点で、彼女の意識とゲオルギオスの意識はシンクロしている……あっ！　シンクロっ！　シンクロだ！」

　ドラクマさんは何かを思い出し、大きな声を出した。

「シンクロ？」

「ああ、着慣れているワシならば問題ないが、初めて邪神スーツを着るのならば、シンクロ率を気にしなければならない」

「それは、どういったモノなんですか？」

「基準値の割り出し方は──最高ＨＰたす最低ＭＰかける血圧の高さわる２」

「そんな台形の面積求めるような式でいいのかよ！」

「いやいや、あくまで基準で、そこから色々な計算をしなきゃいけない」

「マルクくん。算出してくれ。で、そのシンクロ率がどう重要なんだ？」

「シンクロ率は、つまるところ邪神とどれだけ『同化』しているかってことだ。高すぎても低すぎてもいけない。それが、下着一枚の差なんだ」

「出ました。今のシンクロ率、六二％です」

「シンクロ率は一〇〇％でその性能の全てを使うことが出来るが、肉体を乗っ取られる可能性がある。二〇〇％になれば、精神そのものも乗っ取られてしまうかも」

「つまり、一〇〇％以下に抑えろってことだな」

「そういうことだ」

「プレイヤー様！　来ますっ！」

「よし。始めるぞ！　まどか！」

『りょーかい！　今だったら、誰だれにも負ける気がしないよっ！』

　妹のエコーボイスが村に響ひびいた頃、村の外には、四人の戦士が見えた。

　女子、四人組。

　お姫ひめ様のようなドレス衣い装しよう、ビキニのような衣装、白衣、アオザイのような衣装。

　フィルスは最後にやってきたアオザイのような衣装で、両手に剣けんを携たずさえていた。

　今回は、二刀流のキャラクターってことだな。

「プレイヤー様、戦せん闘とうに入ります！」

　マルクくんの声と同時に、四人は武器を構える。

　剣、剣、剣──全員、違ちがう形だが、剣だった。

　一人一人が順番にまどかへ攻こう撃げきを開始する。

　その攻撃を、まどかは避さけようとした。

「まどか！　避けるなっ！　受けきれ！」

　俺は咄とつ嗟さに声を掛かける。

『りょ、りょーかい』

　戸と惑まどいを見せたまどかは四人の攻撃が終わるまで、じっと動かずに耐たえていた。

　ボスの主な仕事ってのは、攻撃を受けること。

　プレイヤー様がお育てになられたキャラたちの『全力』は、避けてはならない。

　ボスのお仕事ってのは、度胸と根こん性じようが大事。

　俺も、それで苦労したなー。

「……っていうか、あいつ今フィルスたちの攻撃を避けようとしたわよね」

　ルピアが真剣な表情を浮うかべていた。

「ん？」

「避けられるって、ことよね？」

「……確かに。それってつまり──」

　まどかは、あの四人と同等か、それ以上の強さになっているということなのではないか？

　そんな疑問をルピアに言うより早く、まどかの反撃が始まった。

　ただのパンチ。

　それは、フィルスに向けられた。

　知らない人を殴なぐるのは気が引けたのか、一番近くにいたからなのか。

　理由は分からないが、とにかくフィルスを殴ったんだ。

　そして、俺たちは目を丸くして驚おどろいた。

　まどかの二回目のパンチがフィルスを叩たたくと、フィルスは倒たおれたまま動かなくなってしまったのだから。

「マルクくん、フィルスのＨＰは？」

「ゼロです」

「噓うそでしょ？」

「まあ、仕事中のフィルスは最高でも五〇％ぐらいの力しか出さないですし」

「……それでも、二発は凄すごいな」

「……まあ、ね」

　さすがのルピアも、毒を吐はけないほどの圧あつ倒とう的てきな強さ。

　俺がボスをしたときはプレイヤー様たちもレベルが低かった。

　が、今回は違う。最高レベルの武器と最高レベルの強さ。

　そのフィルスを、二発で倒せる。

　それも、ただの『通常攻撃で』だ。

　それは──正に──

　裏ボスの強さだった。

　まどかが二回殴ると、またフィルスたちの番。

　そう、今回のＲＰＧは、由ゆい緒しよ正しき伝統の『ターン制』バトルなのだ。

　ターン制にも多々あるが、今回のはオセロや将しよう棋ぎと同じように、敵と味方が順番に攻撃をする。

　プレイヤー様が四人で一回ずつ攻撃を行い、そしてまどかが二回攻撃する訳だ。

　まあ、本当はこちらも一回で止めなきゃいけないところだが、まどかは初めてボス役をやるんだし、向こうは四回攻撃みたいなもんだ。

　二回攻撃ぐらい、裏ボスならば許されるだろう。

　リハーサルの現場にまどかがいてくれて良かった。

　きっと、まどかは二回目の攻撃のときに気付いたんだ。

　交こう互ごに攻撃をしなければならないと。

「いいぞまどか。そのままプレイヤー様の攻撃を一回ずつ受けて、二回攻撃を返していこう」

『うん。良かった。これでいいんだね？』

「ああ、その調子でぶっ飛ばせ」

『うんっ！』

「バカ！　返事の声が大きい！　プレイヤー様に聞こえたらどうする！」

　はっと口に手を当てたまどかは、さりげなくぐっと親指を立てる。

　そのポーズもまた、危険だと言う暇ひまはなかった。

「プレイヤー様のターン！　来ますっ！」

　じっとまどかを見上げたまま立ち止まっていたプレイヤーパーティーが動き出す。

　ターン制の良さは、じっくり考えてから行動に移せるというところだ。

　プレイヤー様はどういう指示を送るかを悩なやみながら行動するため、ターンが始まってもすぐには行動に移さないことが多い。

　大事な局面では、特に。

　一番早いキャラがアイテムでフィルスを蘇そ生せい。

　フィルスは蘇生したばかりなので行動は出来ない。

　三人目は何やら剣を天に掲かかげていた。

　最後の一人がやっと攻撃。何をどうやったのかはさっぱり分からないが、刀身から竜りゆうが八匹ぴきも現れてまどかを襲おそった。

　竜と言っても、ゲオルギオスのようなどっしりと大地に足を着けるタイプではなく、ヘビのようなタイプの竜だ。

　剣術や槍そう術じゆつ、斧ふ術じゆつなどでも検定二級で試ためされる技術。

　なんかオーラ的な感じの竜をぶつける技わざ。

　いつ誰が使っても格好良い、人気の攻撃と言えよう。

　しかも、それが八つも。一つ出すだけでも凄いのにな。

　八つ……竜……ヤマタノオロチって奴やつだな。……ヤマタ……

「なあ、ヤマタノオロチって、どうして頭が八つなんだろうな」

「え？　どういうことです？」

「八つの又またがあるなら、頭は九つなんじゃないか？」

「あー確かに」

「あんたってホントバカよねー。じゃああんたはＹ字の道に差し掛かったら一ひと叉またの道だとでも言うの？　頭おかしいんじゃない？」

「……道の話はしてないですけどー」

「はあ？　八ヤ岐マタノ大蛇オロチよ八岐大蛇！　分ぶん岐きの『岐』の話じゃない！」

「……漢字で……考えていませんでした。すいません」

　負けた。俺は完かん膚ぷなきまでに叩きつぶされた。

　なんと浅はかな発言だったろう。

「あっ」マルクくんが小さく声を出したので、画面に目を戻もどすと──

　まどかのパンチが防がれていた。

　何やら、バリアのようなモノに。

　その中心にいるのは、剣を掲げた少女。

「どういうことだ？」

　とマルクくんに確かく認にんする。

「物理無効フィールドね」

　答えはルピアが出してくれた。

「物理……フィールド？」

　俺とドラクマさんは同じタイミングで首を傾かしげる。

「マルク説明してあげて」

「恐おそらく、あのキャラクターは物理攻撃を一いつ切さい受け付けない魔ま法ほうが使える訳です」

「ってことは、次からは魔法で攻撃すべきってこと？」

「ですが、もしかしたら次は魔法無効フィールドを使ってくる可能性があるのかもです」

「あ、また剣を掲げてる」

　無効フィールドを張ったか……

　これはさっきと同じ物理が無効なのか、マルクくんの言う通り魔法が無効なのか……

「まどか！　魔法だ！　何かしらの魔法で攻撃しろ！　マルクくん、技名表示お願い」

「了りよう解かい！」『わかった！』

　攻撃の人間が二人になり、まどかを襲う。

「ねえ、邪じや神しんスーツって、痛みとかも感じないの？」

　ルピアが怪け訝げんな顔で言う。

「俺も気になっていた。どうなんだ？　ドラクマさん」

　まどかは、あのフィルスたちの攻撃を受けて、声こわ色いろが変わっていない。

　俺がボスをやったときなんか、死ぬかと思ったぐらいだってのに。

　もしかして、邪神スーツはダメージを感じさせないように出来ているのではないかと考えるのは自然だろう。

「シンクロ率にもよるが──生身と変わらない」

　俺はそう言われて思い出した。確かに、フィルスにボディーブローを食くらったとき、ぐふうだの、ヘブンだの言いながら倒れたわ。

　マジかよ。

　つまり、まどかはちゃんとダメージを受けている。痛みを感じているはずなのに、泣き言を言わない。

「マルクくん、シンクロ率とＨＰは？」

「七二％！　ＨＰは一九八六三二五」

「……ひゃっ、一〇〇万！　え！　そんなにあんの！」

　せいぜい二〇万ぐらいだろうと思っていたが、その一〇倍ほどのＨＰ。

　邪神スーツは本当に一〇倍の強さにしてくれるってことか。

　まどかの攻撃は、魔法だった。

　魔法とも言いにくい魔法。

　それは、『口からレーザー』だった。

　紫むらさき色いろの、光線。

　色で闇やみ属性であることが分かる。

　闇の光。というと、闇なのか光なのかどっちなんだ！　となんだか矛む盾じゆんしているように思えるが、この表現が正しい。

　マルクくんはこの魔法を『冥めい帝てい波は』と表示した。

　せっかく格好良いドラゴンのような口があるのだから、そこから魔法を撃うつのがいいと判断したのだろう。

　その判断は正しい──正しかったが、間ま違ちがっていた。

　バリアによって、防がれてしまったのだ。

「くそっ、やっぱり魔法無効か！」

　マルクくんの予想通りだな。

　ここで、俺は悔くやしがってしまった。

　二回目の行動があることを忘れていたのだ。

　ここですぐに物理攻こう撃げきを行うよう指示すべきだった。

『落らく雷らい』──シンプルな技名と共に、四人の脳天目がけて稲いな妻ずまが落ちる。

　が、やっぱりバリアに阻はばまれる。

「次のターンもどちらかを封ふうじてくるだろうな」

「どっちにします？」

「両方だ。落雷一発にパンチ一発」

「なるほど」

　物理と魔法、どちらかしかガード出来ないなら、両方を選べば良い。

　至し極ごく簡単かつ、普ふ通つうの発想だな。

　だが、それが、浅はかだった。

　落雷は魔法無効フィールドによって無効化。

　そして、パンチ一発ではフィルスを倒たおせない。

　これはつまり──

「完封されてない？」

　ルピアに言われてしまった通り、もうプレイヤー様の勝ちが確定してしまっている。

　回復、攻撃、魔法無効。それだけで、全すべてを防げているのだから。

「不味まずいな。まどかは剣けん術じゆつはフィルスから習ってたけど、格かく闘とう技ぎは習っていない」

「剣がなければ、物理攻撃がパンチしかないってこと？」

「今この状じよう況きようを打破するには、どういう攻撃が必要でしょうか？」

「物理の、全体攻撃あるいは、相手を即そく死しさせられる能力だな」

　ぼそりと呟つぶやいたのは、ドラクマさんだ。

　伊達だてにこの業界をやっていない。俺も同意見だ。

「…………まだ、手はある」

「どんな？」

「まどか！　時の剣だ！　時の剣なら、物理攻撃かつ全体攻撃になる！　出来るか？　まどか」

『うん……今だったら、あの時よりもいっぱい出せそう』

「よし、じゃあ五ターン後にやろう」

「なんで今すぐやらないんです？」

「裏ボスとの戦いは、適度に長引く方がいいんだよ。勝つにしても負けるにしても」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　時の剣って剣術二級技じゃない！　そんなの出来るのあいつ！」

「あれ、ルピアは動画見てないんですか？」

「なんの」

「フィルスとまどかさんの剣術検定試験に向けた練習風景を、マナトさんが広報用に撮さつ影えいしたんですよ。ドラクマさんもそれを見て来てくれたんで──」

「そんなもん、どれだけしっかり説明されても興味が湧わかないわ」

「ウチの一押し広報ビデオをチェックもしてないなんて……」

　と話している間に、ターンは過ぎて──

「あ、まどかさん、五ターン過ぎました」

『いっくよーっ！』

　五ターンが過ぎたことをマルクくんに告げられ、まどかは指示通り、剣を降らせた。

　何千何万という数の剣。

　それらは避さけられる訳もなく四人を貫つらぬいた。

　技の名前も、そのままシンプルに『剣の雨』だ。

「すご……はっ」

　思わず感かん嘆たんの声を上げてしまったルピアは口を手で押さえる。

「いや、別に誉ほめてもいいんだぞ。マルクくん、ＨＰは？」

「一人がゼロに、二人が瀕ひん死しです」

「よしまどか──あっ」

　俺が指示をする前に、まどかは二回目の行動を取ってしまった。

　剣の雨、二連発だ。

　プレイヤー様は全ぜん滅めつ。

　画面にはゲームオーバーの文字だけが浮うかぶ。

「よっしゃああっ！」

　ルピアが立ち上がり、ガッツポーズを取る。

　裏ボスの仕事は、プレイヤー様に「手て強ごわい」と思われることだ。

　何度も何度も全滅して貰もらい、再さい挑ちよう戦せんして貰う。

　ロボットモノのときと同じだが──

「今のはマズイな」

　ぼそりとドラクマさんが呟いた。

「え？　どうして？　魔法無効フィールドざまーみろって感じじゃない？」

「二回行動をする場合、その行動は『別行動』の方がいいんだ」

「別行動？」

「剣の雨の二連続で確かに倒せはしたが、それじゃダメだってことですね」

「プレイヤー様は一ターンキルというモノがお嫌きらいだ。自分たちがする分にはいいが、敵にされてしまうと、一気にやる気を失ってしまう」

「確かに、一発ゲームオーバーになるような組み合わせは避けるべきですね」

　そんなマルクくんとドラクマさんの会話を聞いていて、俺は首を振ふる。

「いや、問題ない。今回に限っては、大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「どうして？」

「今回のＲＰＧには、魔ま法ほう無効と物理無効というシステムがある。剣の雨二連発で死んでしまったとしても、『あのときは物理無効をするべきだった』という教訓で済むと思う。何より、今回は隠かくしダンジョンを置いていない。これが毎回ダンジョンの奥まで行かなきゃいけないならやる気もなくなるだろうが──」

「そうか。対策を練って再戦するのが楽なんだ」

「ああ、なるほど。隠しダンジョンだと村に戻もどって装備を換かえるのも難しいが、村に来てすぐボスだったら、色々用意が出来る訳か」

「ゲームの本質は『思考』だ。どうすればいいのかを思考することが楽しいんだ。それを、まどかはちゃんと提示出来ていると思う」

「ふーん」

　ルピアがこちらに向いて、じっと俺を見つめる。

「何か異論でもあるか？」

「別に。ただ、楽しんでいるのはプレイヤー様よりむしろ──あんたな感じがしただけ」

　そう言うルピアの顔も、どこか楽しげだった。

　それは、今の状況を、というより、まるで俺が楽しんでいるのを見ているのが楽しいみたいな表情。

　何故なぜ俺がその顔をそう思ったのかというと、まどかもたまにするからだ。

　俺がゲームをして楽しんでいるところを見る時の表情。

　お前がやるか？　と言っても、見てるだけでいいと言う時の表情だったから。

「プレイヤー様、また来ました！　戦闘に入ります！」

「よし、まどか。好きにやれ！」

『うん！　ねえお兄ちゃん』

「ん？」

『このお仕事、楽しいね』

「……何よりだ」

　まどかの一ターン目は、早さつ速そく剣の雨だった。

　だが、それは物理無効フィールドで防がれる。

「一ターン目は物理無効フィールドか」

「さっきは通常攻撃二発だったので、当然そうでしょうね」

「じゃあ、次は魔法無効フィールド来るかもね」

「ああ、だからまどかはもう一度剣の雨で行くだろう」

　そう予想していた俺たちだったが──

　二ターン目も、物理無効フィールドだった。

　三ターン目になると、まどかは魔法を使う。

　落雷だ。

　さっきは魔法無効で防がれたが、今度はどうか──

「なっ」

　俺は驚おどろいた。

　フィルスたち四人の頭上にぶっとい雷かみなりが落ちたのだ。

「なんで……」

　ルピアも目を丸くして驚いていた。

「マルクくん、フィルスたちのＨＰは？」

「……か、変わってません。無傷ですっ！」

　ダメージが、ない。

　何故？

　魔法無効フィールドだったのか？　いや、そうだったら直撃しない。

「……装備だ」

　ドラクマさんがぼそりと呟いた。

「装備……装備かっ！」

　俺はその言葉で理解する。

　プレイヤー様たちは、対策を立ててきたのだ。

　魔法無効フィールドと物理無効フィールド。

　俺たちはその二つをどうするかだけ考えていたが──

　ここに来て、雷無効の装備をしてきた。

「じゃあ、また新しい技わざを出さなきゃいけないってこと？」

　とルピアが言う。

「それはそうなんだが──」

「すでに三つも技出してますもんね」

「多種多様な技を出すのも確かに良いんだが、そうすると、プレイヤー様が飽あきられる可能性が高くなる。出せてもあと二つってところだろうな。それも──ＨＰが半分以下になってからだ」

「なるほど。じゃあこのまま続ける方がいいってこと？」

「……ああ、俺はそう判断する。それに、まだ完かん封ぷうされた訳じゃない」

　物理無効フィールドで剣の雨と通常攻こう撃げきを防がれ、魔法の落らく雷らいも防がれた。

　だが、まだ『冥めい帝てい波は』がある。

「まどか！　五ターンほど今の状態で流してから冥帝波だ！　無効フィールドを張る奴やつを優先して狙ねらえ！」

　口からビームを出す冥帝波は、全体攻撃ではなく単体攻撃。

　だったら、それを──一番厄やつ介かいな奴にぶつける。

　五ターン後。

「まどかさん、五ターン経たちました」

『えっと……なんだっけ』

「無効フィールドを展開する奴に、冥帝波を」

『はーい』

　まどかは指示通り、冥帝波を放つ。

　ドラゴンのような口から、紫むらさき色いろの光線。

　それは無効フィールドを展開しようと剣けんを掲かかげている少女に浴びせられた。

「どうだ？」

「ＨＰ、ゼロです！　凄すごい。ダメージカンストしてますよこれ」

「よし。確定で殺せる技──必殺技ってことだな」

　と思った次の瞬しゆん間かん──

「だ、ダメですっ！　復活しました！」

「なっ！　どうして！　今まだ向こうのターンだろっ！」

「リライブだ」

「リライブ？」

「一ターン目に、プレイヤー様はリライブを使っていた。防ぼう御ぎよの要かなめを一手に引き受ける彼女に」

「そのリライブってのはなんなんだよ」

「あー、ほらあれよ。一回死んでも復活出来る奴。保険みたいな」

「便利過ぎるだろそれ」

「えっとつまり、まず最初に仕留めるべきなのはリライブってのをやる奴で、その次が無効フィールドで……」

　俺は頭を悩なやませていた。いつもは頭の中で考えて結論だけを口にするタイプの人間だが、このときばかりは混乱していた。

「そのリライブってのは、『一回』なんだな？」

「ん？　うん」

「マルクくん、復活したときのＨＰは？」

「八です。復活は出来るけど瀕ひん死しってことですね」

「よし、じゃあまた五ターン後、冥帝波からの通常攻撃だ」

「なるほど！　それだったら二回の攻撃で確実に倒たおせますね！」

　冥帝波は確定即そく死し。それで復活したあと通常攻撃で倒せる。

　無効フィールドさえなければ、なんとか完封はなくなるだろう。

「無効フィールドを張る奴が倒されたらプレイヤー様はハラハラされることだろう」

「で、次のターンに剣の雨ですね」

「いや、そこはあえて通常攻撃二回でいい。ハラハラさせといてほっとさせることも大事だ」

「素す晴ばらしい作戦だと思うけど……なんか引っかかるのよねぇ」

「というと？」

「何かを忘れてる気がするわ。その作戦」

　ルピアが何やらモヤモヤした空気を蔓まん延えんさせたあと──

「五ターン過ぎました！　まどかさん、冥帝波からの通常攻撃をお願いします！」

『はーい』

　まどかのドラゴンのような口から、紫色の光線が照射される。

　が、すぐに復活したあと──まどかのパンチが襲おそう。

「あっ」「あっ」「あっ」「あっ」

　俺たち四人は、同じ言葉を発した。

　まどかのパンチは、復活した少女に届かなかったのだ。

　そう──術者は死んでも、物理無効フィールドは、生きていたんだ。

「物理無効フィールドの効果は、一ターン。張った時点で発動し、ターンが終わるまでは消えないってことですね」

「つまり、二回とも冥帝波で同じ奴を狙うしかないってことか……」

「それはさすがに、プレイヤー様もお苛いら立だちになられるのでは？」

「……そうだな。出来る限りやめるべきだ」

「どうします？」

「まどか。他ほかの技は使えそうにないか？」

『思いつかないよぉっ！』

「何かっ！　何かないのかっ！」

「じゃあ、冥帝波を強化してみてはどうかな？」

　ぼそりとドラクマさんが呟つぶやいた。

「それだっ！　それで行こう！　マルクくん！　ＨＰが三〇％以下になったら言ってくれ。まどか！　冥帝波を強化するんだ！」

「マナトさん！　すでに三〇％切ってます！」

「マジか！　よし、まどか！　行け！」

　ドラゴンのような口から、さっきよりも巨きよ大だいな光線が吐はき出された。

　そして、それは、フィルスに注がれる。

『撃げき滅めつ冥帝波』と、マルクくんが名付けてくれたのだが──

「フィルス、即死です！」

　マルクくんが撃滅冥帝波の結果を知らせる。

「………………そうじゃ、ねえんだよなぁ」

　俺は啞あ然ぜんとした。

　俺が言いたかった冥帝波の強化版ってのは、全体攻撃のことだったんだ。

　まどかは冥帝波そのものをそのままパワーアップさせてしまった。

　つまり、単体攻撃のままだった。

「……終わりだな」

「ま、いいんじゃない？　攻略方法はあった方が楽しめるし」

　その後、落雷も強化されたし、剣の雨も強化されたが、なんの意味もなく、完封されたまま倒されてしまった。

　最後はがっかりだったが──

　俺たちは満足していた。







　そして、フィルスたちは去って行った。

　さっさと撤てつ収しゆう作業に入ろうと思ったのだが──

　まどかが、動かない。

　思ったより簡単に負けてしまったことに、自分でも落らく胆たんしているのだろうか？

「まどか。まあ今回は初仕事だったし、それにしては十分な出来だと思うぞ」

　仕事を一〇〇％完かん璧ぺきにこなせることなんて、そうそうない。

　あのとき、もっとああしていれば。もっと出来たんじゃないか？

　そんなことを思い返せばキリがない。

　だが、それが人生。

　それを繰くり返して、経験を積んでいくことが大事なんだ。

「まどか？　おい！　まどか！　終わったぞっ！」

　返事がない。

　さっきから、全く動かないし、声を掛かけても返事がない。

　そんなに落ち込んでいるのかと思ったそのときだった。

『ふはははははっ！』

　まどかが急に高笑いを始め、俺は体をびくつかせた。

　その声が、とても大きかったからだ。

「まどか……さん？」

　マルクくんも若じやつ干かん引いている。

　というか、全員引いていた。

　ただ一人──ドラクマさんを除いて。

「……取り込まれたのか？」

　ぼそりと呟いたその言葉に、俺は目を丸くした。

　心がろりめく。

　取り込まれた？
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　取り込まれただとっ！

「まどか！　おい！　まどかっ！」

　俺は叫さけぶ。

　その声を搔かき消すように、まどかは民家を殴なぐり壊こわした。

　レンガや木材がはじけ飛び、空っぽの屋内が見えていた。

『我が名はゲオルギオスっ！　素晴らしいっ！　なんと素晴らしい肉体だっ！』

　両手を広げ、邪じや神しんは喜びの声を上げた。

　その声は確かにまどかのモノだったが、その喋しやべり方は──

「噓うそだろ……」

　俺は血の気が引いていくのが分かった。

　いつだ。いつからだ？

「ま、まどかさんのシンクロ率……六八〇％……」

「六八〇っ！　マルクくん！　どうして気付かなかったんだ！」

　マルクくんの言葉に、俺は二度見し、声を荒あららげる。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　確かシンクロ率が二〇〇％で危ないって言ってなかった？　六八〇……って」

　ルピアも驚おどろきに満ちた表情を浮うかべていた。

　画面では、まどかが──いや、ゲオルギオスが村を破は壊かいしているのが見える。

「す、すみません！　さっきまで八〇％だったのに……」

　マルクくんはおどおどとした声で慌あわてて言う。

「……くっ、あいつ、ホントはもっと前に封ふう印いんは解けていたんだ」

　ドラクマさんがぼそりと呟く。

「でも、どうして急に……」

　俺は眉まゆを寄せる。

　急すぎる。この展開は、あまりにも急すぎる。

「うむ。ワシもそれは分からん。これほどのシンクロ率は見たこともない」

「……あっ」

　マルクくんが何かを思い出したように声を出す。

「心当たりがあるのか？」

「まどかさん、確か『憑つかれやすい』んですよね」

「………………あっ」

　俺はマルクくんの言いたいことを理解した。

　まどかは、マッドドッグな狂きよう犬けん病にかかりやすい。

　だが、それは病気ではなく、憑ひよう依いされている。

　まどかは、憑依されやすい。

　そう──シンクロしやすい体質なんだっ！

　だが、何故なぜ今になって？

　こんなにすぐ意識を乗っ取れるなら、仕事の前でもいいじゃないか？

　そうか。フィルスたちがいたから──剣けん術じゆつ一級レベルが四人もいたから、覚かく醒せいしていたのに隠かくしていたんだっ！

　そして今、フィルスたちがいなくなったのを見計らって、一気にまどかの意識を──

　くそっ！　これはマルクくんのミスじゃない！

　俺だ。監かん督とく者しやとしての責任だ！

　もっと危機感と緊きん張ちよう感かんを持ってやるべきだった！

　もっと細かく、調べるように言うべきだったんだ！

　ドオオォォォン……

　頭上から稲いな妻ずまでも落ちたかのような激しい音が聞こえ、思わず顔を天てん井じように向けた。

　が、そんなところを見ても意味は無いと気付き、画面に目を戻もどすと──

　あの野や郎ろう──村を破壊して外に出るつもりだな？

　外に出る……外はまだ、収録の途と中ちゆうだ！

　もしこんなのを放っちまったら、仕事が、収録が台無しになる！

「どうすんのよ！　今すぐフィルスを呼び戻して──」

「バカ！　まだ収録は終わっていない。ラスボスも裏ボスも倒たおして、他ほかの裏要素があるのか、村々を回っているんだ。ここで急に呼び戻せる訳ないだろ！」

「……じゃあ、どうするのよ」

「今、世界は繫つながっています。隣となり村むらに応おう援えんを頼たのむのはどうでしょうか？」

「……ダメだ。こんな大失態を、他の村に知られる訳にはいかない。ウチの評判が、またがた落ちになる。せっかく──仕事が途切れることなく入り始めたところなのに」

「ではどうすれば？」

「とりあえず他の村からの往来を遮しや断だんする。裏ボスを倒したことで、共に村が消滅したってことにして、もし戻ってきそうなら、そういうテロップを流してくれ。壊された箇か所しよから修復して、奴やつをこの村から出すなっ！　急げっ！」

「なるほど……了りよう解かいですっ！」

　マルクくんが急いで取りかかる。

　よし、これでプレイヤー様たちは、もうエンドール村へは侵しん入にゆう出来ない。

　俺たちの仕事は裏ボスだけだから、それが終われば空間を繫いでいる意味もないのだ。

　裏ボス以外にやることは何もないよとアピールするためにも、クリアすればもう入れないという村やダンジョンは多い。

　倒したはずの邪神がまだいたら、プレイヤー様も混乱なさるからな。

　だが、ワールドから切り離はなされたとしても、村が破壊されれば外に飛び出してしまうだろう。

　そうなったら……かなりマズイ。

　あんなのを解き放ったなんて知れたら、また仕事がなくなる。

　拳こぶし一つで民家が吹ふっ飛ばされ、粉々になるのが見える。

　だが、その都度地面からにょきにょきと民家が生えてくる。

　さすがマルクくん。

　俺では絶対に出来ないような速度で修復している。

『小こ癪しやく！　小癪小癪小癪小癪うっ！』

　ゲオルギオスはにょきにょきしてくる民家に苛いら立だちを覚え、何度も何度も破壊し続けた。

　マルクくんだったらこの村に封じ込めることは容易に出来るだろう。

「問題は、あいつをどうするかだが──」

「フィルスが戻ってくるまで、時間を稼かせぐしかないんじゃない？」

　まあ、ルピアの意見が妥だ当とうだな。

　フィルスだったら、邪神だろうがぶっ倒してくれるだろう。

　収録も、もうほとんど残っていないはずだ。

「ですが、シンクロ率……尚なおも上じよう昇しよう中です」

　マルクくんの言葉に、俺もルピアも口を閉とざす。

　待ってる時間はない。

　戦える戦せん力りよくもない。

　あんなデカイ奴と、戦える訳がない。

　……戦力？

　……デカイ？

　その二つの言葉で、俺は閃ひらめいた。

「ある。まだ、手はある」

「どうするの？」

「俺たちの手で、邪神を──倒すんだ。格納庫へ向かうぞっ！」

「格納庫……そうか！　あそこにはっ！」

　ああ、俺たちが丹たん精せい込めて作り上げた『ロボット』がある。

　今はＲＰＧの仕事で山の形をしているが、そこには格納庫。そして、その中には、あるんだ。

『まどか専用機』が、新品同然の状態で。

　ファンタジーな世界で、ロボットを動かすなんてことはしてはならないが、この村での収録は終わっている。

　あれだったら、邪神とも渡わたり合えるだろう。

　大きさも、大差はない。

「でも、どうやってあそこまで行くんです？」

　マルクくんの言葉に、俺もルピアも固まった。

　まず、井い戸どを出て、広場を抜ぬけて、村を出て、山まで行って──

　ゲオルギオスに捕つかまればそれで終わりだな。

「ドラゴンさんとか、召しよう喚かん獣じゆうの方々、喚よぶ？」

「ダメだ。危険な目には遭あわせられない。ドラゴンさんたち派は遣けんの方々は、あくまで仕事で来ているんだ。──傭よう兵へいじゃない」

　召喚獣のモンスターたちは、確かに戦うのがお仕事だ。

　だが、それはボクシングや空手のように、死ぬ危険性があればストップをかける。

　こんな、命いのち懸がけの仕事をさせる訳にはいかない。

「まあ、そうね。あんなのと戦わせたら、次から喚んでも来なくなるかも」

　つまりは、このルピアの台詞せりふが全すべてだ。

「でも、どうすれば……」

　マルクくんはこちらに顔を向けずに呟つぶやいた。

　コンソールを弄いじる手を止める暇ひまがないからだ。

「……ワシが、囮おとりになる」

　名乗り出たのは、ドラクマさんだった。

「ドラクマさんが？」

　俺は目をぱちくりさせて聞き返した。

「君はワシにこう言った。『あんたも頑がん張ばれ』と──あの邪神ゲオルギオスを持って来たのはワシだ！　今こそ、ワシに頑張らせてくれ」

「分かった」

「分かったって……あんたの妹は今、フィルス並みの強さなのよ！　あんたと同じぐらい使えないこいつじゃあ、ただ死ぬだけじゃないっ！」

「いや、実は俺も、ドラクマさんに行ってもらおうと考えていたんだ」

「え？」

「囮を立てる必要があると、俺も考えていた。だが、俺たちは、ゲオルギオスがどういうモノなのか分からない」

「ああそうだ。ワシならば、ゲオルギオスをよく知っておる。パンチがどれだけ届くのか、魔ま法ほうがどれだけの範はん囲いを攻こう撃げき出来るのか」

「なるほど、元当事者だから……って！　こいつを囮にしてその後どうすんのよっ！」

　ルピアは腕うでを組んでふむ……と頷うなずいた後、慌てて叫さけんだ。

「俺が行く。俺が格納庫まで走って、まどか機に乗る」

「え？　あんたよりマルクの方が操縦上手うまいじゃん」

「そうです！　ボクが行きます！　行かせてください！」

「はっきり言うが、ドラクマさんが囮になっても、必ず格納庫へ向かう人間のことはバレる。そして、マルクくんの運動能力では攻撃を躱かわしきれない」

「……そ、そうですけど」

「それにあいつが壊こわした村を修復しつつ、サポート出来るのはマルクくんだけだろ？」

「……そう、ですね」

「そーね。あたしは修復出来るけど、黙もく々もくと作業するタイプだし」

「でも！　ボクが気付いていれば！　まどかさんを……あんな姿にせずに……けじめをつけるべきなのは、ボクなんです！　ボクが止めなきゃっ！」

　マルクくんがどんと胸を叩たたいて叫ぶ。

「何よりもっ！」

　俺は、責任感に押しつぶされそうなマルクくんの言葉を遮さえぎるように、大きな声を出した。

　びくっと体を硬こう直ちよくさせ、マルクくんはちらりとこちらを見る。




「……君は、きっとまどかを殺せない」




　俺の声は、強く、そして小さかった。

　これは、最悪の事態の話だ。

　今、俺たちはゲオルギオスを倒し、妹を救出することを前提に話をしている。

　だが、もし妹を救出するのが手て遅おくれだったとしたら？

　あれはもう、ゲオルギオスでしかなかったとしたら？

　……まどかを、殺さなければならない。

　マルクくんがまどかに好意を持っていることは、分かっている。

　好きな人に弾だん丸がんをぶち込むなんて、出来るような子じゃないこともな。

　そんなこと、マルクくんにはさせられない。

　妹の暴走は、兄である俺が止める。

　俺がやるしかないんだ。俺が……

「だったら、あんたには一番過か酷こくな仕事をして貰もらうわ」

　はあ、と溜ため息いきを一つ吐ついたルピアがマルクくんに言う。

「え？」

「ここで一人残って、全部一人で修復もサポートもやんなさいよ。あいつがこの村から出られないって気付いたら、狙ねらってくるのはここ。命の危険もあるわよ」

　確かに、ここに残るのも危険だ。

　井戸の中を攻撃されれば、ここもタダでは済まない。

「一人残って……じゃあルピア、お前は何をする気なんだ？」

「あんたがロボット乗っても、ちょこまか動くだけで当てらんないでしょ？」

　ルピアはそう言いながら、よっこらしょっと席を立つ。

「お前……」

　俺はルピアの言いたいことを理解した。

　彼女は、こう言いたいのだ。

「あたしも、行く」

　と。

　そのときのルピアは、小さく笑えみを浮うかべていた。

　新しいおもちゃを与あたえられて嬉うれしいが、喜んでいることを悟さとられたくないような、そんな小さな笑み。

　楽しんでいるのか？

　今のこの状じよう況きようを。

「そうか。まどかの奴やつは複座式だったな」

「あたしなら、あんたの妹だろうが、撃うてるから」

　ドＳでがさつで狂きよう暴ぼうな性格が、こんなところで役に立つ日が来るとは、思いもしなかった。

「確かに、マナトさんの回かい避ひ能力とルピアの狙そ撃げき能力なら、ボクより圧あつ倒とう的てきに上ですし、適材適所と言えるかもしれません」

　かもしれない。

　つまり、まだ納なつ得とく出来ないところがあるんだろう。

　自分が、まどかを助けたいという思いが、どうしても捨てきれないんだろう。

　分かるよ、マルクくん。

「俺たちが失敗したら……マルクくんに全てを託たくす。それでも納得出来ないかな？」

「あー、そうなるわよね。あたしらが格納庫に辿たどり着けるかもわからないし、ロボット起動させたとして勝てるかもわからないし」

「……わかりました。ボクは、最後の最後の希望として、ここに残ればいいんですね？」

「……決まり、だな」

　うん、と俺たちは頷いた。







　俺とルピアは井戸にあるエレベーターで村へと上がった。

　が、すぐには村へ出ない。

　先に上がっていったドラクマさんが行動に移るのを待っていた。

「ふう」とルピアが大きく息を吐く。

「お前が緊きん張ちようなんて、珍めずらしいな」

「あんたね。死ぬか生きるかの瀬せ戸と際ぎわで緊張しない奴の方がバカよ」

「俺は、緊張してないさ」

「バーカバーカ」

「うっせーよ」

「……なんでなのか、一応聞いておくわ」

「信じてるからな。仲間たちを」

「……格好良いと思って言ってるなら、やっぱりバカだわ」

「本心で、マジでそう思ってる。俺は俺以外の、お前やマルクくんを信じてるんだ。この作戦は絶対成功する。いや──させてみせる」

「普ふ通つうさ。こういうときは緊張を解くための言葉を掛かけるべきなんじゃないの？」

「そのつもりで言ってるけどな」

「あんたのその話だと、余計プレッシャーかかるっつーの」

「……言われれば確かに。すまん」

「でも、ま……任せなさい」

「頼たよりにしてる」

「………………あたしも」

　ルピアはそう言って少し頰ほおを赤らめた。

　あたしも？　頼りにしてる？　それってまさか──

「俺を？」

「あーもう！　そうよそう！　あたしだってあんたやマルクを信用してるってことよ！　分かったっ？　はい！　じゃあそういうことでおしまい！　死ねっ！」

　何故なぜ怒おこるのかは理解出来ないが、俺の顔がにやけていたことが最大の理由だろう。

　俺ははっきり言って能力がない。

　何にも出来ない無能であるとは思っていない。

　どんなことでも、それなりにやれると思っている。

　そんな凡ぼん才さいでも──頼りにされていると言われると、そりゃあ嬉しい。

　それも、天才から誉ほめられているなら、嬉しいに決まってるさ。

　それが表情に出ていて、早口の罵ば声せいを浴びてしまった。

　……期待通り、とまではいかないかもしれない。

　凡人は、天才のように満点以上の点数は取れない。

　だが、満点を取ることは出来るのだ。

　やるぞ。やる。

　全力で、死ぬ気で、やる。

　それが、凡人である俺に出来る全すべてだ。

　奇くしくも。ルピアに励はげまされた俺は、高こう揚ようしていた。

　そして──

「ゲオルギオスううううううううううっ！」

　ドラクマさんが飛び出し、叫ぶ。

　その声は、きっと司令室にいるマルクくんにも聞こえているだろう。

　村中に響ひびき渡わたる雄お叫たけびだった。

　井い戸どからは遠く、正反対の村はずれ。

　民家の屋根に登っていた。

　囮おとりとしての役割を果たすため、井戸から離はなれたところへ行ってたんだ。

「貴様……貴様かあっ！」

　ドラクマさんの顔を見るや、ゲオルギオスは表情を強こわばらせた。

「何勝手に復活してやがる！　このボケがああああああっ！」

　ドラクマさんの叫さけびに呼応して、ゲオルギオスが体を反転させた。

「貴様如ごときが一人で粋いきがるなっ！　ドラクマあああああっ！」

　ゲオルギオスの六本ある腕うでの内、一本がドラクマさんを殴なぐりつける。

　殺意が籠こもった一撃。

　おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？　砂すな埃ぼこりが巻き起こり、崩くずれた壁かべや抉えぐれた地面がよく見えない。

　名前を叫びたかった。

　安否が気になった。

　だが、声を出す訳にはいかない。

　気付かれる訳にもいかない。

　気を逸そらしてくれた今しかないんだ。

『ゲオルギオスが背中を向けてます。今っ！』

　マルクくんの声に従い、俺とルピアは井戸から飛び出し、駆かけだした。

　とにかく村を突つっ切り、格納庫へ向かうんだ。

「お前はあああっ！　必ずワシがあああっ！　封ふう印いんしてやるからなあああっ！」

　ドラクマさんは叫びながら家屋の屋根を走る。

　生きてたのか。良かった。

　ドラゴンのような口から紫むらさき色いろの光線──『冥めい帝てい波は』が放射され、次々と民家が吹ふっ飛ぶが、にょきにょきとタケノコのように下から民家が生えてくる。

　マルクくんが修復しているんだ。

　よし、作戦の第一段階はクリアしたな。

　このままドラクマさんがゲオルギオスを引きつけている間に、俺たちは格納庫へ向かえば良い。

　民家の裏を走る。

　ゲオルギオスの顔が見えないように走る。

　こちらから見えないならば、向こうからも見えないはず。

　見なくても、マルクくんが位置を教えてくれるはず。

「こいよ！　ゲオルギオスっ！」

　ドラクマさんが叫ぶ。

　絶えず声を出し続けているのは、まだ生きていることを俺たちに教えるためでもあるんだろう。

　ドゴォオン……と思わず肩かたを竦すくめてしまいそうになる音。

「あっ」

　思わず、ルピアが小さく声を出した。

　見てしまったのだ。

　ドラクマさんが回転しながら宙を舞まう姿を。

　やられた……やられてしまった！

　そう思うと、背筋が寒くなる。

　足が止まる。

　ドラクマさんは、大丈夫だろうか？

「ふははは！　なるほど、そういうことかっ！」

　ゲオルギオスの巨きよ体たいがぐるりとこちらを向いた。

　バレた。

　バレてしまった。

「な、なんで──」

　と問いかけるが、すぐに理由は分かった。

　声を出してしまったからだ。

「くっ、ごめん……」

　ルピアもそれに気付いたようで、悔くやしそうに謝った。

「何をするつもりか知らんが！　一人も逃にがすか！」

「ムカつくほどテンション高いわねこいつ」

「寝ね起おきとは思えないよな」

　門まであと少し。

　フィールドへ出ると、壁になりそうなモノは一いつ切さいなくなる。

　くそっ、そこへ出る前にバレてしまうなんて。

「マルクくん！　開門をっ！」

『わかりましたっ！』

　自分で門を開く時間が勿もつ体たいない。

　ごうんごうんと大きな門が開いていくのを見ながら、俺とルピアは走った。

「ふんっ！」

　ゲオルギオスが拳こぶしを振ふるう。

　だが、この距きよ離りはまだ、射程外だ。

　無む駄だなあがきだと思ったが──

「きゃあっ！」

　ルピアが悲鳴を上げた。

　ゲオルギオスが殴ったのは、俺たちではない。

　民家だ。

　民家を殴り壊こわし、その壁、破は片へんがまるでショットガンの弾だん丸がんのように真横から襲おそいかかった。

　ルピアは必死に腕で顔を守ったが、巨きよ大だいな瓦が礫れきが体を打つ。

「ルピアっ！」

　俺は手を伸のばした。

　ふらっと体が倒たおれそうになりながらも、ルピアは俺の手を取る。

　そして、俺は走り出す。

　立ち止まるのが、一番危険だ。

　ルピアは足取りがたどたどしくなりながらも、必死に足を動かした。

「あいつっ！　絶対殺すっ！」

　恨うらみ節を言うほどの元気は残っているようだ。

　ルピアには、戦せん闘とう能力はない。

　重火器の扱あつかいは上手うまいが、運動はそれほど出来るほうじゃない。

　階段から転げることすら失敗するのだから。

　だが、『術』の腕前は随ずい一いち。

　衝しよう撃げきの瞬しゆん間かんに、体を魔ま法ほうで守ったのだろう。

　少しの時間で、すぐ走れるようになった。

「弱いっ！　弱いぞ貴様らっ！　なんと弱い生き物だっ！」

　ゲオルギオスの高笑いが響き、また拳が振るわれる。

　マルクくんが民家を修復していることが、裏目にでた。

　ゲオルギオスが殴り飛ばす民家の壁は、いくらでもあるのだ。

　しかし──

「ぬあああああっ！」

　その拳は、硬かたい民家ではなく、一人の人間にぶつかった。

「ドラクマさんっ！」

　俺は叫んだ。

　ドラクマさんは、まだ生きていたんだ。

　右足の踏ふん張りが利きいていないように見える。

「早く行けぇっ！　ワシが死んじまうだろうがぁ！」

　殴り飛ばされ、ぐるぐると回転しながら宙を舞い、それでもドラクマさんは叫んでいた。

　体を、命を張った頑がん張ばりを、無駄にするわけにはいかない。

「今度こそ死ねっ！」

　口を開けるゲオルギオス。

　冥帝波がまた放射されると思ったそのとき──

　ばくん、と口が閉じた。

　ドン。と音がして、蓄たくわえられたエネルギーは口の中で破は裂れつした。

　閉じられた口からぷすぷすと黒い煙けむりを上げながら、ゲオルギオスはぐらりと体を仰のけ反らせる。

　その口は、『包帯』でぐるぐる巻きにされている。

　包帯。というキーワードに、俺は覚えがある。

「包帯？　マミさんかっ！」

　屋根の上に、包帯女のマミさんがいた。

　全身から包帯が伸び、ゲオルギオスを拘こう束そくする。

「……急いで」

　ぼそりと呟つぶやく声。

「どうして、ここへ」

　俺とルピアは思わず足を止めていた。

　召しよう喚かんした覚えはないのに、マミさんがここにいる。

「水くさいじゃないですか。喚よんでくれれば戦ったのに。走るの苦手なのに」

　村の外から門の中へとウンディーネが入ってくる。

　ぜーぜーと息を切らしているところを見ると、どうやら走ってきたようだ。

「ウンディーネ……」

「裏ボスの収録が終わってるのに後始末に呼ばれないから、変だと思いまして」

　スーツ姿の犬。コボルト族のコボさんまでそこにいた。

「何をする気か分かりませんが！　とにかく急いで下さい！　我われ々われではあんなの倒せませんから！」

　ウンディーネが息を整え、両手を構える。

　大量の水がウンディーネの周囲を渦うず巻まいていた。

「ちゃんらーん」

　民家の屋根に、小太りの男。

「コボさん……ごぶ兵へいさんまで……」

　専属召しよう喚かん獣じゆうの皆みなさんだ。

「わざわざ……ホームから来たのか？」

　召喚獣の皆さんは、召喚されてここへ来る。

　自らの足で訪おとずれることなど、ない。

　わざわざ、様子を見に来てくれた。

　そして、この現状を目まの当たりにして、逃げるのではなく立ち向かおうとしている。

　そんなモンスターの行動は、初めて見た。

「バカっ！　立ち止まってんじゃないわよっ！」

　ぐいっと手を引っ張られて、俺とルピアはとうとう村から出た。

　召喚獣の皆さんが、ゲオルギオスを抑おさえ込む。

　マミさんが腕うでを拘束し、コボさんやごぶ兵さんが足を狙ねらい、ウンディーネが水で攻こう撃げきの衝撃を和やわらげている。

　それでも、ゲオルギオスは止まらない。

「あんた、前に聞いたわよね」

　手を繫つないだまま、俺とルピアは走った。

　草原の草を踏みしめ、丘おかを越こえて走った。

　さっきまで苦しそうだったルピアの表情は、晴れていた。

「え？　何を？」

「あたしが、どうしてあいつらを専属に選んだのか」

「あー、確かそんな会話した覚えがあるな」

「思い出したわ。──あいつらが、『この村を好き』だったからよっ！」

　そう言ったルピアは、楽しそうに口角を上げていた。

　普ふ段だん、相手を殺したいときしか、笑え顔がおにならない奴やつなのに。

「……死なせる訳には、いかねえな。誰だれ一人として」

「死なせたら、あんたも殺すからねっ！」

　……やっぱり、殺したいと思ってるから、笑顔なのかな？







　格納庫に着くと、埃ほこり防止のために被かぶせていた布を取り去る。

　マルクくんが大事に大事に整備をしていた機体。

　横たわるロボットを見上げ、俺はよし、と気合いを入れ直す。

「乗り込むぞ！」

　急いでコックピットへ向かうが──

「あっ！　しまった！」

　ルピアがここにきて、重要なことを思い出した。

　その、重要なこととは──

「またあの水着、着なきゃなんないじゃない！」

「あっ」

　この機体は、主にマルクくんの趣しゆ味みで水着着用の上で乗るタイプだ。

　その水着は、今ここにない。

「急いで錬れん成せいしてくれ」

「でもあんなの……」

　ルピアは恥はずかしげに顔を赤らめる。

「今はもう、まどかだけじゃない！　みんなの命、みんなの頑張りが懸かかってるんだ！」

「わかった！　わかったわよもう！」

　俺とルピアは急いで服を脱ぬぐ。

「こっち見ないでよね」

「お前の体に興味はねえよ」

　ルピアはあのときと同じ水着を錬成し、着き替がえていた。

　男の着替えは簡単だ。その気になれば一〇秒と掛かからない。

　だが、女子の水着の着替えはそこまで早く出来るモノではない。

　だから、仕方が無かった。

　焦あせっている状じよう況きよう、一秒を争う状況だ。

　これは、仕方が無かった。

　俺は、ずっとルピアの着替えを見届けてしまっていた。

　必要あるのか甚はなはだ疑問なブラジャーを取るところを。

　猫ねこがプリントされたパンツを脱ぎ去るところを。

　……ルピアの胸は、とても綺き麗れいだった。

　その先っぽは、あのときどうしても見たかった先っぽは、髪かみの色のようにピンク──という訳ではないが、薄うすい色で、このまま時間が止まればいいのにと思うほど、素す晴ばらしいモノだった。

　ジョン・コリアーの『レディ・ゴディバ』やアレクサンドル・カバネルの『ヴィーナスの誕生』、セイニャク、ブグロー、ファレロの絵画を見たときのような、感動すら覚えるほどのアカデミックな肉体に思えた。

　初めて会った時は、貧弱でガキみてーな体だと思っていたが、なかなかどうして。

　……素晴らしい。

　女性の体と言うものは、なんて魅み力りよく的てきなんだろうなんて、今の状況を忘れ、ただただ見入ってしまっていた。

「ちょっ！　こらっ！　ええっ！　見てんじゃん！　バカなの？　ホントのバカなの？　ガチバカなのっ！」

　ルピアは胸を手で隠かくし、座り込んだ。

「いや、いつ終わるのかなと思っただけだ」

　俺ははっと我に返り、顔を横に向ける。

　目の端はしにうっすらとだけルピアの体が見えていた。

「顔にやけてんじゃん！」

「とにかく！　急ぐぞ！」

　ヘルメットを錬成し、コックピットに向かう。

「あーもう！　待ちなさいよっ！」

　ルピアもヘルメットを錬成し、コックピットへ。

　急いで乗り込むと、システムを起動。

「マルクくん！　みんなは？」

『ドラクマさんは重傷ですがマミさんがなんとか……コボさんとごぶ兵さんの撹かく乱らんと、ウン子こさんの水による衝しよう撃げき緩かん和わで凌しのいでいます！　そちらはどうですか？』

　報告を聞きながら、まどか機を起動。

　シートベルトを締しめて、操そう縦じゆう桿かんを握にぎる。

　システムチェックなんかしてる場合じゃない。

「いけるか？　ルピア！」

「ＯＫっ！　あとはあんた殺すだけ！」

　ルピアは俺のすぐ後ろにいた。

　ジェットコースターに乗るように、二人が一列に並んでいる。

「すいませんでした」

「謝って済むなら死し刑けいはいらないの！」

　コックピット内が水で満ちていく。

　ぐっとペダルを踏ふんで、スイッチをぽちぽちとすれば──

　まどか機の目に、光が灯ともる。

　ぐっと起き上がり、壁かべに手を突ついた。

「あんたは足回りだけやりなさい！　上半身はあたしがやるから！」

「了りよう解かいっ！　ブースター関係も俺がやっていいか？」

「それも足回りに入ってるわよ！　言われなきゃ分かんないの！」

　急いで作業しているせいか、俺たちは声が大きくなっていた。

　二丁のアサルトライフルを手にする。

　弾だん薬やくは──一〇〇〇発ずつはあるな。

　十分倒たおせる量だろう。

　燃料もたんまり。一日中戦えるだろう。

　ほんと、良かった。いつでも出来るように準備をしていて。

　マルクくんのおかげだ。

「よし、出るぞっ！　ルピアっ！」

「うんっ！」

　ブーストを噴ふかし、格納庫（山）から飛び出した。

　フィールドを横切り、村へと戻もどる。

「……驚おどろいた。そんなおもちゃがあったのか」

　地面に、コボさんが血ち塗まみれになって倒れていた。

　ごぶ兵さんの姿は見えない。

　マミさんとドラクマさんもだ。

　ウンディーネをまるで人形のように握り締め、ゲオルギオスは俺たちの方へと体を向ける。

「ゲオルギオスっ！　返して貰もらうぞっ！　俺の大事な村人を──そして妹をなっ！」

　ライフルが火を噴く。

　それらはゲオルギオスの小指と人差し指を弾はじき、ゲオルギオスは痛みと衝撃から、ウンディーネを手放した。

　さすがルピア。腕を狙うとかじゃなく、指一本一本を狙えるのか。

　落ちるウンディーネ。意識がないのか、体は弛し緩かんしていた。

　次の瞬しゆん間かん──民家と民家の間を包帯が繫いだ。

　地面に落ちそうになったウンディーネを、包帯がハンモックのように受け止める。

　マミさんは無事なようだな。

「妹……妹か。感謝するぞ。兄よ。この体は素晴らしい。これほどの力を持った『コア』にはなかなか出会えるモノではない」

　ゲオルギオスは手を胸に当てて、感傷に耽ふけったような表情を見せた。

「黙だまれクソ野や郎ろうがっ！　返せっ！　返せよっ！」

　話す言葉が、何もかもが、俺の怒いかりを増ぞう幅ふくさせていく。

「残念だが、それは出来んなぁ。兄のために何かしてやりたいとは思うが」

　ゲオルギオスはにやにやと口の端はしをつり上げる。

「だったら──死ねっ！」

　そう叫さけんだのは、ルピアだった。

　二つの銃じゆう口こうがゲオルギオスに向けられ、弾丸が連射される。

　だが──ダメージはない。

　全すべて、掌てのひらで止められてしまった。

「銃が効かないのか？」

『いや、冥めい帝てい波はだ』

　画面に、ドラクマさんの顔が映った。頭と右目を包帯で覆おおっている。

「ドラクマさん。無事だったのか」

『囮おとりを名乗り出ておいて、いち早く抜ぬけてしまった。面めん目ぼくない──奴やつは冥帝波を手から出してくる。それで弾丸を攻こう撃げきすることで防ぼう御ぎよしているんだ』

「冥帝波によるバリアってことか」

　掌に冥帝波を発動させて弾丸を消してくる──となれば、六本の腕うででは対処しきれない量の弾丸を雨のように浴びせるしかない。

「ルピア！　撃うちまくれっ！」

「言われなくてもやってるわよっ！」

　ゲオルギオスは六本の腕で弾丸を受け止め、回かい避ひ行動を取ろうとはしない。

『マナトさんっ！　後ろですっ！』

「えっ！」

　マルクくんに言われ、俺は咄とつ嗟さにブーストを起動。機体を横に滑すべらせた。

　振ふり向いて確かく認にんするより、仲間の言葉を信じたんだ。

　後ろだと指し摘てきされたのだから、それは攻撃であると判断した。

　先ほどまでいたところに、剣けんが刺ささる。

　ロボットからすれば、それは割り箸ばしほどの大きさにしか見えないが、それを何百何千と浴びせられればタダでは済まない。

『ワシはあれにやられたんだ』

　とドラクマさんが言う。

　剣の雨か──

　俺のイライラはさらに増していた。

　あいつっ！　さっきっからっ！　まどかの技わざばかり使いやがってっ！

　ぎりっと奥歯を嚙かみしめて、ふと思い出す。

　まどかの技は、剣の雨、冥帝波ともう一つあったはずだ。

　そしてそれは、ロボットに対して絶大な威い力りよくを持つ。

　俺はあえて剣の雨が降ったところへと機体を戻した。

　地面に刺さる剣を踏みつけて。

　次の瞬間──さっきいたところを中心に雷かみなりが落ちる。

　いくつもの巨きよ大だいな雷だ。

　一〇発までは数えたが、それ以降は数えていない。

　落らく雷らいでの攻撃は、ずっと続いていたからだ。

「やるじゃんあんたっ！」

　ルピアの絶賛は珍めずらしい。

　俺は、ひやひやしながら操作していた。

　機械に電気は相あい性しようが悪すぎるっ！　それでなくても、コックピットは水で満たされている。不純物のない水は雷を通さないが、この水は色々な成分が含ふくまれている。

　絶対に、食くらっちゃいけない攻撃だが、一番避さけにくい攻撃だ。

　何故なぜなら、真上はモニターを置いていない。死角からの攻撃。

　さらに、速い。

　発動から直撃までが、凄すさまじく速い。

　とにかく先に動くしかないんだ。

「ルピア！　なんとか腕を破は壊かい出来ないかっ！」

「やってるけど！　あいつ腕多いしっ！」

　落雷を避けて避けて、村の入り口から壁沿いに横へスライドする。

　このまま逃にげ続けても解決にはならないな。

「ドラクマさん！　どうすればまどかを助けられる？　封ふう印いんすればいいのか？」

『……封印は、出来ない』

「出来ない？　何故？」

『魂たましいまでシンクロしてしまっているんだ。今ゲオルギオスを封印すれば、妹さんも一いつ緒しよに封印してしまうことになる』

「じゃあ、どうすればいい？」

『核かくをえぐり出すしかない。体の真ん中辺りだ』

「上半身と下半身をぱっくり開けろってことだな。邪じや神しんスーツから出てきたみたいに」

『その通りだ』

　思ったより無む茶ちやなことを言ってくれるな。

「ちょっと！　あいつが見えないじゃないっ！　戻りなさいよ！」

　逃げに逃げていると、ルピアが不満を漏もらした。

　ホント、攻撃のことしか考えてねえなこいつは。

　反論しようとしたそのときだった。

　村の壁をぶち抜いて、紫むらさき色いろのレーザーが照射される。

　全く予想だにしていなかった攻撃だった。

　冥帝波だ。

「ちっ！」胸の装そう甲こうを削けずられ、俺は舌打ちする。

　壁の向こうからの攻撃なんか、避けられるかよ。

　その攻撃を受けて立ち止まってしまった。

　次の冥帝波を警けい戒かいしたからだ。

　だが、それが悪かった。

　落雷が、とうとう直撃する。

「ああああああああああっ！」

「きゃああああああっ！」

　俺とルピアは絶ぜつ叫きようした。

　痛い。熱い。

　体が痺しびれ、全身が震ふるえる。

　衝撃は一瞬。

　全身を引き裂さかれたような痛みも一瞬だ。

　だが、筋肉の痙けい攣れんは止まらない。

　マズイ。操そう縦じゆう桿かんをしっかり握にぎれっ！　ペダルをちゃんと踏み込めっ！

　立ち止まるのは、マズイっ！

「やっと当たったか。ちょこまかと逃げよって」

　ゲオルギオスは門を破壊し、草原へと歩を進めた。

　その憎にくらしい顔を見るや、ルピアがライフルを撃ち込むが、また掌で止められる。

「死ねっ！」

　落雷が、また行われる。

　まだ体は上手うまく動かなかったが、なんとか避けることが出来た。

　ロボットじゃなく生身だったら無理だったろう。

「お前が死ねっ！」

　ルピアが顔面目がけて撃ち込むが、やはり無意味。

　……これは、どうしたものかなと考えたところ──

「突つっ込め……」

　恨うらみ節のようにルピアが言う。

「え？」

「このままこの距きよ離りで戦ってても、こっちが疲ひ弊へいするだけだっ！　突っ込んで仕留めるっ！」

　……それしか、なさそうだ。

　ルピアの言う通り、俺は機体を前進させる。

「そうくるしか、ないだろうなぁっ！」

　ゲオルギオスはにやりと笑って、六本の腕から冥帝波を撃ちだした。

　六筋のレーザー。

　それを避けながら前進させる。

　正面からの攻撃なんか、当たるかよっ！

「いけっ！　ルピアっ！」

　一発、二発、ゲオルギオスが手を防御ではなく攻撃に使ったことで、こちらの攻撃が当たっていく。

　六本の腕は次し第だいに防御一いつ辺ぺん倒とうになり──

　ライフルはゲオルギオスの口先にまで届いた。

　腕でガードする余よ裕ゆうはもうない。ルピアが引き金を引くだけで、ゲオルギオスの顔面は吹ふき飛ぶ。

「終わりだっ！」

　そう叫んだのは、俺だった。

　俺だったが──

　結果は違ちがっていた。

　機体が揺ゆれる。

　思いっきり吹っ飛ばされる。

　顔が吹き飛んだのは、こっちの方だった。

　俺はすっかり忘れていたんだ。

　本来の冥帝波は『口からレーザー』だったことを。

　ゲオルギオスは口からの冥帝波で頭部を破壊し、さらに三連パンチで機体を吹っ飛ばしたんだ。

　草原の表面は擦こすれ、草が舞まい散り、地面が抉えぐれる。

　倒たおれたところに、落雷、落雷、落雷。

「きゃあああああああっっ！」

　ルピアの悲鳴だけが、コックピットに響ひびき渡わたる。

　俺はぐっと悲鳴を堪こらえ、操縦桿を握るが──

　反応がない。

　ペダルを踏ふみ込むが──

　反応がない。

　そして、コックピット内が赤く染まる。

　赤は、警告の色。

　システムダウンしたから、緊きん急きゆう脱だつ出しゆつをしろと言っているんだ。

「くそっ！　クソっ！　糞クソっ！　システムが落ちたっ！」

　そこら中のスイッチを押しまくるが、一向に反応がない。

　プログラムを打ち込もうとするが、キーボードも反応無し。

「まだ生きている機能があるはず！　オートはっ？」

　同じくぽちぽちという音をコックピットに響かせながらルピアが叫さけぶ。

「ダメだっ！」

「じゃあアナログ！」

「ダメだっ！　何か！　何かないのかっ！　動けっ！　動けよクソっ！　たった一人の妹なんだよ……大事な……家族なんだよ……」

　ダン。とコンソールに拳こぶしを叩たたきつける。

　握り締しめた拳は、震えていた。

　ポーン。

　コックピットの赤がすーっと消えた。

　青白く画面が光り、文字が浮うかぶ。

『音声入力を開始します』

「音声……入力？」

　俺は見慣れない機能に困こん惑わくした。が、すぐに叫ぶ。

「動けええええええええええええっ！」

　すると、読み込んでいるかのようにくるくるとランドルト環かんのようなＣの形が回ったあと──

『登録されていません』

「ダメかっ！　音声入力ってどうやるんだよ！　マルクくんっ！」

『マナトさん……音声入力は、まだ登録してないんです』

　マルクくんは悔くやしそうに言う。

「脱出するしか、ないようね」

　ルピアも観念したように呟つぶやいた。

　きっとあるはずだ！　まだ、方法が。

　ふと、俺の脳内をある光景がフラッシュバックする。




『マルク何してんの？』

『あ、いえ。まどかさん、とても素す敵てきだったじゃないですか？』

『で、あのときの動きを必殺技わざとして登録しようとしてまして』

『へえ、そんなの出来るんだ』

『音声入力で起動出来るようにしておこうかと』




　あのとき──麻マー婆ボー豆どう腐ふを振ふる舞ったあの日。

　マルクくんは音声入力を登録しようとしていた。

　そうだ。あのとき、確かに俺は見た。

「ルピア！　前に音声入力登録してるだろ！」

『あっ！　そう言えばそうですよ！　しましたしました！』

　マルクくんも思い出したようだ。

「…………してない」

「いや、しただろ思い出せ！　なんて言葉だ？」

　確か、マルクくんはこうも言っていた。




『ほら、普ふ通つうの通信のときに誤作動しないように、技名で登録するんですよ。武装名とかだと、会話の中で言っちゃう可能性もあるんですよねぇ』




　ゲオルギオスの攻こう撃げきは今も続き、どんどん装甲はボロボロになっていく。

　冥帝波を何発まで耐たえられるかは分からない。

　急いでやらないと──

「脱出するしかないのっ！」

「バカっ！　俺たちはまだ戦える！　戦えるんだ！　諦あきらめてどうする！」

「……じゃあ、通信切って」

「マルクくん！　通信を切ってくれ！」

『こちらから切れますけど、その……今のその会話すら、外に漏もれてますよ？』

「え？」

「スピーカーオフにしないとやんない！」

「お前はどんな言葉を登録したんだよ！　放送禁止用語でも差別用語でも何でもいい！　別に収録してる訳じゃないんだからっ！」

　そう叫んだとき、ゲオルギオスの攻撃は止やんだ。

　きっと、俺たちが何をやろうとしてるのか、高みの見物をしたいんだろう。

　……もう、勝ったと確信してやがる。

「ルピアっ！　頼たのむっ！　ルピアっ！」

　俺の懇こん願がんは、もう言葉が続かなかった。

　神に祈いのるように、名前を言う事ぐらいしか。

　すると──

「……は……き」

　ぼそりと、背後から声が聞こえた。

　ルピア？　今、何を言ったんだ？

　すると、読み込んでいるかのようにくるくるとランドルト環のようなＣの形が回ったあと──

『聞き取れませんでした。もう一度お願いします』

「本当は……き」

　すると、読み込んでいるかのようにくるくるとランドルト環のようなＣの形が回ったあと──

『聞き取れませんでした。もう一度お願いします』

「ルピア？　お前どうしたんだ？」

　振り向いてみると、ルピアは顔を真っ赤にさせて、俯うつむいていた。

　そして、何かを決意したように、ぐっと奥歯を嚙かみしめ、ガンっ！　と強くコンソールを叩く。イライラを、恥はずかしさを全すべてぶつけるように。




「『本当は大好き』だっ──つってんのっ！」




　すると、読み込んでいるかのようにくるくるとランドルト環のようなＣの形が回ったあと──

『システム　起動』

　俺は何も操作していないのに、機体が動き出す。

　右に左に振れながら、ゲオルギオスに突つっ込んだ。

「ほう、さっきまでとは動きが違うな」

　弾だん丸がんがゲオルギオスに放たれる。

　それらは全て、同じようにはたき落とされた。

　俺たちがそうしたように、機体は撃うちながら前進する。

　だが、その動きは不規則。

　真っ直すぐではなく、左右に振れながら、捉とらえられないような動き。

　ゲオルギオスは六本の腕うでで防ぼう御ぎよし、落らく雷らいを放ち、そして口からの冥帝波。

　それらは、まるで意思を持っているかのように、機体を避よけていく。

　機体が避けているというより、攻撃が失敗しているように見えた。

　そして──懐ふところまで入り込むと一本の腕を摑つかみ、ライフルで上じよう腕わん二頭筋に弾たまを撃ち込んだ。

『腕を一本、破は壊かいした……』

　マルクくんが驚おどろいたように呟く。

　俺たちも、誰だれもが啞あ然ぜんとしていた。

　あっさりと、腕を一本もぎ取ったのだ。

　そして機体は後退し、そこで止まる。

「本当は大好きっ！」

『システム　起動』

　ルピアの叫びで、またブーストが火を噴ふいた。

　左右に振れながらの前進。

　ゲオルギオスは剣けんの雨で対たい抗こうする。

　数百数千、数えるのも億おつ劫くうなほどの剣が降り注ぐ。

　俺は思わず、回かい避ひ行動を取ろうと操そう縦じゆう桿かんを倒たおす。

　が、反応しない。

　機体はブーストを全開にして突っ込む。

　剣の雨が降り注ぐ前に、ゲオルギオスにタックルした。

　ゲオルギオス本人に当たる可能性があるため、剣の雨は使えないってことか。

　……これ、どういうプログラム組んでるんだろう。

　まるで、意思を持っているようだ。

　まどかの意思──

　邪じや神しんまどかｖｓＭＡＤＯＫＡ。

　その対決は、圧あつ倒とう的てきな強さでＭＡＤＯＫＡの勝ちだった。

　プレイヤー様たちが数百人数千人数万人挑いどんで、挑み続けて尚なお、未いまだ攻略されていないプログラム。

　それを攻略出来るとするならば、まどか本人だろう。

　邪神の意識がゲオルギオスではなく、まどかだったならば。

　なんて、色々考える時間が取れるほどに、俺は安心しきっていた。

　ゲオルギオスは、ＭＡＤＯＫＡを攻略出来ない。

「なんだこいつは！　なんて強さなのだっ！」

　ゲオルギオスは呆ぼう然ぜんとしていた。

　さっきまで、絶対に勝てるという自信に満ちあふれていた。

　だが──今は。

「本当は大好きっ！」

『四本目の腕、破壊！』

　ルピアが叫さけぶと、ゲオルギオスの腕が飛ぶ。

　全く対応出来ていない。何度やっても、同じ結果。

　ＭＡＤＯＫＡの動きは変わっていないのに──

　そしてとうとう──ゲオルギオスは倒れた。

　裏ボスとして戦っていたときも、ずっと倒れなかったゲオルギオスが背中から倒れた。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　叫び疲つかれたのか、ルピアの息は荒あらかった。

「ルピア……」

「ち、違ちがうの。命いのち懸がけで仕事してるところとか助けてくれたりとかみんなのことを考えてるところはちょっと尊敬してやってもいいかなってだけで別に好きな訳じゃ──」

　スキャットマンかってぐらいの早口で何を言っているか分からなかったが、俺はそんなルピアの言葉を遮さえぎるように──

「──妹を救ってくれて、ありがとう」

　感謝を伝えた。

　ルピアが一いつ緒しよに乗ってくれてなければ、絶対に倒せなかった。

　これは、ルピアの功績だ。

「うきゅー」

　ルピアはまるでアザラシのような鳴き声を上げて、照れていた。

「……気付いてないの？」

「何に？」

　ルピアが何を言いたいのか、俺は分かっていた。

　だから、誤ご魔ま化かした。

　本当は大好き。

　普段、絶対に言えない言葉。

　まあ、言えないわな。そんな言葉。

　だから、そこには触ふれないでおこう。

「べ、別にいいけど……」

『いやあ、すごい告白でしたねぇ』

　にやにやとした表情のマルクくんが映る。

「……あたしが邪神スーツ着て記き憶おく消したいわ」

　ルピアは真っ赤に染まった顔を見られないよう、両手で隠かくした。

「で、コアを探せばいいんだな？」

『ああ、上半身と下半身を切り離はなしてくれ』

　俺はコックピットのハッチを開き、外へ出る。

　ヘルメットを脱ぬぎ去り、倒れているゲオルギオスの体に飛び乗ったそのとき──

　がばっ──とゲオルギオスが起き上がる。

「なっ」俺は驚きよう愕がくと恐きよう怖ふに戦おののいた。

　まだ、生きてやがったっ！

　油断──

　すぐにコックピットへ戻もどらないと──いや、そんな暇ひまはない！

　俺は剣を錬れん成せいするが、勢いよく立ち上がるゲオルギオスに弾はじかれ地面に落ちた。

「遅おそいわあっ！」

　ゲオルギオスの口から、冥めい帝てい波はが放たれ──ハッチの開いたコックピットを直ちよく撃げきする。

　それは、ただの冥帝波じゃない。強化された『撃げき滅めつ冥帝波』だ。

「ルピアっ！　ルピアああああああっ！」

　黒こく煙えんを上げ、力なく倒れるロボット。

　噓うそだろおい！　こいつっ！　こいつっ！　この糞クソ野や郎ろうがっ！

「ふふっ、ふははははは！　勝ったっ！　これで貴様らはもう勝ち目が──」

「うっせーよ……」

「ん？　どうした虫けら」

「よくも──よくもルピアをっ！　うおおおおおおおおおおおおおっ！」

　俺の剣が、ゲオルギオスをぶった切る。

　脇わき腹ばらの辺りから、肩かた口ぐちに掛かけて斬きり上げたんだ。

　ゲオルギオスは手で防ごうとしたが、その手ごと、その巨きよ体たいを真っ二つにする。

「ば、馬ば鹿かなっ！　……こんな、たった一撃で……」

　覇は王おう剣けん。

　闘とう気きを剣に纏まとわせて巨大なモノを斬る。

　俺はその日、生まれて初めて、『一級』の技わざに成功した。

　ずるりと上半身が滑すべり落ち、赤い断面が現れる。

　そして俺は膝ひざに飛び乗り、その断面によじ登って──まどかを引きずり出した。

　まどかという『核かく』を失ったゲオルギオスの目から、生気が消え去る。

「まどかっ！　おいまどか！　無事かっ！」

　声を掛け、頰ほおを叩たたくが反応はない。

　だが、息はある。脈もある。

　まどかは、生きている。

　ぎゅっと妹の頭を抱だきしめ、俺は泣いた。

　良かった。本当に良かった。

　そんな喜びと──

　ルピアを失った悲しみに、泣いた。

「マルクくん。まどかは生きている。すぐに救急室へ運ぶ用意を」

『はい！　わかりました！　もう出来ていますから！　連れてきてください！』

「……まどかは助けられたが、俺は、くっ、ルピアを……」

「あたしが何よ」

「……………………え？」

　声を掛けられ、俺は鼻水を垂らしたまま振ふり返る。

　そこに、ピンク色の髪かみをした少女がいた。

「ルピア！　お前！　生きてたのかっ！」

「死んだところでも見たの？」

　そう言えば、俺は見ていない。

　丸まる裸はだかになっていたコックピットを攻こう撃げきされたから、死に直結してしまったが……そうか。その前に脱だつ出しゆつしてたんだ。

　俺はまどかを抱いたままゲオルギオスの下半身から飛び降り、ルピアのところへと走る。

　そして、まどかから手を離し、ルピアを抱きしめた。

「良かったっ！　本当にっ！　俺はもうどうすりゃいいんだと……」

「ちょっ！　汚きたなっ！　髪に鼻水付けたら殺すわよっ！　そいで！　妹地面に落としてるからっ！　それで死ぬかもだからっ！」

　ルピアの小さな身体からだを抱きしめ、ぎゅっとぎゅっと抱きしめ、ルピアの頭に頰をすり寄せる。

　嬉うれしかった。

　また会えたことが、嬉しくて堪たまらなかった。

「良かった！　ホントに！」

「わーった！　わかったってば！　ほら、妹運ぶよ」

　ぐいーっと押しのけられ、俺はぐっと涙なみだを拭ぬぐった。

「わかったことが二つあるわ」

「ん？」

　ルピアに手伝って貰もらい、まどかを背中におぶった。

「あんたは、ううん、あんたと妹は、ぶちギレると一級並みの強さになる」
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「コツは、フィルスに教えて貰ってたんだ。切っ先に闘気を集めて、感情を爆ばく発はつさせる。本当に出来るとは思わなかったけど」

「ふーん」

「もう一つは？」

「あたしのこと、好きなんだなーって」

　ルピアは悪戯いたずらな笑えみでそう言った。

「なっ！　どういう意味だよ」

「あんたの妹があいつに精神乗っ取られたときも、村の召しよう喚かん獣じゆうたちがぼこぼこにされたときも──あんたは限界を超こえるまで怒おこってなかった」

「怒ってたさ」

「あたしが死んだと思ったとき──いつも以上の力が出たんでしょ？　それも、邪じや神しんを一撃で倒たおしちゃうほどの力が」

「……まあ、結果論だがな」

「それって、まるで『主人公』みたいじゃない？」

「はは、確かに」

「…………格好良かったよ」

　小さく、からかうようにルピアは言う。

　俺は目を丸くして少し照れ笑いを返した。







　こうして、なんとか仕事は終しゆう了りようした。

　村は散々、村人は散々で、フィルスが一時間後に戻ってきたとき──

「これどうしたの！　みんな大だい丈じよう夫ぶっ！」

　なんてヒドく狼ろう狽ばいしていた。

　あのまま一時間、時間を稼かせぐことなんて出来なかったろう。

　やっぱり、待たずに倒すという判断は正しかった。

　召喚獣の方々は治ち療りようを受けたあとも、裏ボスイベントの後始末を手伝ってくれた。

　誰だれ一人として、重傷を理由に帰ろうとはしなかった。

　まどかを急いでホームへと連れて行き、ちゃんとした医者に診みせたところ、ただ寝ねているだけだという診しん断だんを受けた。

　魂たましいも精神も正常。

　まどかは取り憑つかれやすい体質ではあるが、すっぽ抜ぬけやすい体質でもあるようで、霊れい体たいに対してガバガバなところが幸いしたようだ。

　まどかの付き添そいは親に任せて、俺は村へと戻ってきた。

　重傷の召喚獣の方々が頑がん張ばってるのに、肩書きが村長である俺が仕事をしないのはどうかと思ったからだ。

　そして、村に戻った俺の最初の仕事が──

　ドラクマさんを見送ることだった。

　邪神スーツは処分して、ドラクマさんは手ぶらの状態で転送装置の前に立っていた。

「では、お疲つかれ様でした。ドラクマさん」

　一いつ緒しよに仕事をした時間はとても短かったが、一緒に戦ったことで、俺は別れを惜おしんでいた。

「本当にありがとう。おかげで、まだこの仕事を続けられそうな気がするよ」

「邪神はもうやめた方がいいと思いますけどね」

「……マナトくん。君はワシに似ている」

「ああ、俺も、将来はあんたみたいになるんじゃないかって、ルピアにも言われたよ」

「だが君は、ワシのようにはならんさ」

「どうして？」

「ワシには、彼女たちのような『仲間』がいなかったからな……」

　そのときの表情は、とても侘わびしそうだった。

「だったらドラクマさん。ここで一緒にやらないか？」

　俺の言葉に、ドラクマさんが目を丸くする。

　エンドール村は、人手不足だからな。

　ルピアはちょっと嫌いやがるかもしれないが、少し説明してやればきっと受け入れるだろう。

「誘さそってくれるのかっ！　こんなワシを！　……とんでもなく嬉しい申し出だが──辞やめておくよ。あまりにも、遅おそすぎた」

　ドラクマさんは目をぱちくりさせたあと、首を横に振る。

「別に、うちの連中なら年ねん齢れいとかも気にしないと思うが」

「そうじゃない。いや、そうなのかもしれないが……いや、最も早はや何も言うまい。この道を選んだんだ。それをやり遂とげたいだけ。それで納なつ得とくしてくれや」

「まあ、これ以上、無理には誘えないな」

「仕事の依い頼らいだったら、いつでも呼んでくれっ！」

「そう簡単に、裏ボスの仕事なんて来ませんよ」

　俺は残念に思いながらも、笑顔でドラクマさんを見送った。

　未来の俺を、未来の俺だった姿を、見送った。
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　俺はルピアに笑顔を向けた。

「あう……」ルピアはスプーンを手に、困こん惑わくした表情を見せている。

　ここは、俺の部屋だ。

　司令室でも会議室でもなければエンドール村でもない。

　ホームの中にある、俺の家。

　その中の、俺の部屋だ。

「……いや、まあその」

　困惑したまま、ルピアは何かを弁明しようと口を動かす。

「分かってるさ。お前は、本音を叫さけびたかったんだろ？　そして、たまたま音声入力を設定しているマルクくんを見つけた。そして、吹ふき込んだんだ『本当は大好き』って言葉を。王様はロバの耳だと井い戸どにぶちまけるようにな」

　そうだ。

　俺はルピアの言いたいことを理解していた。

　まどか機に吹き込んだ『絶対に言えない言葉』。

『本当は大好き』

　あのときは、麻マー婆ボー豆どう腐ふを食べたあとだったと記き憶おくしている。

　ルピアは麻婆豆腐のことを辛からいだのつらいだの言っていたが、本当は大好きだったのだ。

　俺の作る絶品麻婆豆腐を認めたくなくて、悪態を吐ついていた。

　全く、素す直なおじゃないんだから、このツンデレ野や郎ろうは。

　まあでも、麻婆好きに悪い奴やつはいない。

　俺は嬉うれしくて嬉しくて、ルピアを自宅に招き、麻婆豆腐を振ふる舞まっていた。

　自宅に来て欲しいと頼たのんだとき、ルピアは顔を真っ赤に染めて嫌がったが、すぐに家族の誰かに会いたくないのだと気付いた俺はこう説明した。

　まどかは検定試験のために夕方まで戻もどらない。

　両親は共働きで、夕方まで戻らない。

　昼飯を食いに来るだけでいいんだ──と。

　まあ俺だってルピアを家に連れ込んだなんて家族に知られたくはないし、ましてやまどかに知られると、確実に鬱うつ陶とうしい。

「いや、あたしが言ってたのは……」

　ルピアはスプーンを口に咥くわえ、何か苦々しい表情を浮うかべている。

「あれ？　もしかして、お前が『本当は大好き』だったのは麻婆豆腐じゃなくて別の──」

「……うきゅー。ああそうよっ！　あんたの言うとおりっ！　本当は麻婆が好きだったのよっ！　死ねっ！」

　ルピアは観念したように叫ぶと、麻婆豆腐をヤケ食いした。

「やっぱり、麻婆豆腐が嫌きらいな奴なんていないってことだな」

　うんうんと俺は笑顔で頷うなずく。

「……辛い」

　その声はあまりにも小さく、つらいなのかからいなのか聞き取れないほどだった。

　まあ、その辛さが美味うまいんだよな。

　あまりの美味さにルピアが泣きながら麻婆豆腐を食べていると──

「ただいまー」

　玄げん関かんの方で声がした。

「今の！　あんたの妹の声じゃないのっ！」

　ルピアがびくっと背筋を震ふるわせる。

「あ、ああ」

　俺も、嫌な予感がしていた。

「ちょっと！　今日は夕方まで帰ってこないって言ってたじゃないっ！」

「あ、ああ」

　俺は困惑していた。

　まどかは、「ただいま」と言った。

　つまり、家の中に俺がいると気付いている。

「あんたの部屋にいるところなんて誰かに見られたら……あたしもう恥はずかしくて殺すしか無いっ！」

　階段を軽快に上る足音が聞こえてきて、ルピアが立ち上がった。

「恥ずかしくて死んじゃうってのは聞いたことがあるが、殺すしか無いってどういうことだよ。とにかく布ふ団とんに入れ！」

「わかったわ！　ってコラっ！　なんであんたも入んのよっ！」

「布団がもっこりしてるのに俺が入ってなかったらバレるだろっ！　急げっ！」

「あーもうっ！」

　ガチャ。

　間かん、一いつ髪ぱつ。

　まどかがノックもせず、俺の部屋の戸を開けた。

「おう。どうだった？　検定試験は」

　俺が声を掛かけるのを聞いて、ルピアはぎゅっと俺の体を抱だきしめる。

　少しでもコンパクトにまとまることで、布団の中は一人であると認にん識しきさせるためだ。

　ルピアの平たいらの清きよ盛もりより平らな部分が、押し付けられていた。

　服の感かん触しよくしかしなかった。

「やっぱり、お兄ちゃん帰ってたんだね」

「まあ、ついさっき帰ってきたところ」

　俺は噓うそを吐いた。

　何故なぜ噓を吐いてしまったのか、今でも分からない。

「……ついさっき？」

「で、どうだったんだよ。剣けん術じゆつと炎えん術じゆつと錬れん金きんと召しよう喚かん術じゆつとあとなんだっけ、人型兵器活用能力検定か。全部一級取れたんだろ？」

　ヘマをしないよう、話を進める。

「……それが、さ」

　まどかはカバンから、卒業式に貰もらう『ぽん』と音がなる例の筒つつを取り出して、中から数枚の賞状を取り出しながら、ベッドへと歩いてくる。

　そして、賞状を受け取った俺は、目を丸くした。

「……剣術……四級っ！　炎術も四級か！　錬金なんて七級じゃねえか。おいおい、お前一級はまああれとしても二級ぐらいなら余よ裕ゆうだったはずだろ？」

　まどかの検定試験結果は、どれも散々だった。

　基き礎そである三級すら取れていない。

「村のみんなが教えてくれたのは、全部一級レベルの勉強だったの」

　とまどかは申し訳なさそうに言った。

　せっかく教えて貰ったのに、結果を出せなかったからだ。

「ああ、お前はその一級レベルにちゃんとついて行けていただろう？」

「私、一級の勉強しか、していなかったんだー」

「…………ああー」

　やっと俺は理解した。フィルスたちは、確かに最初から一級のことしか教えていない。

　検定試験は、一〇級から順番に取っていくモノで、最初から飛び級で一級を受検出来ない。

　そして、まどかは今回が初めてだった。

　初等幾き何か学がくや確率を勉強していても、台形の面積の出し方や分数の足し算は勉強していなかったんだ。

「だからさ。お兄ちゃん」

「ん？」

「勉強、教えて」まどかは満面の笑えみでそう言った。

　俺の、三級の実力が、今試ためされるのだ。

　邪じや神しんスーツをまどかに着せるとき、俺たちは一級の腕うで前まえを持つまどかならば、大だい丈じよう夫ぶだとたかをくくっていた。

　しかし、まどかは三級の勉強を一いつ切さいしていなかった。

　だから、邪神に精神を乗っ取られてしまったんだ。

　やり方を、知らなかったから。

「だったら、まずは召喚したモンスターに操あやつられないようにする技術からだな」

「うんっ！」

　俺は嬉しかった。

　妹のためになれることが。俺も、みんなと一いつ緒しよに、勉強を教えられることが。

「でもその前に、さ」

「ん？」

「何をしたのかな？」

「何をしたのかな？」

　質問の意図が分からず、同じ文言を返した。

「充じゆう電でんが完かん了りようしている」

　まどかはケータイを指さした。

「エアコンの風力が自動に設定されているのに、すでに安定している」

　まどかはエアコンを指さした。

「そ、それが何か？」

「お兄ちゃん、『ついさっき帰ってきた』ってのは噓でしょ？」

「……うぐっ。ああ、そうさ。結構前に帰ってきてたよ。それでいいだろ」

「問題は、どうして『噓を吐かなくてはならなかったのか』。つまりお兄ちゃんは、私にやましいことがあるってこと。そして、それを急いで布団の中に隠かくした」

「急いで隠したってのはどうして分かる」

「麻婆豆腐が食べかけなのに、布団に入っている。大好きな麻婆豆腐を残して寝ねるなんて、お兄ちゃんはしない」

　まどかはテーブルに置いてある麻婆豆腐を指さした。

「まあそのー」

「そこまでして、布団にくるまっている理由は一つ。──私が帰ってきたから、何か不都合な真実を布団の中に隠している。私には、絶対に見られたくないモノを」

　すたすたとベッドに近づくまどか。

「まあそのー」

　俺は言葉が出ず、ただただ、田た中なか角かく栄えいのように「まあそのー」を繰くり返すしかなかった。

「きっと……いかがわしい本かＤＶＤか等身大のエログッズをっ！」

「ま、待てまどか！　ストップ」

「何？」

「……お前の推理はほぼ全すべて的中している。さすが、自じ慢まんの妹だ」

「ども」

「確かに、俺は今、お前に見られたくないモノを、この布団に隠している」

　がじ。「何白状してんだ」と、ルピアが服の上から俺の腹筋に嚙かみついた。

「観念するってのね」

「だが、それは！　お前へのプレゼントなんだっ！」

「……えっ」まどかは乙女おとめのような輝かがやいた目を見せた。

「お前の検定試験合格祝いを買ったんだが、それをお前にサプライズで渡わたすつもりだったんだ！　だから、見られる訳にはいかない」

「そ、そうだったんだ……子犬？」

「みたいなもんだな」

「そっか。じゃあ仕方ないね」

「お前が一級受かったら、改めてこのプレゼントを贈おくらせて貰おうと思う！」

「うん。ありがとうお兄ちゃん」

　まどかは満面の笑みを浮うかべる。

　よかった。

　なんとか乗りきった。

　ほっとした瞬しゆん間かん、まどかはばっと布団をめくる。

　……………………噓ーん。
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「こんにちは。ルピアさん」

「こ、こんにちは」

　ルピアはしがみついていた手を離はなし、ちょこんとベッドの端はしに座る。

「どうして、噓だと分かった？」

「玄げん関かんに、ルピアさんの靴くつがあったから」

「………………この部屋に入ったときから、気付いていたってことか」

「うん。で、どうして隠したの？　っていうか──どうしてここにいるの？」

「えっとその……麻マー婆ボー豆どう腐ふを食べに」

　俺は真実を伝えようとしたが──

「こいつが！　あたしを連れ込んでいやらしいことをしようとしたの！　あんたのお兄ちゃん最低な奴やつよ！　ホント大だい嫌きらいっ！」

「おまっ！　ええっ！」

　裏切られた気分でいっぱいだった。

「お兄ちゃんっ！　なんてことを！　このド変態！」

　そのときのまどかの表情は、まるで邪神のようだった。

「待てまどか！　誤解だっ！　今こそお前の推理力で誤解を解けるはずだ！」

　俺が弁解している中、ルピアはするするっと逃にげ出して、部屋の入り口へ。

　ごめんと言いたげに手を合わせ、口だけ動かしてこう言った。




「本当は大好き」
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妹いもうとが邪じや神しんになりまして。
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